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Ⅰ 令和３年度主要な施策の成果に関する説明書 

 

 

 

 

 

 

 

 地方自治法第233条第５項の規定に基づき、令和３年度における主要な施策の

成果に関する説明書を提出します。 
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はじめに、新型コロナウイルス感染症について、お亡くなりになられた方に心よりお悔

やみ申し上げるとともに、ご冥福をお祈りします。また、多くの方々による長期間にわた

る感染拡大防止の取組みに深く感謝申し上げ、これまでに感染された方、今なお後遺症に

悩まされている方々にお見舞い申し上げます。本市では、令和２年１月に新型コロナウイ

ルス感染症対策本部を設置して以降、市民のいのちと暮らし、経済を守り、安心と活力を

取り戻すことを第一に、国や東京都の施策に加え、本市独自の施策を織り交ぜつつ、市民

に最も身近な基礎自治体としての役割を果たすべく努めてまいりました。 

令和３年１月には、新型コロナウイルスワクチン接種推進本部を設置し、武蔵野市医師

会などの関係機関との連携や予約方法などの工夫を重ね、円滑かつ速やかにワクチン接種

を進めました。感染リスクの高い医療従事者の方、重症化リスクの高い高齢者の方や基礎

疾患のある方などの接種促進をはじめ、現在では若年層にまで接種が進んでおり、市民の

皆様のご理解、ご協力に重ねて感謝申し上げます。 

 

令和３年度は、当初予算を「誰もが安心して暮らし続けられるまちへ 命を守り次世代

へつなぐ予算」と位置付け、武蔵野市第六期長期計画の２年目として、長期計画に掲げら

れた各分野の施策を推進するとともに、新たな行政課題にも柔軟に対応し、また、限られ

た財源を重点的かつ効率的に予算配分することを基本とし、市民福祉の向上に努めてまい

りました。 

しかしながら、令和３年４月25日から６月20日まで、同年７月12日から９月30日までの

新型コロナウイルス感染症による緊急事態宣言の発出や年度末にかけての感染者数の急増

などを受けて、事業、イベントの中止や縮小、計画の変更が余儀なくされました。こうし

た状況にあっても、ＩＣＴを活用した大韓民国ソウル特別市江東区の中高生とのオンライ

ン交流の実施、「武蔵野桜まつり」の動画配信など、これまでになかった取組みに挑戦し

ました。また、市民生活支援と事業者支援とを両立させる本市独自の取組みである「武蔵

野市くらし地域応援券」の第２弾を発行し、本市在住の市民全員に配付しました。さらに、

地域性に応じた本市独自の事業である「中小企業者等特別支援金」などを実施し、「月次

支援金」や「感染拡大防止協力金」などの国や東京都の支援策のみでは行き届かない部分

への支援を行いました。 

 

武蔵野市医師会の各医療機関へパルスオキシメーターなどの配備支援を行うとともに、

電話、オンライン又は訪問による診療を行う医療支援体制を整備しました。また、令和３

年２月１日に開設した自宅療養者支援窓口を同年９月１日に新型コロナウイルス感染症自

宅療養者支援センターに改称し、自宅療養者などに対する食料品・日用品などの支援を充

実させました。 

 

 令和４年２月24日には、ロシア連邦によるウクライナへの軍事侵攻が開始され、多くの

尊い命が失われています。ロシア連邦に対し遺憾の意を示すとともに、一刻も早い停戦、

撤退及び平和的解決を求める抗議をしてまいりました。これにとどまらず、３月には市民

の平和意識醸成のため、ウクライナ民族楽器奏者による「平和を願うミニコンサート」の

開催やウクライナ支援の募金活動などに取り組みました。 
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次に、令和３年度の一般会計歳入歳出決算の概要を申し上げます。 

歳入決算額は808億4,087万９千円で、前年度と比べ73億6,363万２千円、8.3％の減とな

りました。前年度比では減となりましたが、これは特別定額給付金事業に係る補助金147億

9,353万７千円や新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金２億2,568万４千円と

いった国庫支出金の減によるものです。一方で、子育て世帯等臨時特別支援事業に係る補

助金14億1,738万３千円、住民税非課税世帯等臨時特別給付金事業に係る補助金12億7,069

万５千円、新型コロナウイルスワクチン接種事業に係る負担金、補助金23億8,066万８千円

などの国庫支出金が年度途中に生じたことで当初予算695億3,900万円と比較すると大幅な

増となっています。 

市税収入は、399億2,837万６千円で、前年度と比べ18億9,504万７千円、4.5％の減とな

りました。法人市民税は、法人税割の税率が下がったことによって前年度と比べ8.9％の減、

都市計画税については新型コロナウイルス感染症による経済的影響を考慮し、税率を通常

は0.2％のところ令和３年度に限り0.1％としたことにより50.1％の減となりました。また、

新型コロナウイルス感染症対策事業の実施などの財源として財政調整基金から５億円の繰

入れを行ったほか、投資的経費の増に伴う基金繰入金の増により、繰入金全体では前年度

と比べ３億4,751万９千円の増となりました。市債は新学校給食桜堤調理場（仮称）建設事

業に伴う借入れの増などにより、前年度と比べ15億8,000万円の増となっています。 

歳出決算額は769億9,867万円で、前年度と比べ69億3,139万２千円、8.3％の減となりま

した。歳入と同様、特別定額給付金事業147億8,639万９千円や子育て世帯臨時特別給付金

事業１億1,834万１千円などに代わり、子育て世帯等臨時特別支援事業12億7,000万８千円、

住民税非課税世帯等臨時特別給付金事業12億5,437万９千円を実施しました。加えて、新型

コロナウイルスワクチン接種事業17億6,479万５千円などのほか、くらし地域応援券事業

の第２弾、８億5,388万３千円の実施により、当初予算との比較では大幅な増となっていま

す。 

費目別では、新型コロナウイルス感染症に係る経済支援策である子育て世帯臨時特別支

援事業や住民税非課税世帯等臨時特別給付金事業などの増により、扶助費が前年度と比べ

26億7,013万１千円、15.1％の増、投資的経費は新学校給食桜堤調理場（仮称）建設工事や

公園等建設事業土地購入費の増などにより、前年度と比べ23億26万４千円、58.4％の増と

なりました。 

新型コロナウイルス感染症の拡大防止策や経済支援策などに取り組みつつも、国及び都

支出金の確保、世代間の負担の公平性や後年度の財政負担などに配慮したうえでの市債の

活用、基金の取崩しなどにより必要な財源を確保し、適正な財政運営に取り組んでまいり

ました。 

令和３年度の歳入歳出差引額は38億4,220万９千円、次年度への繰越財源2,612万７千円

を除いた実質収支額は、38億1,608万２千円、前年度比４億5,836万７千円、10.7％の減と

なりました。 

 

現在の財政状況は健全な水準を維持しているといえますが、長期的な視点では人口構成

の変化が予測されており、市税などの歳入は減少する懸念がある一方で、歳出では社会保

障費にあたる扶助費や保険給付費の増加、老朽化した公共施設及び都市基盤の更新費用な
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どの増加が見込まれています。限りある財源を活用して持続可能な市政運営を進めていく

とともに、第六期長期計画に掲げられた事業を着実に実施し、「誰もが安心して暮らし続

けられる 魅力と活力があふれるまち」であり続けられるよう、引き続き取り組んでまい

ります。 

  

- 3 -



 

 

以下、令和３年度の主要な施策の成果について申し上げます。 

 

１ 健康・福祉分野の成果 

【まちぐるみの支え合いを実現するための取組み】 

 令和２年度で事業開始から20年を経過したレモンキャブ事業については、新型コロナウ

イルス感染症対策として通院などの利用に限定した特例運行を継続して実施しました。ま

た、延期となっていた20周年記念事業も開催しました。 

障がい者の権利を守る取組みとして、親なき後に備えておくことの重要性や成年後見制

度についての普及啓発に資するため、「親なき後講座事業」を行いました。また、障がい者

差別解消のため、心のバリアフリー啓発事業を実施しました。 

武蔵野市国民健康保険データヘルス計画に基づき、特定健康診査の未受診者に対して、

被保険者ごとに適した勧奨通知によって受診率の向上を図りました。 

 

【生命と健康を守る地域医療充実への取組みと連携の強化】 

 在宅で常時人工呼吸器を使用する難病患者などに対し、災害時の個別支援計画を作成す

ることで、関係機関との情報共有を図り、災害時の具体的な支援体制の構築を行いました。 

高度急性期医療、三次救急医療機関及び災害拠点病院の役割を担う武蔵野赤十字病院に

対して、病棟の建替えに伴うがん医療対策や周産期医療などのさらなる充実や感染症病棟

の設備改修工事に係る経費補助の支援を行いました。 

国の指示のもと、新型コロナウイルス感染症に係る特例的な臨時予防接種を実施しまし

た。初回接種（１・２回目）、第１期追加接種（３回目）及び小児接種を集団接種会場及び

個別接種会場にて実施しました。また、令和４年度に開始する第２期追加接種（４回目）

の接種体制の確保に向けた準備を行いました。 

 

【安心して暮らし続けられるための相談支援体制の充実】 

ひきこもり相談を含めた福祉総合相談窓口を令和３年４月に開設し、多様かつ複合的な

課題を抱える方からの相談窓口を明確化するとともに、分野横断的に関係機関と連携し、

包括的・継続的に課題解決に向けた支援を行ってまいりました。 

多様な課題を抱えた生活困窮者に対し、早期自立に向けて、本人の状態に応じた包括的

かつ継続的な相談支援を実施しました。また、新型コロナウイルス感染症などの影響によ

る生活困窮者への支援として、新型コロナウイルス感染症生活困窮者自立支援金、生活困

窮者住居契約更新料給付金及び生活困窮者特別就職支援金を支給しました。 

加えて、令和３年11月に閣議決定された「コロナ克服・新時代開拓のための経済対策」

の趣旨を踏まえ、住民税非課税世帯等に対し１世帯当たり10万円の給付金支給事業を実施

しました。ひとり暮らしの高齢者や高齢者のみの世帯の方が急病などで一時的に支援が必

要な場合にヘルパーを派遣し、入浴介助などの身体介助や生活援助のサービスを提供しま

した。 
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【福祉人材の確保と育成に向けた取組み】 

 地域包括ケア人材育成センターにおいて、人材養成、研修・相談、就職支援、事業者・

団体支援の４つの事業を一体的に展開し、福祉サービスを担う人材の確保及び育成や質の

向上を図りました。 

 新型コロナウイルス感染症の影響による雇用対策と介護・障がい分野の人材不足への対

応のため、介護職・看護職Ｒｅスタート支援金として新たに市内の介護施設や障がい者施

設などに就職した介護職員及び看護職員への支援金を給付し、人材確保につなげました。 

 

【新しい福祉サービスの整備】 

特別養護老人ホームのユニット型個室の利用料は経済的に高負担となる傾向があるこ

とから、利用料が比較的抑えられる多床室などを整備する事業者に対して、施設整備に係

る支援を行いました。 

東京都との合築施設である吉祥寺ナーシングホームについて、今後見込まれる老朽化に

伴う大規模修繕工事に対応していくため、令和元年度に東京都が実施した建物状況調査の

結果に基づき、東京都と連携して基本計画を策定しました。 

武蔵野市障害者福祉センターあり方検討委員会を設置し、今後のセンター業務のあり方

などについて検討を行い、旧なごみの家と障害者福祉センターの敷地を一体として建替え

を行う方針を決定しました。 

 

２ 子ども・教育分野の成果 

【子どもたちが希望を持ち健やかに過ごせるまちづくり】 

今後の子どもと子育て家庭への支援のあり方について、複合施設の必要性や支援の仕組

みについて、有識者会議を設置し検討を行い、令和３年12月に検討結果の報告書を取りま

とめました。 

令和２年12月に開設した障害児通所支援施設「武蔵野市放課後等デイサービス パレッ

ト」において、肢体不自由児や医療的ケア児へ安定した支援を行うため、施設の人員体制

の強化を図りました。 

子ども・子育て支援事業については、「共助による子育てひろば事業」や当事者ボラン

ティアの育成や支援者のつながりを目的としたボランティア養成講座を開催し、多様な主

体による子育て支援の充実を図りました。また、切れ目のない支援の入り口である「ゆり

かごむさしの面接」を行った妊婦に対して「子ども・子育て応援券」を配付しました。新

型コロナウイルス感染症への対応のため、特設のホームページを開設し、健康課所管の「ゆ

りかごむさしのフェスティバル」と合同で、オンラインによる「子育て・ゆりかごむさし

のフェスティバル」を開催しました。 
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【安心して産み育てられる子育て世代への総合的支援】 

令和３年４月診療分から高校生等の入院医療費に係る保険診療自己負担分の助成を開

始し、子どもの保健向上と子育て家庭の経済的な負担軽減を図りました。また、高校生等

の通院等医療費助成の開始に向けて、対象者に周知するとともに、関係機関との調整を行

いました。 

新型コロナウイルス感染症の感染拡大の影響を踏まえ、子育て世帯生活支援特別給付金

事業や子育て世帯等臨時特別支援事業といった国の事業を行ったほか、国の特別定額給付

金事業及び都の出産応援事業のいずれにも対象とならなかった児童を養育する世帯に対し

て、本市独自の子ども子育て支援特別給付金を支給しました。 

 

【子どもと子育て家庭を地域社会全体で応援する施策の充実】 

子ども・子育て支援を行う民間団体からの相談対応や活動助成のほか、本市及び民間団

体とのネットワーク構築、学齢期以降の子どもの相談支援情報誌の発行やホームページな

どを活用した情報発信を行い、地域の民間団体との連携による仕組みの構築及び複合的な

支援を行い、子どもの支援に係る地域連携の強化を図りました。 

 期末報償金補助金の創設による保育士などの処遇改善の取組みを行うとともに、職員用

の宿舎借上げ及び保育補助者の雇用を行っている事業者に対する補助など、国や東京都の

制度を活用して保育人材の確保、定着及び離職防止を目的とした支援を行いました。 

 

【子どもの「生きる力」を育む】 

令和２年度に整備した学習者用コンピュータについて、児童生徒数の増加に伴う追加整

備を実施したほか、学校での授業では発達段階にあわせた活用計画やデジタル・シティズ

ンシップ教育の考え方を検討し、各教員の工夫のもとで学習者用コンピュータを活用した

様々な授業実践が行われました。 

スクールソーシャルワーカーを中心に不登校対策を推進するとともに、不登校児童生徒

を支援するチャレンジルームを運営し、むさしのクレスコーレの運営体制を強化しました。 

特別支援教育の周知と理解促進のため、特別支援教室及び通級指導学級の紹介動画を市

ホームページに掲載するとともに、令和２年度から特別支援学級設置小学校に配置した交

流共同学習支援員を特別支援学級設置中学校にも配置し、通常の学級と特別支援学級との

交流及び共同学習の機会拡充を図りました。 

 

【教育環境の充実と学校施設の整備】 

 武蔵野市学校施設整備基本計画に基づき、第一中学校及び第五中学校について、改築懇

談会委員、学区内在住者、保護者、教職員などの意見を踏まえ、基本設計を完了させまし

た。加えて、第五小学校及び井之頭小学校の改築に向け敷地条件を整理し、設計者選定の

準備を整えました。 
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 授業の質の向上と教員の働き方改革の取組みとして、市講師や学習指導補助員の配置に

よる教員の持ち時数削減及び学習指導補助などを行いました。特に小学校においては、単

独で教科指導を行うことのできる市講師が学級担任に代わって専門教科についての授業を

行いました。 

児童生徒数の増加に対応し小中学校に給食を安定的に供給するために行っていた新学

校給食桜堤調理場の建設が完了しました。令和３年度２学期から稼働し、中学校６校、小

学校２校への給食提供を行っています。 

 

３ 平和・文化・市民生活分野の成果  

【多様性を認め合い尊重し合う平和な社会の構築】 

 戦争の悲惨さや平和の尊さを次世代に伝えていくため、市民などによる実行委員会との

協働により、令和３年５月に憲法月間記念行事、８月に夏季平和事業を実施しました。ま

た、平和の日条例制定10周年を踏まえ、令和３年10月中旬から11月下旬まで大石芳野写真

展を開催するとともに、11月には平和の日イベントを行いました。なお、青少年平和交流

派遣事業は長崎市への派遣は中止となりましたが、青少年ピースフォーラムにはオンライ

ンで参加することができました。 

 武蔵野市第六期長期計画に記載の「武蔵野市ならではの地域共生社会の推進」、「外国籍

市民の支援」を実現するための第一歩として、外国籍市民の意識や外国籍市民に対する地

域社会の意識などについて調査を行いました。 

 

【災害への備えの拡充】 

 防災・減災と迅速な復旧復興に資する施策を総合的な取組みとして計画的に実施し、強

靭な地域づくりを推進するために、武蔵野市国土強靭化地域計画を策定しました。また、

武蔵野市地域防災計画の見直しについて、全庁的課題の洗出し、修正概要の検討及び市民

防災意識調査などを行いました。 

 災害時物資供給マニュアルの策定に向け、令和２年度作成の素案を精査のうえ、本市及

び関係機関の体制、役割分担並びに物資及び情報の流れの整理・検討を行い、マニュアル

の最終案を作成しました。 

 

【安全・安心なまちづくり】 

 市民の安全確保のため、防犯活動を行う商店会などの地域団体に対し、街頭防犯カメラ

の設置費用及び運用経費に対する支援を行うことで、犯罪の防止に取り組みました。 

令和２年度に速やかに開設した自宅療養者支援窓口は、新型コロナウイルス感染症の感

染拡大で自宅療養者が大幅に増えたことを受け、令和３年９月１日から自宅療養者支援セ

ンターに改称し、新型コロナウイルス感染症により自宅療養を余儀なくされている方に対

し、食料品・日用品の支援、電話による安否確認、心配事の相談受付けなど、急な増加に

も対応しました。 
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【地域社会と市民活動の活性化】 

 市民によるコミュニティづくりが活発に行われるよう、16のコミュニティ協議会に

よるコミュニティセンターの管理運営及びコミュニティ活動の支援を行いました。ま

た、施設の適切な維持修繕を行うとともに、武蔵野市コミュニティセンター整備計画

を策定しました。 

 コミュニティ構想の公表から50年の節目にあたり、構想の理念・目的などを再確認

し、今後を展望することを目指し、シンポジウムを開催するとともに本市のコミュニ

ティ政策の歴史的な変遷を取りまとめた記念誌を作成しました。 

 

【豊かで多様な文化の醸成】 

 開催が延期されていた東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会の聖火リレー点

火セレモニーなどを、新型コロナウイルス感染症の感染状況を踏まえ無観客で行いました。

実行委員会として、市内82団体による総会と５つの分科会の設置、市民が主体のスポーツ

ボランティア「HANDS」の運営や、本市ゆかりの選手応援プロジェクト事業などを実施しま

した。 

新型コロナウイルス感染症の影響を大きく受けている劇場やホールなどの活気を取り

戻し、まちの活性化を図るために文化施設の使用料を減額し、市内における公演や展覧会

などの開催を支援しました。 

文化施設、体育施設及び武蔵野プレイスの各種システム及び情報通信基盤の更新を支援

し、利用者の操作性・利便性向上を図りました。また、武蔵野文化事業団と武蔵野生涯学

習振興事業団の合併にあわせて、市民・利用者にとってより分かりやすい情報提供が可能

となるよう、事業団のホームページの統合を支援しました。 

 

【多様な学びや運動・スポーツ活動の推進】 

ラグビーワールドカップ2019 や東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会へ向

けて変化した意識や環境、多様化する価値観に基づいた今後のスポーツ施策及び総合体育

館大規模改修などについて検討を進め、武蔵野市スポーツ振興計画の改定を行いました。 

武蔵野総合体育館外壁・屋上防水等工事については、体育館の外壁タイル改修、屋上防

水などの工事を進めるとともに、体育館の長寿命化を図るため、保全と機能改善などの大

規模工事に向けて基本計画を策定しました。 

 

【まちの魅力を高め豊かな暮らしを支える産業の振興】 

 新型コロナウイルス感染症の感染拡大を受けて、令和３年度に延期していた武蔵野市農

業振興基本計画の見直しについては、検討委員会を設置したうえで、農業者及び市民への

アンケート調査、パブリックコメントなどを行い、武蔵野市農業振興基本計画の改定を行

いました。また、農地を維持・保全していくため、現地調査、都市計画審議会への諮問な
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どを経て特定生産緑地を指定しました。 

新型コロナウイルス感染症の影響に対する緊急経済対策として、引き続き空き店舗の長

期化が懸念されるため、令和２年度に引き続き、商店会活性出店支援金事業を実施しまし

た。一方で、令和２年度に実施した緊急経済対策の効果を検証し、得られた知見を今後の

経済対策の検討に資することを目的とした調査を実施しました。 

その成果として、売上の減少した市内事業者支援を目的に、中小企業者等特別支援金事

業を実施し、加えて、市民への生活支援と市内事業者支援を目的に、くらし地域応援券事

業第２弾を実施しました。 

 

４ 緑・環境分野の成果 

【刻々と変化する環境問題への対応】 

 環境啓発施設事業については、駅周辺でのアウトリーチ事業やWeb掲載による環境フェ

スタのほか、環境の学校連続講座、環境の学校Greenプロジェクトなどを実施したほか、緑

のカーテン事業、環境啓発冊子配布及びＳＤＧｓ展示などの啓発事業を行いました。 

 食品ロスの削減を図るため、フードバンク活動団体に提供された食料を保管する倉庫及

び冷蔵庫を購入し、令和４年３月にむさしのエコreゾートに設置しました。 

環境部動画啓発プロジェクトについては、わかりやすく、また親しみやすく伝わるよう、

「３Ｒのうた」、「武蔵野市で出会えるかもしれない生きものたち」などの動画を作成し、

ＳＮＳを活用してＰＲ・啓発を行いました。 

 

【地球温暖化対策の推進】 

国の地球温暖化対策計画の改定に伴って温室効果ガス削減目標が上方修正されたこと

を受け、令和３年４月に策定した武蔵野市地球温暖化対策実行計画2021の事務事業編・区

域施策編について、温室効果ガス削減目標を修正するなどの改定を行いました。 

近年増加している局地的大雨などによる浸水被害の軽減及び水環境の保全を図るため、

住宅への雨水浸透施設や雨水タンクの設置に対して助成金を交付するとともに、桜野小学

校の雨水貯留浸透施設の設置工事、北町４丁目地内の浸水対策施設の設置検討などを行い

ました。 

 

【「緑」を基軸としたまちづくりの推進】 

吉祥寺本町四丁目寄贈物件（旧赤星邸）の利活用の検討のため、耐震診断及びアスベス

ト調査をするとともに、登録有形文化財の申請手続きを行いました。また、庁内ワーキン

グを設置し、今後の利活用検討に向けて関係法令の整理に取り組みました。 

魅力的で安全安心な潤いある都市環境の推進を目指し、公園施設の改修を行うとともに、

子どもたちの遊び場の充実を図るため、さかい西公園の木製複合遊具の更新やこうちゃん

公園のコンクリート製遊具の改修及び伏見通り公園出入口のバリアフリー化を実施したほ

か、西久保３丁目に新たな公園用地の買戻しを行いました。 
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【省エネルギー・省資源型の持続可能な都市の構築】 

武蔵野クリーンセンターの安全・安定稼働のため、運営モニタリングなどで施設運営業

務の状況を適宜確認しつつ、施設の安全・安定な稼働に寄与しました。また、クリーンセ

ンターを核としたエネルギー地産地消事業については、さらなる効率的なエネルギー利用

を推進するため、蓄電量や小中学校への自己託送量を増やしたことにより、地産地消率が

向上しました。 

 

【様々な環境の変化に対応した良好な生活環境の確保】 

 「ミカレットさかいみなみ」の便器の洋式化及びバリアフリー化とともに、武蔵境駅南

口の周辺環境の整備を図るため、令和３年度は移設工事のための設計を実施しました。 

まちの美化、路上禁煙地区内での禁煙の徹底と受動喫煙防止を推進するため、吉祥寺駅

と武蔵境駅の喫煙トレーラーハウスの利用を開始しました。併せて、喫煙マナーや受動喫

煙の健康面での影響について周知啓発を行いました。 

 

５ 都市基盤分野の成果 

【個性あふれる魅力的な地域のまちづくり】 

 武蔵野市景観整備路線事業計画（第２次）に基づき、景観整備優先路線の無電柱化の検

討及び設計を行いました。また、市道第16号線（かたらいの道）の電線共同溝設置工事な

どを実施しました。 

東京都の依頼によって都内で一斉に進められている区域区分及び用途地域などの見直

しについて、最新の地形図を基に境界根拠などの点検を実施し、地形地物の変化などとの

整合を図ったうえで、都市計画変更のために必要となる資料を作成しました。 

 

【将来にわたり持続性ある都市基盤づくり】 

 市内約520基の大型街路灯（水銀灯）のうち、令和３年度は東部から中央地区にかけて約

260基のＬＥＤ化を完了し、市民の安全・安心の向上、環境負荷の軽減を図りました。 

 武蔵野市橋りょう長寿命化計画の更新に向けた調査を実施するとともに、当該計画に基

づき、千川橋他６橋の定期点検、しろがね橋及び本村橋の補修設計を行いました。また、

よろず橋架け替え工事に着手しました。 

武蔵野市道路総合管理計画に基づき長寿命化を図るため、八丁地下道の補修設計、玉川

人道の擁壁補修工事を実施しました。 

持続的・安定的に質の高い下水道サービスを提供していくため、外部有識者などによる

武蔵野市下水道総合計画見直し及び下水道事業経営の在り方等検討委員会を設置し、令和

３年度は、武蔵野市下水道総合計画（2018）の見直しの検討を行いました。 
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【誰もが利用しやすい交通環境の整備】 

 市内で自転車を利用される中学生以上の方を対象に、武蔵野警察署と連携した自転車安

全利用講習会や企業などへの出張講習会を開催しました。また、市道第27号線のほか５路

線及び市道第41号線のほか６路線を対象として、自転車走行空間整備に関する交通実態調

査を行いました。 

 ムーバスの運行については、新型コロナウイルス感染症の状況及びムーバスの利用状況

を考慮し、令和３年２月１日から令和４年１月31日までは特別ダイヤによる運行としまし

た。 

 

【安全で快適な道路ネットワークの構築】 

都市計画道路３・４・27号線について、新たな都市計画マスタープランで示されたまち

づくりの方針などを整理するとともに、交通量調査で把握した交通実態などを踏まえ、計

画道路の方向性を検討しました。 

天文台通りの都市計画道路３・４・２号線については、第三次みちづくり・まちづくり

パートナー事業として東京都から受託し、令和３年度は約118㎡の用地を取得、地権者の再

建に合わせて仮整備工事を行いました。 

 

【活力とにぎわいのある駅周辺のまちづくり】 

令和３年９月に策定されたNEXT吉祥寺2021にて位置付けたウォーカブルなまちづくり

の推進に向け、吉祥寺ウエストエリアの交通環境改善に関する事前調査及び令和４年度以

降の本調査に向けた検討を行いました。また、吉祥寺駅南口を中心とした自動車や歩行者

などの交通輻輳の解決のため、南口駅前広場整備後の交通課題の整理と交通環境改善に向

けた検討を行いました。 

三鷹駅北口交通環境基本方針の策定に向けた基本的な考え方について、交通事業者や地

元商店会などへ説明を行うとともに、令和４年度に行う研究会の立上げに向け、準備会を

実施しました。 

 

６ 行財政分野の成果 

【市民参加と連携・協働の推進】 

 自治基本条例に基づく市政運営の一環として、行政評価制度について目的を歳出削減に

限定せず、説明責任の向上など行政活動の質をより高めるための「武蔵野市行政評価制度

（案）」をまとめました。 

 

【効果的な広報・広聴の仕組みづくりとシティプロモーション】 

令和４年度のホームページ更改にあたり、現状分析や課題整理に関して専門事業者の支
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援を受けたうえで調達仕様書を整え、システム構築事業者をプロポーザル方式により選定

しました。構築事業者との契約締結を経て、一部構築作業に着手しました。 

  

【公共施設等の再構築と市有地の有効活用】 

 分野横断的検討プロジェクトなどを実施して延命化に向けた具体的な更新時期の設定や

更新費用の算出を行い、武蔵野市公共施設等総合管理計画を改定しました。 

社会的ニーズに対応するための改良保全整備として、市庁舎及び中央図書館の特定天井

改修工事を実施し、特定天井の耐震化を行いました。また、施設の機能維持を図るため、

小中学校やコミュニティセンターなどについて、劣化調査の結果に基づき設計や工事を実

施しました。 

 

【社会の変化に対応していく行財政運営】 

 指定管理者制度を効果的に運用するため、令和７年度からの次期指定管理者制度に関す

る基本方針や選定手続きについて、他自治体の状況も参考としつつ検討しました。 

仮想化基盤及び住民情報システムの更改については、国が進めている「自治体情報シス

テムの標準化・共通化」に関して未公表の情報があったため計画策定は行わず、クラウド

利用などについて検討を進め、報告書として取りまとめました。 

 

【多様な人材の確保・育成と組織の活性化】 

 障がい者の就労支援、雇用促進のため、障がいのある会計年度任用職員を３人任用しま

した。また、障がいや障がい者就労に対する職員理解の推進を図るため、障がい者の庁内

実習及び障がい者就労の理解向上研修を実施しました。 

 

 

以上、令和３年度の主要な施策の成果についてご説明申し上げました。なお、施策ごと

の決算額については、成果一覧表をご参照いただければと存じます。 

よろしくご審議くださいますようお願い申し上げます。 
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（金額欄における予算は当初予算を計上）

(1) 健康・福祉
基本施策１ まちぐるみの支え合いを実現するための取組み

事　業　名 施策の概要と成果
シニア支え合いポイント制度の
推進

《民生費○一般管理経費》《介護保
険事業会計　地域支援事業費○一般
介護予防事業費》
［地域支援課、高齢者支援課］

2 シルバー人材センター移転の支
援

《民生費○シルバー人材センター助
成事業》
［高齢者支援課］

3 いきいきサロン事業

《民生費○社会参加促進事業》
［高齢者支援課］

4 レモンキャブ事業

《民生費○移送サービス事業》
［高齢者支援課］

金 額（千円）

1 予算
決算

4,458
3,715

新型コロナウイルスの影響下にあったものの、感染症対策を行った
うえで説明会を７回実施し、16人が新たにシニア支え合いサポー
ターとなり、令和４年３月31日時点で登録者は453人となった。
また、新たに協力施設・団体数が１施設増え、計32施設に拡大し
た。

予算
決算

18,549
17,794

令和３年７月26日に（公社）武蔵野市シルバー人材センターの事務
所の移転を支援し、老朽化が進み、バリアフリー化されていない建
物の課題の解決を図った。併せて、市発行物梱包作業等作業場及び
植木班梯子等保管場所も移転した。令和３年８月31日にリサイクル
センターを閉所した。

高齢者の社会的孤立感の解消と健康寿命の延伸を図り、住み慣れた
地域で在宅生活を送れるようにすることを目的とした事業で、地域
住民団体やＮＰＯ法人などの運営団体の支援を行った。新型コロナ
ウイルス感染症対策として、補助金の追加交付、活動場所（市立施
設）の提供、活動時間の短縮を行った。
・実施回数　　 　 889回
・市内利用者数　8,159人
・多世代交流プログラム　実施回数２回／対象者数 ４人
・共生社会プログラム　  実施回数92回／対象者数126人
・利用登録者数    347人（令和４年３月31日時点）
・安否確認人数    248人
※令和３年度は21団体が運営

予算
決算

公共交通機関をひとりで利用することが困難な高齢者や障害者（要
介護者や障害者手帳取得者など）の外出を支援するため、商店主を
中心とした地域のボランティアが福祉型軽自動車（全９台）を運転
し、ドア・ツー・ドアのサービスを提供した。新型コロナウイルス
感染症対策として、予約期間を１か月に短縮し、通院等の利用に限
定した特例運行を継続した。令和３年12月12日に１年の延期を経て
20周年記念事業を開催した。
・運行範囲　市内及び近接市区（三鷹市・小金井市・西東京市・杉
並区・練馬区）
・利用料金　年会費1,000円　運行費800円/30分
・運行回数　　　 15,177回
・運行日数　 　　 　293日
・登録会員数　　 　 911人（令和４年３月31日時点）
・運行協力員数　 　  48人（令和４年３月31日時点）

予算
決算

8,458
5,010

28,628
28,285

令和３年度主要な施策の概要と成果一覧
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5 テンミリオンハウス事業

《民生費○テンミリオンハウス事
業》
［高齢者支援課］

6 障害者の権利を守る取組み

《民生費○一般管理経費、○障害者
自立支援給付等事業、○地域生活支
援事業》
［障害者福祉課］

7 食育推進事業

《衛生費○食育推進事業》
［健康課］

8 がん検診等事業の推進

《衛生費○老・成人保健事業》
［健康課］

9 若年層健康診査事業

《衛生費○老・成人保健事業》
［健康課］

10 特定健康診査未受診者に対する
受診勧奨事業

《国民健康保険事業会計　保健事業
費○健康保持増進事業》
［保険年金課、健康課］

11 介護保険制度改正に伴うシステ
ム改修

《介護保険事業会計　総務費○一般
管理経費》
［高齢者支援課］

1,211
993

23,536
9,973

令和３年度中の制度改正に対応すべく、以下５点について機能の更
新、追加を行った。
 　① 医療保険の個人単位被保険者番号の活用
  　（国保オンライン資格対応含む）
 　② 補足給付における負担限度額の見直し対応
 　③ 補足給付における預貯金等の基準の見直し対応
 　④ 高額介護サービス費の自己負担額の見直し
 　⑤ 税制改正対応（給付）

市内で８か所のテンミリオンハウスを開所し、ミニデイサービスや
緊急ショートステイなど、地域のニーズに応じた特色ある共助の事
業を展開した。テンミリオンハウスに通うことで、介護予防、健康
増進、趣味活動や仲間づくりの促進など、高齢者や乳幼児親子の地
域とのつながりが深まり、生活の質の向上につながった。新型コロ
ナウイルス感染症対策として、事前予約制、身体的距離の確保に伴
う定員の制限、フレイル予防推進プログラムを実施するとともに、
補助金の追加交付、開設時間の短縮を行った。令和４年３月31日に
関三倶楽部を閉所した。
①川路さんち　  開所日数　233日　延利用人数　1,657人
②月見路　　　  開所日数　274日　延利用人数　3,289人
③関三倶楽部　  開所日数　282日　延利用人数　  476人
　　　　　　　　 　　　　　　　　（デイ）　　　278人
　　　　　　　 　 　　　　　　　 （ショート）　198人
④そ～らの家　  開所日数　296日　延利用人数　5,181人
⑤きんもくせい　開所日数　294日　延利用人数　4,538人
⑥花時計　　　　開所日数　249日　延利用人数　3,996人
　　　　　　　　 　　　　　　　  （高齢者）　2,646人
　　　　　　　　 　　　　　　　  （乳幼児）　1,171人
　　　　　　　　 　　　　　　　  （児童）　　　179人
⑦くるみの木　  開所日数　286日　延利用人数  5,861人
⑧ふらっと・きたまち
　　　　　　　  開所日数　240日　延利用人数  2,807人

予算
決算

前年度中止した「第１回むさしの食育フェスタ」を、特設ホーム
ページ「食を育む。むさしの」内でオンラインにより開催し、食育
の周知を充実させた。
・公開期間：令和３年12月15日から令和４年１月31日まで

若年期からの受診習慣の形成、生活習慣病予防及び健康管理への意
識改善のため、健診機会のない若年層（15歳から39歳）に健診を実
施した。また、新型コロナウイルス感染症の影響により受診期間を
延長した。
・受診者数914人

予算
決算

2,211
944

予算
決算

112,311
98,035

予算
決算

206,341
197,000

親なき後に備えておくことの重要性や成年後見制度について普及啓
発を行うため、「親なき後講座事業」として、講座４回、講演会１
回、個別相談会２回を実施した。また、心のバリアフリー啓発事業
を６団体に対して実施し、1,168名の参加を得て障害者差別解消につ
なげた。

胃がん・肺がんセット検診や土曜日検診、託児付き検診、胃がん内
視鏡検診を行った。子宮がん及び乳がん検診対象者には全員へ受診
勧奨を行ったほか、肺がん高危険群への勧奨等も実施した。大腸が
ん集団検診を除き、受診者数は前年度を上回った。

予算
決算

予算
決算

5,078
2,243

予算
決算

13,907
10,920

武蔵野市国民健康保険データヘルス計画に基づき、特定健康診査の
未受診者に対してより効率的・効果的な受診勧奨を行うため、被保
険者ごとに適した勧奨通知によって受診率の向上を図った。
発送通数：12,717通
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基本施策２ 生命と健康を守る地域医療充実への取組みと連携の強化
12 在宅医療・介護連携推進事業

《民生費○在宅医療・介護連携推進
事業》
［地域支援課］

13 訪問看護と介護の連携強化事業

《民生費○介護保険事業》
［高齢者支援課］

14 在宅人工呼吸器使用者等への災
害時個別支援計画の作成

《民生費○心身障害者在宅等援護事
業》
［障害者福祉課］

15 武蔵野赤十字病院への支援

《衛生費○一般管理経費》
［健康課］

16 新型コロナウイルス感染症予防
対策事業

《衛生費○一般管理経費、○感染症
予防対策事業》
［健康課］

17 予防接種事業

《衛生費○予防接種事業》
［健康課］

18 新型コロナウイルスワクチン接
種事業

《衛生費○新型コロナウイルスワク
チン接種事業》
［健康課］

予算
決算

110
11

在宅で常時人工呼吸器を使用する難病患者等に対して、災害時の個
別支援計画を作成した。サービス提供を行う訪問看護事業所に計画
作成を委託し、関係機関の情報共有を図ることで、災害時の具体的
な支援体制の構築につなげることができた。

在宅医療と介護の連携を推進することを目的に連携における課題の
抽出と対応策の検討を行う「在宅医療・介護連携推進協議会」を２
回開催した。
医療と介護関係者の多職種連携を推進するための研修「新型コロナ
ウイルス感染症における自宅療養支援と在宅医療・介護連携」をオ
ンラインで行った。（医療・介護関係者：291人）
武蔵野市医師会に委託した「在宅医療介護連携支援室」では医療・
介護関係者からの相談や調整に対応した。（相談：190件、訪問：
230件）
在宅療養に関する普及啓発のため、市民セミナー（オンライン上映
会）を開催した。（参加者：104人）

予算
決算

15,869
11,955

武蔵野市の新型コロナウイルス感染症対策について、意見を聴取す
るとともに、助言を求めるため、武蔵野市新型コロナウイルス感染
症対策専門家会議を開催した。
新型コロナウイルス感染症の自宅療養者の訪問診療等に必要な感染
予防衛生用品を確保し、各医療機関等に配備した。また、武蔵野市
医師会の各医療機関へパルスオキシメーターの配備や、酸素濃縮器
の整備（リース方式）等に係る経費補助等を行い、ＰＣＲ検査等を
実施した市内医療機関が自宅療養者の病状等に応じてパルスオキシ
メーターを貸与、健康観察、電話・オンライン・訪問等による診
療、酸素濃縮器の貸与等を行う医療支援体制を整備した。

予算
決算

522,005
1,764,795

国の指示のもと、新型コロナウイルス感染症に係る特例的な臨時予
防接種を実施した。初回接種（１・２回目）、第１期追加接種（３
回目）、小児接種を集団接種会場及び個別接種会場にて実施した。
また、令和４年度に開始する第２期追加接種（４回目）の接種体制
の確保に向けた準備を行った。

感染症の発生及びまん延を防止するため、Ｂ型肝炎、ロタ、麻し
ん・風しん、日本脳炎、ＢＣＧ、高齢者肺炎球菌、高齢者インフル
エンザなどの定期接種を積極的に勧奨し、実施した。高齢者肺炎球
菌の接種率向上を図るため東京都の補助金を活用し、自己負担額を
半額（2,500円）で実施した。また、国の風しん追加的対策における
風しんの抗体検査及び風しんの第５期の定期接種を実施した。任意
接種ではおたふくかぜ予防接種、成人の風しん抗体検査・予防接種
の費用助成を実施した。

予算
決算

500,879
449,591

85,123
85,123

武蔵野赤十字病院は高度急性期医療、三次救急医療機関であるほ
か、災害拠点病院の役割を担っていることから、病棟の建替えに伴
うがん医療対策及び周産期医療のさらなる充実や、感染症病棟の設
備改修工事に対して補助金交付による支援を行った。

予算
決算

9,043
7,524

予算
決算

14,200
15,151

訪問看護事業者が要介護認定者などに係る医療情報を居宅介護支援
事業者などに提供した場合に、被保険者１人当たり１か月につき
1,000円もしくは24時間365日連絡体制のある事業所には2,000円の連
携費を支給した。連携費にインセンティブを付することにより、深
夜等時間帯に医療ニーズが必要となる要介護者等の受入れ促進を図
り、もって医療ニーズの高い単身高齢者等の在宅生活継続支援を
図った。（予算額・決算額は補助金のみ）

・訪問看護と介護の連携強化事業
協定事業所数30事業所（令和３年度末現在）、
対象延利用者数9,730人（2,000円×5,421人、1,000円×4,309人）

予算
決算
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基本施策３ 安心して暮らし続けられるための相談支援体制の充実
19 避難行動支援体制の整備

《民生費○一般管理経費、○社会福
祉協議会事業》
［地域支援課］

20 成年後見制度地域連携ネット
ワークの構築と武蔵野市成年後
見利用支援センターの運営

《民生費○権利擁護事業》
［地域支援課］

21 住民税非課税世帯等に対する臨
時特別給付金

《民生費○住民税非課税世帯等臨時
特別給付金事業》
［地域支援課］

22 福祉総合相談窓口の開設

《民生費○重層的相談支援体制推進
事業》
［生活福祉課］

23 生活困窮者自立支援事業

《民生費○生活困窮者自立支援事
業》
［生活福祉課］

24 生活困窮者自立支援金支給事業

《民生費○生活困窮者自立支援金支
給事業》
［生活福祉課］

25 被保護世帯援護事業

《民生費○生活保護法による扶助事
業》
［生活福祉課］

26 高齢者等緊急訪問介護事業（レ
スキューヘルパー事業）

《民生費○高齢者日常生活支援事
業》
［高齢者支援課］

予算
決算

7,284
6,885

新型コロナウイルス感染症による影響が長期化する中で、特例貸付
を利用できない世帯に対し、就労による自立を図るため、またそれ
が困難な場合に円滑に生活保護の受給へつなげるため、令和３年７
月から新型コロナウイルス感染症生活困窮者自立支援金の支給を開
始し、公共職業安定所の求職申込等を通じて常用就職を目指す活動
を支援した。
・支給決定件数　249件
・延支給件数　648件

予算
決算

0
56,288

予算
決算

2,369
1,538

災害時要援護者及び未同意の避難行動要支援者の安否確認、避難支
援を速やかに実施するための備えとして、令和４年２月に名簿を更
新し各避難所に保管している旧名簿と入れ替えた。
更新後の避難行動要支援者数は2,863人で、名簿登録者には登録した
旨の通知を送付した。

予算
決算

0
1,254,379

「コロナ克服・新時代開拓のための経済対策」（令和３年11月19日
閣議決定）の趣旨を踏まえ、新型コロナウイルス感染症の影響が長
期化する中、様々な困難に直面した方々が、速やかに生活・暮らし
の支援を受けられるよう、住民税非課税世帯等に対し１世帯当たり
10万円の給付金支給事業を実施し、令和４年３月末までに12,043世
帯へ支給決定した。

予算
決算

160,793
123,382

多様な課題を抱えた生活困窮者に対し、早期自立に向けて、本人の
状態に応じた包括的かつ継続的な相談支援を実施した。生活困窮相
談件数及び自立相談支援事業新規相談件数は新型コロナウイルス感
染症の影響により非常に多い状況が続いている。また、新型コロナ
ウイルス感染症などによる生活困窮者への市独自の支援策として、
生活困窮者住居契約更新料給付金、生活困窮者特別就職支援金の支
給を行った。

・生活困窮相談件数　894件
・自立相談支援事業新規相談件数　　779件
・住居確保給付金新規支給決定件数    250件
　　　　　　　　　　　延利用件数　1,511件
・就労準備支援事業実利用者　６人
・学習支援事業実利用者（集合型） 15人　延利用回数　285回
　　　　　　　　　　　（サポート型） 11人　延利用回数　501回
・家計改善支援事業実利用者　12人　延支援者数　71人
・生活困窮者住居契約更新料給付金支給決定件数　26件
・生活困窮者特別就職支援金支給決定件数　９件

予算
決算

3,803,219
3,530,430

生活保護法に基づき、生活扶助、住宅扶助、医療扶助等各種扶助を
行った。
・延世帯数　20,034世帯
・延人員数　22,727人

多様かつ複合的な課題を抱える方からの相談窓口を明確化し、個々
の相談に対し分野横断的に関係機関と連携しながら、課題の解決に
向けた包括的・継続的支援を行うため、令和３年４月から、ひきこ
もり相談を含めた福祉総合相談窓口を市役所内に開設した。
・新規相談件数　99件
・延相談件数　582件

予算
決算

7,657
8,153

武蔵野市成年後見制度利用促進基本計画に基づき、関係機関が連携
するため、「武蔵野市成年後見制度地域連携ネットワーク連絡協議
会」を２回オンラインで開催した。制度の利用促進を図る中核機関
として設置した「武蔵野市成年後見利用支援センター」が制度の総
合相談や普及啓発事業（講演会、学習会・相談会等）を実施した。

予算
決算

2,720
811

ひとり暮らしの高齢者や高齢者のみの世帯の方が急病などで一時的
に支援が必要な場合にヘルパーを派遣し、入浴介助等の身体介助
や、生活援助（掃除、洗濯、買い物）のサービスを提供した。
・延利用者９人、延54時間
また、介護者が新型コロナウイルスに感染したことにより介護者不
在となる場合や高齢者本人が感染し自宅療養となった場合にもヘル
パーを派遣できるよう事業を拡充した。
・延利用者２人、延20時間
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27 エンディング（終活）支援事業

《民生費○高齢者日常生活支援事
業》
［高齢者支援課］

28 認知症高齢者支援事業

《民生費○認知症高齢者支援事業》
《介護保険事業会計　地域支援事業
費○包括的支援事業・任意事業費》
［高齢者支援課］

29 介護保険利用者負担額助成事業
（５％助成）

《民生費○介護保険事業》
［高齢者支援課］

基本施策４ 福祉人材の確保と育成に向けた取組み
30 地域包括ケア人材育成センター

事業

《民生費○福祉人材確保育成事業》
［地域支援課］

31 介護職・看護職Ｒｅスタート支
援金

《民生費○介護保険事業》
［高齢者支援課］

32 ケアリンピック武蔵野2021

《民生費○介護保険事業》
［高齢者支援課］

基本施策５ 新しい福祉サービスの整備
33 特別養護老人ホームの多床室等

整備補助金

《民生費○介護保険施設等整備事
業》
［高齢者支援課］

予算
決算

予算
決算

17,390
8,125

介護保険を利用する低所得者に対し、訪問介護サービス利用料10％
のうち５％分の助成を行った。このことにより、低所得者の経済的
な負担軽減がなされ、安心した在宅サービスの継続が図られた。
（予算額・決算額は扶助費のみ）

・介護保険利用者負担額助成事業
実支給人数859人、支給件数7,917件

介護職等の人材確保のため、市内の介護施設や障害者施設等に就職
した方に対し、支援金を給付した。
○令和４年３月末時点
支給件数 45件（介護43件、障害２件）
（資格有り33件、資格無し12件）
　支給額　5,550千円

664
505

概ね65歳以上の市民を対象にエンディング・ノートの配布、エン
ディングや終活に関する出前講座といった普及啓発の実施及び相談
支援を行い、没後に関する不安解消に取り組んだ。
・ノート配布数：912冊
・出前講座実施数：８回、95人参加
　※新型コロナウイルスの感染拡大防止のため、緊急事態宣言期間
中は、出前講座を原則中止した。
・相談件数：12件

特別養護老人ホームのユニット型個室の利用料は経済的に高負担と
なる傾向があることから、利用料が比較的抑えられる多床室等を整
備する事業者に、施設整備に係る支援を行った。
・特別養護老人ホーム武蔵野館　10床整備

予算
決算

予算
決算

29,234
27,158

認知症高齢者や介護者が安心して暮らせるよう、普及・啓発を行い
理解を深めるとともに、認知症初期集中支援チームの設置、相談事
業、見守り支援事業の充実により在宅生活を支援した（介護保険事
業会計分を含む。予算額：962千円、決算額：643千円）。
・認知症サポーター養成講座　30回、延782人
・認知症相談事業　延55人
・認知症を知る月間及び休日相談会　８人
　※新型コロナウイルスの感染拡大防止のため、医師会による相談
会は中止し、電話相談のみ実施
・認知症高齢者見守り支援事業　登録者24人、延1,364.5時間
・認知症初期集中支援事業　７件

3,000
1,988

“まちぐるみの支え合いの仕組みづくり”に向けて、介護・看護事
業者における先進的な取組みを共有し、サービスの質の向上を図っ
た。介護・看護職員が誇りとやりがいを持って働き続けられるよう
支援した。
・実施日：令和３年11月27日（土）
・会場：武蔵野スイングホール
・参加者数：来場者：110人、オンライン接続数：423件
・内容： 永年従事者表彰（対象者 102人）
　　　　 演題発表（５団体）
　　　　 武蔵野市×杏林大学～介護職の想いをつなげたい～
　　　　（杏林大学の学生による動画発表）
※新型コロナウイルス感染症拡大防止のためWeb配信とのハイブリッ
ト方式
※被表彰者や演題発表者等の関係者のみ会場参加

6,000
5,550

予算
決算

予算
決算

21,263
21,263

人材育成事業、研修・相談事業、就職支援事業、事業者・団体支援
事業の４つの事業を一体的に展開した。オンラインの活用による研
修を継続し、ＳＮＳを活用した広報、医療的ケアに従事する介護職
員の養成など総合的な介護人材の確保、育成を行った。

予算
決算

20,250
20,250
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34 吉祥寺ナーシングホームの大規
模修繕に係る基本計画策定

《民生費○介護保険施設等整備事
業》
［高齢者支援課］

35 障害者福祉センターあり方検討
委員会の設置

《民生費○障害者福祉センター管理
運営事業》
［障害者福祉課］

(2) 子ども・教育
基本施策１ 子どもたちが希望を持ち健やかに過ごせるまちづくり
1 子どもの権利条例（仮称）の検

討

《総務費○児童対策事業》
［子ども子育て支援課］

2 子どもと子育て家庭への支援の
あり方の検討

《総務費○児童対策事業》
［子ども子育て支援課］

3 放課後等デイサービス「パレッ
ト」の人員体制強化

《民生費○放課後等デイサービス事
業》
［障害者福祉課］

4 子ども家庭支援センター事業

《民生費○子ども家庭支援センター
事業》
［子ども子育て支援課］

5 子ども・子育て支援事業

《民生費○子ども・子育て支援事
業》
［子ども子育て支援課］

予算
決算

1,654
1,359

令和３年５月に「武蔵野市子どもの権利に関する条例検討委員会」
を設置し、条例の制定について検討を行った。令和３年度は委員会
を６回開催し、子どもの権利について、多様な視点から幅広い議論
を行った。

子どもとその家庭に対する相談事業などを実施し、子育て支援ネッ
トワークの中核機関として関係機関の連携を進め、子育てに不安を
持つ家庭を適切に支援した。
・相談事業延活動件数　26,169件

予算
決算

49,118
42,286

予算
決算

58,151
45,869

予算
決算

842
580

「武蔵野市障害者福祉センターあり方検討委員会」を設置して、今
後のセンター業務のあり方等について検討を行った。同委員会の報
告を受け、旧なごみの家と障害者福祉センターの敷地を一体として
建替えを行う方針を決定した。

予算
決算

853
809

今後の子どもと子育て家庭への支援の仕組みや新たな複合施設の必
要性について、有識者会議を設置し検討を行った。会議での検討結
果について、令和３年12月に報告書として取りまとめた。

子育て世代包括支援センターを設置し、妊娠期からすべての子ども
と子育て家庭が地域から孤立することなく安心して子育てができる
よう支援を行った。「共助による子育てひろば事業」や当事者ボラ
ンティアの育成、支援者のつながりを目的としたボランティア養成
講座を実施し、多様な主体による子育て支援の充実を図った。地域
の相互援助活動による子育て家庭への支援として、ファミリー・サ
ポート・センター事業を実施するとともに、新型コロナウイルス感
染症対策に伴う小学校の臨時休業などによりファミリー・サポー
ト・センター事業を利用する場合に、利用料相当額の助成を行っ
た。切れ目ない支援の入口である「ゆりかごむさしの面接」を行っ
た妊婦に対して「子ども・子育て応援券」を配付した。新型コロナ
ウイルス感染症への対応のため、健康課所管の「ゆりかごむさしの
フェスティバル」と合同で、特設のホームページを開設してオンラ
インによる「子育て・ゆりかごむさしのフェスティバル」を開催し
た。

・育児パッケージ配付　1,187件 ※健康課と共管
・共助による子育てひろば事業実施コミセン数　７か所
・子育てひろばネットワーク会議　参加団体数 延51団体
・子育てひろばボランティア養成講座　実参加者数 26人
・ファミリー・サポート・センター事業　活動件数 延2,746件、利
用助成 延242時間
・ベビーカー貸出しサービス事業 実施箇所数　４か所18台（一部休
止）
・むさしのすくすくナビ 登録者数　6,741人（令和３年度末時点）
・子育て・ゆりかごむさしのフェスティバル　ページビューの総数
4,788件、動画の総再生回数 1,427件

※予算額及び決算額は「子どもの支援に係る地域連携強化事業」を
除く

予算
決算

4,755
3,323

東京都との合築施設である吉祥寺ナーシングホームについて、今後
見込まれる老朽化に伴う大規模修繕工事に対応していくため、令和
元年度に東京都が実施した建物状況調査の結果に基づき、東京都と
連携して基本計画を策定した。

予算
決算

40,059
39,482

令和２年12月に開設した障害児通所支援施設「武蔵野市放課後等デ
イサービスパレット」において、肢体不自由児や医療的ケア児へ安
定した支援を行うため、施設の人員体制の強化を図った。
事業日数　242日、利用人数　延867人
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6 児童手当支給事業

《民生費○児童手当支給事業》
［子ども子育て支援課］

7 児童扶養手当等支給事業

《民生費○児童扶養手当等支給事
業》
［子ども子育て支援課］

8 ひとり親家庭訪問型学習・生活
支援事業

《民生費○ひとり親家庭対策事業》
［子ども子育て支援課］

9 ひとり親家庭ホームヘルプサー
ビス事業

《民生費○ひとり親家庭ホームヘル
プサービス事業》
［子ども子育て支援課］

10 母子保健事業

《衛生費○母子保健事業》
［健康課、子ども子育て支援課］

基本施策２ 安心して産み育てられる子育て世代への総合的支援 
11 私立幼稚園等園児保護者に対す

る助成事業

《総務費○私立幼稚園等助成事業》
［子ども育成課］

12 私立幼稚園に対する補助及び給
付事業

《総務費○私立幼稚園等助成事業》
［子ども育成課］

13 一時預かり事業（幼稚園型）の
充実

《総務費○私立幼稚園等助成事業》
［子ども育成課］

14 高校生等医療費助成事業

《民生費○子どもの医療費助成事
業》
［子ども子育て支援課］

15 乳幼児及び義務教育就学児医療
費助成事業

《民生費○子どもの医療費助成事
業》
［子ども子育て支援課］

16 ０１２３施設の管理運営

《民生費○０１２３施設の管理運
営》
［子ども子育て支援課］

17 すくすく施設事業

《民生費○すくすく施設事業》
［子ども子育て支援課］

学習支援員が自宅を訪問し、子どもに対して学習・生活支援を行う
ことで学習習慣の定着と基礎学力の向上を図るとともに、保護者の
相談に応じることでひとり親家庭の生活安定化を促進した。
・利用世帯　13世帯

中学校修了前の児童の保護者に児童手当又は特例給付を支給した。
・児童手当　支給額 1,369,280,000円、受給者数 6,846人、対象児
童数 10,076人
・特例給付　支給額 422,010,000円、受給者数 4,581人、対象児童
数 7,111人

幼児教育・保育の無償化に伴う施設等利用費の給付を行った。ま
た、保育所を利用する幼児について無償化の対象外となる給食費を
公費負担としているため、幼稚園などについても給食費などの負担
軽減を図る補助を行った。

ひとり親家庭等や障害のある児童の保護者に児童扶養手当・児童育
成手当を支給した（所得制限あり）。
・児童扶養手当支給額　207,955,070円、受給者数　436人
・児童育成手当支給額　162,646,000円、対象児童数　963人

1,829,150
1,797,741

予算
決算

117,478
111,666

予算
決算

733,800
648,100

6,807
6,796

予算
決算

予算
決算

559,475
602,050

乳幼児及び義務教育就学児の医療保険診療自己負担分を助成した。
・医療費助成額　乳幼児　　　　 264,078,928円
　　　　　　　　義務教育就学児 317,857,838円
・対象児童数　乳幼児 7,910人、義務教育就学児 10,570人
・助成件数　乳幼児 140,251件、義務教育就学児 133,992件

予算
決算

109,944
103,626

幼児教育の振興を図るため、市内幼稚園に対して引き続き支援を行
うとともに、新制度に移行した幼稚園に対して、国の公定価格に基
づき給付を行った。また、新型コロナウイルス感染症対策費用の補
助を行った。

予算
決算

57,975
63,290

子ども・子育て支援新制度に基づく一時預かり事業（幼稚園型）へ
の移行を促すとともに、概ね年間250日開園するなど充実した預かり
事業を行っている幼稚園に対して継続して補助を行った。

予算
決算

36,235
27,723

０歳から18歳までの全ての子どもの保健向上と子育て家庭の経済的
な負担軽減を目的として、令和３年４月診療分から高校生等の入院
医療費に係る保険診療自己負担分の助成を開始した（所得制限な
し）。また、高校生等の通院等医療費助成・医療証交付の開始に向
けて、対象者に周知するとともに、関係機関との調整を実施した。
・助成件数　31件　助成額　3,230,023円

予算
決算

244,139
214,787

子ども一人ひとりの健やかな成長のため、保健師などの専門職が全
ての妊産婦とその家族に寄り添い、支援を行った。新たに「ファー
ストバースデーサポート事業」及び「多胎児家庭移動経費補助」を
実施した。子ども子育て支援関連部署等との連携強化により切れ目
のない相談支援を行った。

予算
決算

7,493
5,989

就学、就労、疾病又は生活環境の変化などにより、一時的に家事、
育児等の日常生活の援助を必要とするひとり親家庭にホームヘル
パーを派遣し、生活の安定を図った。
・実世帯数　18世帯
・派遣日数　814日

予算
決算

406,602
378,407

予算
決算

（公財）武蔵野市子ども協会に管理運営を委託し、０から３歳まで
の乳幼児の豊かな育ちとその親の子育てを支援した。新型コロナウ
イルス感染症の影響により、開館時間の延長及び４・５歳児支援の
試行を中止した。
・延利用者（子ども）数　吉祥寺 9,781人、はらっぱ 16,882人

予算
決算

14,404
13,915

子育てひろば・小規模保育事業・一時預かりの３つの機能を持つ子
育て支援施設「すくすく泉」の運営を行うＮＰＯ法人いずみの会に
対して、運営費を補助した。
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18 子育て世帯生活支援特別給付金
事業

《民生費○子育て世帯生活支援特別
給付金事業》
［子ども子育て支援課］

19 子ども子育て支援特別給付金支
給事業

《民生費○子ども子育て支援特別給
付金事業》
［子ども子育て支援課］

20 子育て世帯等臨時特別支援事業

《民生費○子育て世帯等臨時特別支
援事業》
［子ども子育て支援課］

21 ひとり親家庭等医療費助成事業

《民生費○ひとり親家庭等医療費助
成事業》
［子ども子育て支援課］

22 保育の質向上の取組み

《民生費○一般管理経費》
［子ども育成課］

23 保育施設における使用済み紙お
むつの回収

《民生費○一般管理経費》
［子ども育成課］

24 認可外保育施設入所児童保育助
成事業

《民生費○認可外保育施設助成事
業》
［子ども育成課］

25 企業主導型保育事業に対する支
援

《民生費○認可外保育施設助成事
業》
［子ども育成課］

26 認証保育所の認可化移行

《民生費○認可外保育施設助成事
業、○保育所等運営委託・給付事
業》
［子ども育成課］

27 多様な保育ニーズへの対応

《民生費○認可外保育施設助成事
業、○保育所等運営委託・給付事
業》
［子ども育成課］

28 あそべえ事業

《民生費○あそべえ事業》
［児童青少年課］

予算
決算

21,179
21,173

予算
決算

104,850
80,653

予算
決算

17,662
19,431

予算
決算

83,000
167,997

予算
決算

4,320
31,016

予算
決算

220,185
213,539

新型コロナウイルス感染症の影響を受ける18歳までの児童を養育す
る児童手当（本則給付）相当の所得の子育て世帯に対し、特別給付
金（一括給付金及び支援給付金）を支給した。
・一括給付金　対象世帯数 8,207世帯、対象児童数 12,532人、支給
金額 1,253,200,000円
・支援給付金　対象世帯数 41人、対象児童数 62人、支給金額
6,200,000円

予算
決算

12,940
11,440

予算
決算

0
77,031

予算
決算

0
1,270,008

0
98,617

新型コロナウイルス感染症の影響を受ける低所得の子育て世帯に対
し、特別給付金を支給した。
・ひとり親世帯分　対象世帯数 489世帯、対象児童数 658人、支給
金額 32,900,000円
・ひとり親以外の子育て世帯分　対象世帯数 723世帯、対象児童数
1,153人、支給金額 57,650,000円

新型コロナウイルス感染症の影響を踏まえ、国の特別定額給付金事
業及び都の出産応援事業のいずれにも対象とならなかった児童を養
育する世帯に対し、本市独自の臨時特別給付金を支給した。
・対象世帯数 762世帯、対象児童数 769人、支給金額 76,900,000円

予算
決算

予算
決算

26,774
22,915

ひとり親家庭等に対し、医療保険診療自己負担分（課税世帯は一
部）を助成した（所得制限あり）。
・医療費助成額　22,087,147円、受給世帯数　513世帯、受給対象者
数　722人、助成件数　8,838件

保育従事者を対象とした研修を実施したほか、重大事故防止のため
の巡回支援指導員や保育総合アドバイザー、保育相談員の充実など
により、市内保育施設の保育の質のさらなる向上を図った。

保育所内での衛生面の向上と子育て世帯の負担軽減を図るため、市
内の保育施設（認可保育所、認定こども園、地域型保育事業、認証
保育所、企業主導型保育事業）を対象とした、園児の使用済み紙お
むつの回収・処分事業を実施した。

東京都認証保育所に入所する児童の保護者に対して、認可保育所の
保育料との差額を助成し（所得階層に応じた上限あり）、子育て世
帯の負担軽減を図った。また、無償化対象者に対しても上乗せ助成
を行った。

市民の受入れを行う企業主導型保育事業者に対し、保育人材確保に
向けた取組みとして、都の制度であるキャリアアップ補助事業など
を活用して支援を行い、市民が安心して利用できる保育施設の拡充
を図った。

希望する保育施設に入所できるよう、令和４年４月１日に認証保育
所の認可化移行により認可保育所２園を開設し、定員を54人拡充す
ることができた。令和２年４月に待機児童ゼロを達成し、令和３
年、令和４年４月においてもこれを継続している。

パートタイム勤務や定曜日、短時間勤務等、保護者の就労形態や保
育ニーズが多様化している中で、地域型保育施設の空きを活用する
余裕活用型一時預かり事業（３か所、延利用人数106人）や定期利用
保育事業（２か所、延利用人数1,728人）、ベビーシッター利用支援
事業（延利用人数761人）を実施した。

小学生が安全かつ健全に放課後などを過ごし、仲間づくりや異年齢
交流を行うことができるように、学校施設を利用した地域の居場
所・遊び場を提供した。新型コロナウイルス感染症の影響により８
月26日から９月30日まで閉館した。
・延参加児童数 355,562人
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29 学童クラブ事業

《民生費○学童クラブ事業》
［児童青少年課］

30 児童館の管理運営

《民生費○児童館の管理運営》
［児童青少年課］

基本施策３ 子どもと子育て家庭を地域社会全体で応援する施策の充実
31 青少年問題協議会・地区活動事

業

《総務費○青少年問題協議会・地区
活動事業》
［児童青少年課］

32 子どもを守る家関連推進事業

《総務費○子どもを守る家関連推進
事業》
［児童青少年課］

33 子どもの支援に係る地域連携強
化事業

《民生費○子ども・子育て支援事
業》
［子ども子育て支援課］

34 保育士等人材の確保及び定着に
向けた取組みへの支援

《民生費○認可外保育施設助成事
業、○保育所等運営委託・給付事
業》
［子ども育成課］

基本施策４ 子どもの「生きる力」を育む
35 市立自然の村の管理運営

《総務費○市立自然の村の管理運
営》
［児童青少年課］

36 むさしのジャンボリー事業

《総務費○むさしのジャンボリー事
業》
［児童青少年課］

639,786
667,959

期末報償金補助金の創設による保育士などの処遇改善の取組みを行
うとともに、職員用の宿舎の借上げ、保育補助者の雇用を行ってい
る事業者に対する補助など、国や都の制度を活用して保育人材の確
保、定着及び離職防止を目的とした支援を行った。

予算
決算

45,788
40,778

施設の管理運営などを指定管理者へ委託するとともに、浄化槽送風
機の交換工事、多目的広場腰壁の一部改修工事などを行い、青少年
をはじめ多くの市民が利用しやすい施設とすることができた。新型
コロナウイルス感染症の影響により、令和３年１月８日から10月15
日まで及び令和４年１月20日から３月25日までの期間を閉村とし、
利用促進バスの実施も２回にとどまった。また、天体望遠鏡講習会
及び天体観望会は実施時期の延期や定員の縮小をして実施した。
・宿泊利用者数　180人

予算
決算

22,702
2,473

青少年の健全育成を目的に青少年問題協議会地区委員会との共催事
業として、市立自然の村において小学校４～６年生を対象に２泊３
日のキャンプを実施予定だったが、新型コロナウイルス感染症の影
響により中止又は代替事業の実施にとどまった。
・二俣尾・武蔵野市民の森「自然体験館」での実施　３地区
・小学校校庭での実施　１地区

619,709
643,493

就労などのために放課後に保護者の監護を受けられない児童の健全
育成を行った。入会児童数の増加に対応するため第二小学校、第三
小学校及び桜野小学校のクラブ室の整備を行い、令和４年度に向け
て定員を75人増やした。
・15クラブ、定員　1,399人、在籍数（年間平均）　1,437人
※民間学童クラブ含む。

予算
決算

30,264
19,426

子どもたちの健全育成を目的として、乳幼児と保護者、小・中学生
を対象に健全な遊びと安全な居場所を提供した。地域子育て支援拠
点事業に加えて、利用者支援事業を開始し、関係機関や地域の子育
て支援団体と連携しながら子育て家庭への支援強化を図った。な
お、新型コロナウイルス感染症の影響により、「ワーイ！こどもの
日」、「じどうかんまつり」などの一部の行事を中止した。
・事業回数　277回、参加者　延4,804人
・一般来館者　延26,643人、総計　延31,447人

予算
決算

11,960
9,265

青少年に対する本市の総合的施策の実施を推進し、青少年の健全育
成を図るため、青少年問題協議会定例会の開催及び地区委員会活動
に対する補助を行った。定例会では青少年健全育成に関わる機関が
情報共有や意見交換を行い、地区委員会ではどんど焼きや美化運動
などのほか、地域の特徴を生かした活動を通じて青少年健全育成の
促進を図ったが、新型コロナウイルス感染症の影響を受け一部中止
を余儀なくされた事業もあった。
・市内12地区委員会　1,408人

予算
決算

予算
決算

1,742
1,008

子どもを守る家及び自転車防犯帯の協力員拡大の取組みと情報提供
を実施し、地域防犯力と犯罪抑止効果を高めた。また、子ども自ら
が犯罪や嫌がらせなどから身を守る能力を高めるＣＡＰプログラム
（子どもへの暴力防止プログラム）を実施し、保護者を含めた安全
意識の醸成を図った。
・子どもを守る家　1,870件、自転車防犯帯　3,629件

予算
決算

10,080
9,774

子ども・子育て支援を行う民間団体からの相談対応や活動助成のほ
か、本市及び民間団体とのネットワーク構築、学齢期以降の子ども
の相談支援情報誌の発行やホームページなどを活用した情報発信を
行い、地域の民間団体との連携による仕組みの構築及び複合的な支
援を行った。

予算
決算
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37 青少年活動育成事業

《総務費○青少年活動育成事業》
［児童青少年課］

38 学校図書館の充実

《教育費○児童生徒指導》
［指導課］

39 学習者用コンピュータ活用の推
進

《教育費○情報教育指導》
［指導課］

40 セカンドスクール・プレセカン
ドスクール

《教育費○セカンドスクール》
［指導課］

41 教育相談事業

《教育費○教育相談事業》
［教育支援課］

42 不登校対策の総合的推進

《教育費○教育相談事業》
［教育支援課］

43 交流共同学習支援員の配置拡充

《教育費○知的障害学級運営》
［教育支援課］

予算
決算

78,579
76,387

教育支援センター、帰国・外国人教育相談室における教育相談を通
じて、子どもの成長発達を支援した。新たに多言語翻訳機を導入
し、日本語が話せない外国籍等の児童生徒への言語支援を継続し
た。

※予算額及び決算額は「不登校対策の総合的推進」を除く。

予算
決算

72,352
68,622

スクールソーシャルワーカーを中心に不登校対策を推進した。不登
校児童生徒を支援するチャレンジルームを運営するとともに、むさ
しのクレスコーレの運営体制を強化した。家庭と子どもの支援員を
全ての市立小中学校に配置した。

予算
決算

3,579
2,960

令和２年度から特別支援学級設置小学校に配置した支援員を、特別
支援学級設置中学校にも配置し、通常の学級と特別支援学級との交
流及び共同学習の機会拡充を図った。

予算
決算

18,511
18,114

市立小学校１校・中学校２校をモデル校として、学校図書館サポー
ターの配置時間を拡充し、利用する児童生徒への対応や教員との連
絡調整を充実させ、読書活動や学校と図書館を活用した主体的な学
びを支援した。

予算
決算

154,193
166,935

令和２年度に整備した学習者用コンピュータを使用して、効果的な
活用のために必要な知見を蓄積するとともに、学習者用コンピュー
タ活用検討委員会において、持ち帰り時の活用方法等について研究
した。また、児童生徒数の増加に伴う追加整備を実施した。学校で
行われる授業については発達段階にあわせた活用計画やデジタル・
シティズンシップ教育の考え方を検討し、各教員の工夫のもとで学
習者用コンピュータを活用した様々な授業実践が行われた。活用事
例については「令和３年度学習者用コンピュータ活用事業のまと
め」として市ホームページで公開した。
・学習者用コンピュータ活用検討委員会開催回数：６回
・追加整備台数：285台

予算
決算

160,405
61,212

令和２年度に行われた検討委員会の報告を踏まえ、活動のねらいを
一層明確にした長期宿泊での自然体験や農業体験を通し、豊かな感
性や自主性、協調性等を育む教育活動を実施することを企図してい
たが、新型コロナウイルス感染症の影響により、全校延期または中
止となり、期間を縮小して実施したほか、代替学習を実施した学校
もあった。代替学習は、実施地や期間、内容を変更することによ
り、児童・生徒が当初の目標の一部を体験できるよう各校が工夫し
たもので、日帰り自然体験やハイキング、現地から宿舎の方を講師
として招聘した工芸体験、現地とのオンライン交流などが行われ
た。
・全30回のうち、当初予定どおり実施０回、延期実施２回、延期短
縮実施17回、短縮実施１回、代替学習７回、中止３回

予算
決算

44,995
35,065

青少年の健全育成や青少年団体の活動支援、地域の活性化等を目的
として様々な事業を予定していたが、新型コロナウイルス感染症の
影響により事業を中止又は縮小して実施した。
・中高生リーダー養成講座　受講者数（新規登録者数） 235人
・子ども自然体験指導者講習会　受講者（第１回中止、第２回12
人、第３回10人）
・善行表彰　子鳩・けやき表彰 ９人、５グループ、奨励団体 １団
体
・青少年関係団体バス借上げ　３団体、講師謝礼補助 １団体
・プレーパーク事業　延343日開催、来場者数 延25,786人
・遠野市家族ふれあい自然体験　新型コロナウイルス感染症の影響
により中止
・親子稲作体験（新潟県長岡市）　新型コロナウイルス感染症の影
響により、田植え、稲刈りともに中止
・若者サポート事業　定期開所数 244回、登録者参加人数 998人
・プレーパーク子ども・若者支援事業　居場所事業 178回、延参加
者数 396人
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44 特別支援教育の推進

《教育費○知的障害学級運営、○難
聴・言語障害学級運営、○肢体不自
由学級運営、○院内病弱学級運営、
○情緒障害学級運営》
［教育支援課］

基本施策５ 教育環境の充実と学校施設の整備
45 学校改築事業

《教育費○一般管理経費、○小学校
改築事業、○中学校改築事業》
［教育企画課］

46 小中学校の感染症防止対策（消
毒業務委託）

《教育費○校舎等施設維持管理(小学
校費)、○校舎等施設維持管理(中学
校費)》
［教育企画課］

47 小中学校体育館バスケットゴー
ル改修

《教育費○校舎等施設維持管理(小学
校費)、○校舎等施設維持管理(中学
校費)》
［教育企画課］

48 中学校部活動指導員の配置

《教育費○児童生徒指導》
［指導課］

49 授業の質の向上と教員の働き方
改革の推進（市講師及び学習指
導補助員の配置と学習支援教室
の実施）

《教育費○児童生徒指導》
［指導課］

50 新学校給食桜堤調理場（仮称）
の建設事業

《教育費○新学校給食桜堤調理場
（仮称）建設事業》
［教育支援課］

予算
決算

2,296,223
2,244,693

児童・生徒数の増加に対応し市立小中学校に給食を安定的に供給す
るため行っていた新学校給食桜堤調理場の建設が完了した。令和３
年度２学期から稼働し、中学校６校・小学校２校への給食提供を開
始した。

予算
決算

109,261
88,132

第一小学校、第三小学校、第四小学校、千川小学校、井之頭小学
校、第二中学校及び第三中学校の吊り下げ式及び固定式のバスケッ
トゴールを更新した。児童、生徒及びその他の利用者がより安全に
体育館を利用できるようになった。

予算
決算

8,732
4,977

部活動指導員を中学校各校に１名配置することで、教員の部活動指
導時間が軽減し、教材研究や進路指導、会議等の時間を確保できた
ほか、指導員による専門的な技術指導を行うことができた。
・市立中学校全６校合計2,588時間配置、教員の部活動指導時間を
1,342時間軽減した。

予算
決算

56,436
47,412

市講師や学習指導補助員の配置による教員の持ち時数削減及び学習
指導補助、学習支援教室の実施による補充的な学習指導により、教
員の働き方改革の推進、教材研究等の充実や個に応じた指導を行
い、授業の質の向上を図ることができた。特に単独で教科指導を行
うことのできる市講師については、小学校では学級担任に代わり外
国語（英語）、理科、家庭科、書写、音楽（低学年）、図工（低学
年）など各校の実態に応じて配置され、専門性の高い授業が実施さ
れた。
・市講師9,860時間、学習支援教室指導員1,907時間、学習指導補助
員6,883時間

予算
決算

118,920
103,702

障害種別ごとの特別支援学級、全小中学校における特別支援教室を
運営した。
特別支援教育の周知と理解促進のため、特別支援教室、通級指導学
級の紹介動画を、市ホームページに掲載した。

予算
決算

253,438
182,853

第一中学校及び第五中学校について、改築懇談会委員・学区内在住
者・保護者・教職員等の意見を踏まえ、基本設計を完了させた。第
五小学校及び井之頭小学校の改築に向け、敷地条件を整理し、設計
者選定の準備を整えた。

予算
決算

29,943
26,012

市立小中学校において、放課後の消毒業務を（公社）武蔵野市シル
バー人材センターに委託して実施した。新型コロナウイルスの感染
を防ぐとともに、教職員による消毒作業の負担を軽減することがで
きた。
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(3) 平和・文化・市民生活
基本施策１ 多様性を認め合い尊重し合う平和な社会の構築
1 平和・憲法啓発事業

《総務費○平和・憲法啓発事業》
［市民活動推進課］

2 男女平等推進施策事業

《総務費○男女平等推進施策事業》
［市民活動推進課］

3 窓口業務での通訳・翻訳サービ
スの試行導入

《総務費○一般管理経費》
［多文化共生・交流課］

4 外国籍市民意識調査

《総務費○一般管理経費》
［多文化共生・交流課］

5 国際交流協会事業

《総務費○国際交流協会事業》
［多文化共生・交流課］

基本施策２ 災害への備えの拡充
6 震災復興に関する基本方針（仮

称）作成

《総務費○企画調整》
［企画調整課、防災課、まちづくり
推進課］

7 国土強靭化地域計画の策定

《土木費○一般管理経費》
［まちづくり推進課、企画調整課、
防災課］

8 特定緊急輸送道路沿道建築物耐
震化促進事業

《土木費○住宅対策事業》
［住宅対策課］

予算
決算

2,400
2,398

災害発生後に生じる技術的・組織的・財政的な多くの課題等に対応
できるよう、都市・住宅・くらし・産業の４つの復興課題につい
て、本市に適した震災復興のあり方、進め方を検討し、震災復興に
関する基本方針及び具体的な職員の行動を定めた武蔵野市震災復興
マニュアル暫定版を作成した。

予算
決算

4,800
3,850

防災・減災と迅速な復旧復興に資する施策を総合的な取組みとして
計画的に実施し、強靭な地域づくりを推進するために、武蔵野市国
土強靭化地域計画を策定した。

予算
決算

127,167
59,220

特定緊急輸送道路沿道建築物の耐震化を促進するため、耐震化(補強
設計・耐震改修）に要する費用の一部を助成した。
【補強設計　２件】、【耐震改修　２件】

予算
決算

303
303

外国籍市民が市役所窓口でコミュニケーションをとる際の言語障壁
を取り除くため、タブレット端末を用いたオンライン通訳サービス
と翻訳サービスを試行導入した。
・通訳サービス
　利用件数：８言語50件（延1,170分）
・翻訳サービス
　利用件数：４言語２件

予算
決算

5,597
5,280

武蔵野市第六期長期計画に記載の「武蔵野市ならではの地域共生社
会の推進」、「外国籍市民の支援」を実現するための第一歩とし
て、外国籍市民の意識や外国籍市民に対する地域社会の意識等につ
いて調査を行った。
・アンケート調査
　対象者数：2,841人、回収件数：1,225件
・インタビュー
　実施人数：58人
・属性別ヒアリング調査（アンケート調査に回答しにくいことが予
想される方や外国籍市民と関わりがある日本人など）
　実施人数：23人

予算
決算

74,500
74,500

外国籍市民の生活やコミュニケーション支援を行う（公財）武蔵野
市国際交流協会に対して運営費補助金を交付し、多文化共生の社会
づくりに向けた取組みの推進を支援した。

予算
決算

6,344
3,531

戦争の悲惨さや平和の尊さを次世代に伝えていくため、市民等によ
る実行委員会との協働により、令和３年５月に憲法月間記念行事
（憲法にちなんだ作品の募集・展示、石川健治氏講演会）、８月に
夏季平和事業（パネル展、映画「おかあさんの被爆ピアノ」上映会
（一般向けイベント）、映画「うしろの正面だあれ」上映会（子ど
も向けイベント）を実施。また平和の日条例制定10周年を踏まえ、
令和３年10月中旬から11月下旬まで大石芳野写真展、11月には平和
の日イベント（パネル展、平和の集い、馬場あき子氏講演会等）を
実施した。青少年平和交流派遣事業は長崎市への派遣は中止となっ
たが、青少年ピースフォーラムに11人の中学生・高校生がオンライ
ンで参加した。
令和４年３月には、ロシアによるウクライナ侵攻を受け、市民の平
和意識醸成のため、ウクライナ出身のウクライナ民族楽器奏者カテ
リーナ氏による平和を願うミニコンサートを開催した。

予算
決算

19,059
16,698

男女平等の推進に関する条例に基づき、研修・啓発、情報収集・提
供、団体支援、相談事業、調査研究を行った。また、性の多様性へ
の理解促進を図り、パートナーシップ制度を導入するため、武蔵野
市男女平等の推進に関する条例の改正を行った。
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9 民間住宅耐震化促進事業（耐震
アドバイザー・耐震化助成）

《土木費○住宅対策事業》
［住宅対策課］

10 消火栓の計画的改修

《消防費○防火水槽・消火栓維持管
理》
［防災課］

11 災害時物資供給マニュアルの策
定

《消防費○一般管理経費》
［防災課］

12 地域防災計画の見直し

《消防費○一般管理経費》
［防災課］

13 防災活動拠点電源確保事業

《消防費○一般管理経費》
［防災課］

基本施策３ 安全・安心なまちづくり
14 生活安全対策事業

《総務費○生活安全対策事業》
［安全対策課］

15 自宅療養者支援事業

《総務費○危機管理対策事業》
［安全対策課］

16 危機管理対策事業

《総務費○危機管理対策事業》
［安全対策課、防災課］

17 消費生活センターの管理運営

《商工費○消費生活センターの運営
事業》
［産業振興課］

基本施策４ 地域社会と市民活動の活性化
18 コミュニティセンターの管理運

営及びコミュニティ活動の推進

《総務費○コミュニティセンターの
管理運営・コミュニティ活動》
［市民活動推進課］

予算
決算

115,506
94,662

耐震化率95％を達成するため、住宅やマンションの耐震化に要する
費用の一部助成や専門家を派遣し住宅の耐震化を支援した。
【アドバイザー派遣　戸建等32件、マンション０件】
【民間住宅耐震化助成　診断９件、設計４件、改修・建替え・除却
32件】

予算
決算

18,000
15,083

計画的に消火栓を更新し、災害時に確実に使用できるよう、令和３
年度は８か所の消火栓を改修した。

514,953
475,229

市民によるコミュニティづくりが活発に行われるよう、16のコミュ
ニティ協議会によるコミュニティセンターの管理運営及びコミュニ
ティ活動の支援を行うとともに、オンラインの取組みを支援するた
め、コミュニティセンターにWi-Fi環境を整備した。また、施設の適
切な維持修繕を行うとともに、武蔵野市コミュニティセンター整備
計画を策定した。

4,800
4,565

令和４年度中の武蔵野市地域防災計画の見直しを目標として、計画
修正支援業務のプロポーザルを行い、支援業者を決定した。専門的
支援のもとで庁内課題の洗出し、修正概要の検討、市民防災意識調
査などを行った。

予算
決算

4,455
4,308

災害時物資供給マニュアルの策定に向け、検討会議を開催し協定関
係機関などと協議した。令和２年度作成の素案を精査し、本市及び
関係機関の体制、役割分担並びに物資及び情報の流れの整理・検討
を行い、マニュアルの最終案を作成した。

予算
決算

予算
決算

8,352
5,900

地域コミュニティの防災活動拠点における電源を確保するため、コ
ミュニティセンターを拠点とする14か所の自主防災組織に対して、
390Whの電力を蓄えられる蓄電池及び充電用のソーラーパネルなどを
２セットずつ配備した。

予算
決算

令和４年４月に施行された成年年齢引き下げに関して、中学３年生
に向けて出前講座を行った。その他啓発の講座等は新型コロナウイ
ルス感染症の感染防止対策を行い事業を実施した。（一部中止）
・消費生活相談：1,172件
・消費生活講座：７回、受講者延219人
・消費生活展：令和３年９月16日～18日、武蔵野プレイスで展示の
み

予算
決算

132,049
137,954

市民安全パトロール隊、ホワイトイーグル、ブルーキャップ、吉祥
寺ミッドナイトパトロール隊などの見守り・警戒活動により、市内
の刑法犯認知件数は減少した。また、防犯活動を行う商店会などの
地域団体に対し、街頭防犯カメラの設置費用及び運用経費に対する
支援を行い、設置の促進を図ることで、犯罪の未然防止に取り組ん
だ。

予算
決算

0
17,932

令和２年度に速やかに開設した自宅療養者支援窓口は、新型コロナ
ウイルス感染拡大で自宅療養者が大幅に増えたことを受け、令和３
年９月１日から自宅療養者支援センターに改称し、機能を拡充し
た。自宅療養を余儀なくされている方に対し、食料品・日用品の支
援、電話による安否確認、心配事の相談受付けなどを行い、自宅療
養者の急な増加にも対応した。

予算
決算

4,403
2,277

新型コロナウイルス感染症への対策として、衛生用品の購入及び備
蓄並びに市民・来街者を対象とした広報活動を実施した。新型コロ
ナウイルス感染症の影響を考慮し、不発弾処理対策訓練は内部研修
に変更し、テロ対策訓練は中止した。

予算
決算

20,934
19,327

- 25 -



19 コミュニティ構想50周年記念事
業

《総務費○コミュニティセンターの
管理運営・コミュニティ活動》
［市民活動推進課］

20 次期市民活動促進基本計画の策
定

《総務費○市民活動促進》
［市民活動推進課］

基本施策５ 豊かで多様な文化の醸成
21 Sports for All事業等の実施

《総務費○東京2020オリンピック・
パラリンピック競技大会等関連事
業》
［企画調整課］

22 東京2020大会等に向けた取組み

《総務費○東京2020オリンピック・
パラリンピック競技大会等関連事
業》
［企画調整課］

23 文化施設使用料の減額

《総務費○市民文化会館の管理運
営、○芸能劇場の管理運営、○公会
堂の管理運営、○スイングホールの
管理運営、○吉祥寺美術館の管理運
営、○松露庵の管理運営、○吉祥寺
シアターの管理運営、○かたらいの
道　市民スペースの管理運営》
［市民活動推進課］

24 武蔵野アール・ブリュット2021
の開催

《総務費○吉祥寺美術館の管理運
営》
［市民活動推進課］

25 アメリカ・ラボック市との相互
交流事業

《総務費○アメリカ・ラボック市と
の相互交流事業》
［多文化共生・交流課］

26 韓国との相互交流事業

《総務費○韓国との相互交流事業》
［多文化共生・交流課］

27 ルーマニア・ブラショフ市との
交流事業

《総務費○ルーマニア・ブラショフ
市との交流事業》
［多文化共生・交流課］

28 友好都市交流事業

《総務費○友好都市交流事業》
［多文化共生・交流課］

予算
決算

新型コロナウイルス感染症の影響により国内友好都市への市民交流
ツアーを中止した。友好都市宿泊施設利用助成事業は、１年のほと
んどの期間を中止とした。

予算
決算

2,361
101

ソウル特別市江東区からの交流団を４泊５日で受け入れる予定だっ
たが、新型コロナウイルス感染症の影響により中止した。代替事業
として、本市在住・在学の中高生14人と江東区の中高生11人による
５日間のオンライン交流事業を実施した。
実施日：令和４年１月17日、18日、20日、22日、23日

予算
決算

8,200
927

予算
決算

4,982
4,985

地域における公益的な市民活動の促進と活性化を図るため、第二期
武蔵野市市民活動促進基本計画策定委員会の報告を踏まえ、令和４
年度から８年間を計画期間とする第二期武蔵野市市民活動促進基本
計画を策定した。

テキサス州ラボック市から同市の中学生を６泊７日で受け入れ、友
好親善と相互理解を深める予定だったが、新型コロナウイルス感染
症の影響により事業を中止した。代替として、インスタグラムによ
る交流を行った。

予算
決算

3,392
1,487

実行委員会による企画・運営で、既成の表現方法にとらわれずに独
自の方法と発想で制作された美術作品（アール・ブリュット）展を
開催した。「みる・つくる・つながる」をテーマに、「つくる」側
と「みる」側の双方が「つながる」取組みなども実施した。Tokyo
Tokyo FESTIVAL助成として、事務局である文化事業団が、外部補助
金1,000千円を活用した。来場者　延565人

新型コロナウイルス感染症の影響を大きく受けている劇場、ホール
等の活気を取り戻し、まちの活性化を図るため、文化施設の使用料
を減額し、市内における公演、展覧会等の開催を支援した。（歳入
減額分を含む減免総額：39,430千円）

3,775
0

予算
決算

1,014
14,235

予算
決算

1,533
917

コミュニティ構想の公表から50年の節目にあたり、構想の理念・目
的等を再確認し、今後を展望することを目的として、シンポジウム
を開催するとともに本市のコミュニティ政策の歴史的な変遷を取り
まとめた記念誌を作成した。

予算
決算

5,000
1,050

平成27年度から、東京2020大会等に向けたイベントを「Sports for
All」という名称で実施している。令和３年度は、東京2020オリン
ピック競技大会に出場した日本代表選手をゲストとして迎え、
Sports for All 水球等を開催した。

予算
決算

49,308
21,884

開催の延期されていた東京2020オリンピック・パラリンピック競技
大会の聖火リレー点火セレモニーなどを、新型コロナウイルス感染
症の感染状況を踏まえ無観客で行った。実行委員会として、市内82
団体（市含む。）による総会と５つの分科会の設置、市民が主体の
スポーツボランティア「HANDS」の運営や、市ゆかりの選手応援プロ
ジェクト事業などを実施した。

ブラショフ市に両市共同で設置した日本武蔵野センターのあり方の
見直しについて協議し、センターを通じた交流を解消し市民同士の
相互交流へ発展させることで合意した。

予算
決算

2,934
3
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29 ホストタウン事業の推進

《総務費○ホストタウン事業の推
進》
［多文化共生・交流課］

30 友好都市アンテナショップ運営
事業

《商工費○友好都市アンテナショッ
プ運営事業》
［産業振興課］

31 児童生徒のオリンピック・パラ
リンピック観戦

《教育費○児童生徒指導、○知的障
害学級運営》
［指導課、教育支援課］

32 文化・スポーツ・生涯学習ネッ
ト及び情報通信基盤の更新

《総務費○市民文化会館の管理運
営、教育費○体育施設一般管理経
費》
［市民活動推進課、生涯学習スポー
ツ課］

33 武蔵野文化事業団と武蔵野生涯
学習振興事業団の合併に向けた
ホームページ等の更新

《総務費○市民文化会館の管理運
営、教育費○体育施設一般管理経
費》
［市民活動推進課、生涯学習スポー
ツ課］

基本施策６ 多様な学びや運動・スポーツ活動の推進
34 むさしのサイエンスフェスタの

開催

《教育費○学級・講座開催事業》
［生涯学習スポーツ課］

35 文化財保護普及事業

《教育費○文化財保護普及事業》
［生涯学習スポーツ課］

36 武蔵野ふるさと歴史館の管理運
営

《教育費○武蔵野ふるさと歴史館の
管理運営》
［生涯学習スポーツ課］

37 土曜学校事業

《教育費○土曜学校事業》
［生涯学習スポーツ課］

予算
決算

3,716
2,440

（公財）武蔵野文化事業団と（公財）武蔵野生涯学習振興事業団の
合併に合わせて、市民・利用者にとってより分かりやすい情報提供
が可能となるよう、事業団のホームページの統一及び更新を支援し
た。

ふるさと歴史館第２期管理運営基本方針に基づき運営を行った。市
域の歴史や文化等に対する理解啓発を図るため、企画展示（年４
回）及び関連事業等を実施した。学校教育と連携を行い、市立小学
校の見学受け入れ、出張講義を実施した。歴史公文書の選別・移
管・保存等を実施した。
・令和３年度来館者数　45,245人

予算
決算

5,865
1,060

ルーマニアホストタウンムサシノ応援メッセージ動画の作成や、Ｓ
ＮＳによる応援企画等を行った。東京2020オリンピック・パラリン
ピック競技大会の大部分が無観客での開催となったため観戦を中止
した。パラリンピック大会期間中、選手村に滞在するルーマニア・
パラリンピック選手団とのオンライン交流会を３回にわたって実施
した。
・ルーマニアホストタウンムサシノ応援メッセージ動画の作成
　参加者数：457人
・オンライン交流会
　実施日：令和３年８月22日、28日、９月４日
　延参加者数：35人

予算
決算

6,038
4,958

友好都市のＰＲや物産品の販売、観光情報の発信などを行う友好都
市アンテナショップを運営し、友好都市との交流、親善の拠点の役
割を担うとともに、地元商店街の活性化に寄与した。

予算
決算

85,176
78,303

予算
決算

2,022
1,046

小中学生を対象に、様々な体験型の生涯学習のきっかけづくりの場
として実施した。事業の一部を（公財）武蔵野生涯学習振興事業団
に委託した。令和３年度は新型コロナウイルス感染症拡大防止のた
め、定員を制限し実施した。

予算
決算

21,809
17,455

文化財の保存及び活用を図るため、文化財保護委員会議の開催、埋
蔵文化財包蔵地の調査、市指定文化財に対する補助金交付等を行っ
た。文化財の普及啓発を図るため、文化財保護委員による特別講
義、古文書解読講座、むさしのばやしチビッコ教室を開催した。

予算
決算

3,384
0
市立小中学校が学校単位で東京2020オリンピック・パラリンピック
大会を観戦するにあたり、看護師同行などにより、安全に観戦でき
る環境を整えることを企図したが、新型コロナウイルス感染症拡大
の影響により、児童生徒の安全を考慮し、観戦を中止した。

予算
決算

25,844
27,603

文化施設、体育施設、武蔵野プレイスの施設・講座予約、公演等チ
ケット販売のシステムの更新と、システムの安定的な稼働と業務効
率化のための情報通信基盤の更新を支援し、利用者の操作性・利便
性向上を図った。

予算
決算

2,958
1,092

小中学生が実験等の体験学習を通して科学に対する興味を深められ
るよう、地域団体・企業・大学と協働して行う事業であり、土曜学
校サイエンスクラブの参加児童が学びの成果を市民に還元する「学
びおくり」の機会としても位置付けている。新型コロナウイルス感
染症拡大防止のため人数を制限し、開催した。
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38 ひと・まち・情報 創造館　武蔵
野プレイスの管理運営

《教育費○一般管理経費》
［生涯学習スポーツ課］

39 武蔵野市スポーツ振興計画の改
定

《教育費○一般管理経費》
［生涯学習スポーツ課］

40 体験しよう！パラ水泳

《教育費○各種体育事業》
［生涯学習スポーツ課］

41 総合体育館外壁・屋上防水等工
事

《教育費○体育施設一般管理経費》
［生涯学習スポーツ課］

42 総合体育館大規模改修工事基本
計画の策定

《教育費○体育施設一般管理経費》
［生涯学習スポーツ課］

43 中央図書館エレベーター改修工
事

《教育費○一般管理経費》
［図書館］

基本施策７ まちの魅力を高め豊かな暮らしを支える産業の振興
44 勤労者互助会補助

《労働費○勤労者互助会の運営補
助》
［産業振興課］

45 認定農業者等経営改善支援補助
事業

《農業費○農業振興事業》
［産業振興課］

46 農業振興基本計画中間見直し

《農業費○農業振興事業》
［産業振興課］

47 商店街チャレンジ戦略支援事業

《商工費○商工振興事業》
［産業振興課］

48 商工会議所補助金

《商工費○商工振興事業》
［産業振興課］

予算
決算

30,000
31,388

「Musashinoごちそうフェスタ」、「武蔵境活性化委員会補助事業」
といった商工会議所が実施するイベントなどの事業に係る経費を補
助した。令和３年度は空調工事実施に伴う、一時移転に係る事業に
関する経費の補助も行った。

予算
決算

2,993
1,884

武蔵野市農業振興基本計画見直し検討委員会を設置し、計５回にわ
たり委員会を開催した。農業者及び市民へのアンケート調査、パブ
リックコメント（意見聴取手続）、武蔵野市農業委員会やＪＡ東京
むさし武蔵野地区への意見照会、東京都知事の同意等を経て、武蔵
野市農業振興基本計画を改定した。

予算
決算

37,525
37,021

東京都と連携した「商店街チャレンジ戦略支援事業」を実施した。
新型コロナウイルス感染症の影響により一部中止となった事業も
あったが、商店会が主催するイベント事業などへの支援を行い、商
業の振興を図った。
・イベント事業　13件　28,568,000円
・地域力向上事業　19件　8,138,000円
・政策課題対応型　１件　315,000円

予算
決算

予算
決算

5,822
5,869

令和２年度の実施設計に基づき、総合体育館の外壁タイル改修、屋
上防水等の工事を行っている。工期は令和３年９月から令和４年10
月までの予定。

予算
決算

17,538
17,156

総合体育館の長寿命化を図るため、保全と機能改善等の大規模工事
に向けて基本計画の策定を行った。着工時期が令和６年度から令和
８年度に変更となったことに伴い、令和４年度以降も計画策定を継
続し、大規模改修工事に先立ち必要となる保全工事等の精査を行う
予定。

市内の中小企業の事業主及び勤労者を対象に福利厚生事業などを行
う武蔵野市勤労者互助会に対し、安定した運営を支援するため、補
助金を交付した。

予算
決算

567,581
543,934

図書館、生涯学習活動支援など４機能が相互連携する事業に取り組
んだほか、開館10周年イベントを実施した。新型コロナウイルス感
染症拡大防止のため、開館時間の短縮、利用定員制限等を余儀なく
された。事業は、Webや会場、両者併用のハイブリッド型等を工夫
し、安全第一に実施した。
・令和３年度来館者数　1,288,692人

ラグビーワールドカップ2019 や東京2020オリンピック・パラリン
ピック競技大会へ向けて変化した意識や環境、多様化する価値観に
基づいた今後のスポーツ施策や、武蔵野総合体育館大規模改修、
プールのあり方について検討し、計画の改定を行った。
計画の名称を市民の自発的、主体的な活動に対して支援する「推
進」計画に変更した。

予算
決算

600
0
障害者への理解促進、障害者スポーツの周知を図り、障害の有無に
かかわらず、気軽にスポーツをすることができる社会を目指すた
め、温水プールにおいてブラインド水泳（視覚障害）体験を実施す
る予定であったが、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止
とした。

300,000
280,923

予算
決算

23,000
23,000

予算
決算

43,136
28,930

中央図書館利用における安全性を向上させるため、利用者用エレ
ベーターの改修工事を実施した。

予算
決算

10,890
5,029

認定農業者及び都市型認定農業者が５年後の経営改善目標を達成す
るために農機具材購入などの基盤整備を行う場合、１戸当たり年間
66万円（都市型は33万円）を上限に経費の２分の１以内を補助し
た。
・補助件数：17件
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49 商店会組織力強化のための企画
提案型補助金

《商工費○商工振興事業》
［産業振興課］

50 創業・事業承継支援

《商工費○商工振興事業》
［産業振興課］

51 コンテンツを活用した連携事業

《商工費○商工振興事業》
［産業振興課］

52 路線商業活性化総合支援事業

《商工費○路線商業活性化総合支援
事業》
［産業振興課］

53 中小規模事業者等への補助事業
（利子補給等事業）

《商工費○利子補給等事業》
［産業振興課］

54 まちの魅力発信と観光推進

《商工費○観光振興事業》
［産業振興課］

55 武蔵野市ふるさと応援寄附

《商工費○武蔵野市ふるさと応援寄
附》
［産業振興課］

56 緊急経済対策の効果検証

《商工費○中小企業者等追加経済対
策事業》
［産業振興課］

57 商店会活性出店支援金

《商工費○中小企業者等追加経済対
策事業》
［産業振興課］

予算
決算

6,000
2,794

予算
決算

6,600
6,600

予算
決算

8,030
6,649

予算
決算

予算
決算

1,100
0
コンテンツを活かした連携事業の検討に資するため、市内コンテン
ツ（アニメ・マンガ）産業に関する基礎調査並びに事例調査・ヒア
リング調査等を行う予定だったが、新型コロナウイルス感染症の影
響により実施を見送った。

市内商店会が各地域の特性に合わせた活性化事業を自ら考え実施で
きるよう、商店会が組織力を必要とする商業活性化事業の企画を募
り、補助事業相談会による審査を経て、実施が決定されたものにつ
いて補助を行うもので、令和３年度はデジタルスタンプラリー事業
である「むチューdeデジタルスタンプラリー」など、３事業を対象
とした。

路線商店街の「にぎわい」、「ふれあい」の創出や活力ある商店街
づくりのために、複数の路線商店会が実施するスタンプ等共同事業
を支援した。

22,108
78,980

令和２年度に引き続き、新型コロナウイルス感染症の影響に対する
緊急経済対策として、市内の空き店舗や空き事務所に出店し、商店
会等に加入した中小企業者等に対し最大60万円（出店時30万円、出
店後６か月経過時30万円）を支給した。
令和２年度支給実績　（出店後６か月経過時）110件、33,000,000円
令和３年度支給実績　（出店時）118件、35,400,000円、（出店後６
か月経過時）28件、8,400,000円

36,001
32,342

「市の魅力発信」、「地域産業振興」、「市政の充実と未来への財
源確保」の３つの基本コンセプトを軸に、市内外の方に共感してい
ただけるような寄附金の使い道や魅力的な返礼品を用意し、積極的
に市のＰＲを行った。
寄附件数(入金ベース)：1,059件
寄附金額(入金ベース)：23,049,293円

予算
決算

65,654
65,393

観光機構等と連携し、案内マップ等の改訂や、密集を伴わないイベ
ント補助などを行った。新型コロナウイルス感染拡大による大幅な
インバウンド需要減少を鑑み、観光ガイド育成など一部事業は中止
または規模縮小した。

72,307
50,610

事業資金融資あっせん制度の利用者に対して利子補給及び信用保証
料の補助を行い、経営の安定と事業の発展に寄与した。
・中小規模事業者事業資金融資利子補給
1,328件　29,732,159円
・中小規模事業者事業資金融資信用保証料補助
120件　11,574,056円
・小規模事業者経営改善資金融資利子補給
175件　3,913,982円

令和２年度に実施した緊急経済対策について、その効果を検証する
とともに、得られた知見を、市の産業振興施策に引き続き活用し、
コロナ禍における新たな経済対策の検討に資することを目的として
調査を実施した。
・市内事業者へのアンケート調査4,173件（回答1,372件）
・市内事業者へのインタビュー調査20件
・市民対象調査2,000件（回答875件）

予算
決算

予算
決算

予算
決算

2,112
712

令和３年10月１日から、出店支援・事業承継支援を新たに追加し、
「むさしの創業サポートネット」を「むさしの創業・事業承継サ
ポートネット」に再編した。また、本サポートネット周知のため、
新たにパンフレットを作成した。さらに、支援体制を充実させるた
め、市内創業支援施設またはシェアキッチン等の機能を持つ施設を
「認定創業支援施設」として連携し、広報協力を開始した。
相談実績
・創業個別相談（日本政策金融公庫：毎週水曜日）　38件
・創業個別相談（多摩信用金庫：第２、第４月曜日）35件
・出店個別相談（（公社）東京都宅地建物取引業協会・全日本不動
産協会：第１、第３月曜日）　５件
・事業承継個別相談（東京都多摩地域事業承継・引継ぎ支援セン
ター：第１火曜日）　３件
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58 くらし地域応援券事業

《商工費○くらし地域応援券事業》
［産業振興課］

59 中小企業者等特別支援金事業

《商工費○中小企業者等特別支援金
事業》
［産業振興課］

60 キャッシュレスポイント還元事
業

《商工費○キャッシュレス決済によ
るポイント還元事業》
［産業振興課］

61 特定生産緑地の指定手続き

《土木費○一般管理経費》
［まちづくり推進課］

(4) 緑・環境
基本施策１ 刻々と変化する環境問題への対応
1 環境啓発施設事業

《衛生費○環境啓発施設事業》
［環境政策課］

2 フードバンク活動団体支援事業

《衛生費○ごみ減量と資源化推進事
業》
［ごみ総合対策課、環境政策課］

3 環境部動画啓発プロジェクト

《総務費○広報活動、衛生費○一般
管理経費》
［環境政策課、ごみ総合対策課、下
水道課、緑のまち推進課、秘書広報
課］

基本施策２ 地球温暖化対策の推進
4 効率的なエネルギー活用推進助

成事業

《衛生費○環境対策推進事業》
［環境政策課］

予算
決算

1,000
968

予算
決算

14,039
10,119

新型コロナウイルスワクチン接種会場としての運用により、むさし
のエコreゾートでの開館事業を縮小して実施した。自由来館・施設
見学者数42,177人
環境の学校連続講座全５回24人、環境の学校Greenプロジェクト全４
回15人、環境の学校PRプロジェクト２期29人が受講した。環境展来
館者数6,013人、緑のカーテン事業152世帯、環境啓発事業費補助２
団体、環境啓発冊子配布2,344部、SDGs展示等の啓発事業を実施し
た。環境フェスタでは、駅周辺の商業施設等でのアウトリーチ事
業、若年層による環境市民団体・企業のインタビューのWeb掲載を実
施した。むさしのエコ・チャレンジでの環境市民団体の出展、事業
参加者の活動成果発表及び交流の場づくりなどを行った。

予算
決算

4,400
3,850

予算
決算

食品ロスの削減を図るため、フードバンク活動団体に提供された食
料を保管する倉庫及び冷蔵庫を購入し、令和４年３月にむさしのエ
コreゾートに設置した。

予算
決算

予算
決算

家庭における効率的なエネルギー活用を推進するため、太陽光発電
システム・エネファームなどの設備の設置や既設窓の断熱改修に係
る費用の一部助成を行った。
太陽光発電システム：41件、エネファーム：91件、ＨＥＭＳ：46
件、蓄電池：43件、既設窓断熱改修：36件

13,850
17,276

新型コロナウイルス感染症の影響に対する緊急経済対策として、市
民への生活支援と市内事業者支援を目的に、1,000円以上の買い物ご
とに１枚使える500円分の割引券11枚（5,500円分）を全市民に配付
した。
使用期間：令和４年２月１日から令和４年３月31日まで
換金額：758,039,500円
使用率：93.0％

市内加盟店にてd払い又はauPAYで決済を行うと、期間中１事業者当
たり3,000円分上限でポイント（残高）を還元する事業を実施した。
実施期間：令和３年12月１日～12月28日
実施主体：商工会議所
対象店舗：1,472店舗
還元率　：それぞれ20%
還元額:69,757,212円（d払い：40,614,457円、auPAY：29,142,755
円）

予算
決算

0
88,949

予算
決算

0
56,882

新型コロナウイルス感染症の影響により、令和２年中の事業収入等
が令和元年（平成31年）中の事業収入等と比較して30%以上減少して
いる中小企業者等に対して10万円、または20万円（市内に複数店舗
等を有する場合）を支給した。また、令和４年２月から申請要件の
緩和（①事業収入等の減少要件「30％→10％以上」、②市内事業開
始日要件「令和元年12月31日→令和２年12月31日以前」）及び申請
期限の延長（令和４年１月31日→３月15日）を行った。
実施期間：令和３年11月１日から令和４年３月15日まで
支給実績：522件、56,300,000円

0
853,883

470
371

環境部各課の施策について、わかりやすく親しみやすく伝わるよう
に、「３Ｒのうた」、「武蔵野市で出会えるかもしれない生きもの
たち」などの動画10本を作成し、YouTubeやインスタグラムなどのＳ
ＮＳを活用してＰＲ・啓発を行った。

農地を維持・保全していくため、平成29年改正の生産緑地法に基づ
き、現地調査、都市計画審議会への諮問等を経て特定生産緑地とし
て指定した。指定希望地区については１地区を残し全て終了した。
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5 雨水浸透施設等助成事業

《衛生費○水環境等対策推進事業》
［下水道課］

6 環境舗装事業

《土木費○環境舗装事業》
［交通企画課］

7 雨水貯留浸透施設設置事業

《下水道事業会計○雨水貯留浸透施
設設置事業》
［下水道課］

基本施策３ 「緑」を基軸としたまちづくりの推進
8 吉祥寺本町四丁目寄贈物件（旧

赤星邸）の利活用検討及び調査

《総務費○普通財産の維持管理、○
資産活用事業》
［資産活用課］

9 公園等建設事業

《土木費○公園等建設事業》
［緑のまち推進課］

10 保存樹林等の指定

《土木費○緑化推進事業》
［緑のまち推進課］

11 二俣尾・武蔵野市民の森の充実
と奥多摩の森林整備

《土木費○緑化推進事業》
［緑のまち推進課］

12 緑ボランティア団体事業助成

《土木費○緑化推進事業》
［緑のまち推進課］

13 未来へ育て！苗木すくすく大木
計画

《土木費○緑化推進事業》
［緑のまち推進課］

予算
決算

120,000
95,510

予算
決算

35,700
18,018

予算
決算

予算
決算

18,605
17,070

予算
決算

107,486
542,276

予算
決算

4,020
3,374

予算
決算

876
571

緑豊かな都市環境を創出するため、減少傾向にある民間の緑を育む
ことを目的とし、新築記念樹など、配布方法及び対象をさまざまに
展開して相乗的な緑化推進、啓発効果を図った。
【配布実績】　配布樹種：ハナミズキ、コブシ、シマトネリコ、モ
ミジ、ヒメシャラ
新築記念樹：74本（令和３年６月、９月、12月、令和４年３月）、
一般配布：45本（令和４年３月）

予算
決算

生活道路改修の際に、透水性舗装を施工し、雨水の流出抑制や地下
水の涵養を図るとともに、道路浸透ますを設置した。
透水性舗装：面積442.0㎡、延長101.5ｍ
道路浸透ます：４か所

予算
決算

7,754
7,392

森林が持つ水源涵養、地球温暖化防止などの多面的機能に着目し、
自然体験などから自然環境、自然保護の関心を高め、さまざまな主
体と連携し森林保護・育成などを推進した。
【内容】二俣尾・武蔵野市民の森に関する協定書に定める協定区域
のうち、森林整備区域4.09haの整備及び利用啓発区域5.77haを活用
した。二俣尾自然体験館及び管理棟の維持管理を行った。新型コロ
ナウイルス感染症の感染状況を鑑みながら、森の市民講座を２回、
森林整備啓発事業（自然観察会）を２回開催した。また、奥多摩・
武蔵野の森に関する森林整備協定書に定める協定区域のうち、3.3ha
の保全整備を実施した。

近年増大している局地的大雨等による浸水被害の軽減及び水環境の
保全を図るため、桜野小学校の雨水貯留浸透施設の設置工事、北町
４丁目地内の浸水対策施設の設置検討等を行った。

市立公園などを拠点として緑の保全、緑化推進及び公園などの維持
に関する活動を行っている緑ボランティア27団体に対し、その事業
経費の一部を助成し、活動の発展を促すとともに、団体間の横の繋
がりが図られるよう連絡協議会を開催した。新型コロナウイルス感
染症対策として、イベントの中止など例年より活動規模を縮小し
た。

耐震診断及びアスベスト調査をするとともに、登録有形文化財の申
請手続きを行った。また庁内ワーキングを設置し、今後の利活用検
討に向けて関係法令の整理を行った。

17,256
16,828

民有地の緑を守る一環として、保存樹林などの指定制度により、所
有者の適正な維持管理を支援するため、助成金の交付、樹木医の派
遣及び倒木保険に加入した。
【保存樹林などの指定】保存樹木総数980本、生垣総延長4,559ｍ、
保存樹林総数４件、総面積7,018㎡
【樹木診断】４か所

住宅への雨水浸透施設や雨水タンクの設置を促進するため、材料費
や設置費に対して助成金を交付し、治水、利水、水循環の推進を
図った。
・助成件数　雨水浸透施設 43件（既存住宅 36件・新築住宅 ７件）
　　　　　　雨水タンク　 36件（小型 16件・中型 20件）

19,677
19,107

魅力的で安全安心な潤いある都市環境の推進を目指し、公園施設の
改修を行うとともに、子どもたちの遊び場の充実を図るため、さか
い西公園の木製複合遊具の更新やこうちゃん公園のコンクリート製
遊具の改修及び伏見通り公園出入口のバリアフリー化を実施し、西
久保３丁目に新たな公園用地（758㎡）の買い戻しを行った。また、
良好な桜並木保全のため不健全な桜の植替えを行った。
木製複合遊具は「公共施設への多摩産材利用促進プロジェクト事業
補助金」、用地の買い戻しは「緑の保全創出に関する新たな補助事
業補助金（緑あふれる公園緑地等整備事業補助金）」と公園緑化基
金を活用した。
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14 仙川水辺環境整備事業

《土木費○仙川水辺環境整備事業》
［緑のまち推進課］

基本施策４ 省エネルギー・省資源型の持続可能な都市の構築
15 集団回収事業

《衛生費○ごみ減量と資源化推進事
業》
［ごみ総合対策課］

16 塵芥処理事業（収集委託料）

《衛生費○塵芥処理事業》
［ごみ総合対策課］

17 武蔵野クリーンセンターの
安全・安定稼働

《衛生費○武蔵野クリーンセンター
の管理運営》
［ごみ総合対策課］

基本施策５ 様々な環境の変化に対応した良好な生活環境の確保
18 害虫等駆除対策事業、狂犬病予

防・動物愛護等啓発事業

《衛生費○害虫等駆除対策事業、○
狂犬病予防・動物愛護等啓発事業》
［環境政策課］

19 公害対策・調査・処理

《衛生費○公害対策事業》
［環境政策課］

20 武蔵境駅前公衆便所移設準備

《衛生費○公衆便所の維持管理》
［ごみ総合対策課］

21 受動喫煙防止の推進

《衛生費○駅前周辺清掃事業》
［ごみ総合対策課、健康課］

22 放射線に関する対策

《各款共通○一般管理経費、○放射
線対策事業、○武蔵野クリーンセン
ターの管理運営》《水道事業会計》
［環境政策課、ごみ総合対策課、緑
のまち推進課、子ども育成課、教育
企画課、指導課、教育支援課、工務
課］

予算
決算

8,797
8,690

予算
決算

667,291
635,601

予算
決算

1,394,142
1,359,244

予算
決算

26,616
21,937

害虫等駆除対策事業については、ネズミ侵入防止対策14件及びハク
ビシン・アライグマ防除対策23件を実施し、スズメバチなど駆除費
用に対して180件の助成を行った。
狂犬病予防事業については、犬の新規登録438件、再交付51件、注射
済票交付3,629件などを行った。
動物愛護等啓発事業については、犬のしつけ方教室及び猫セミナー
を動画配信にて実施し、動物愛護啓発の推進と飼い主マナーの向上
を図った。

「仙川水辺環境整備基本計画（仙川リメイク）の評価と今後の方向
性について」に基づき、市内唯一の一級河川である仙川を生態系豊
かな水辺空間として保全していくため、整備済区間の維持管理を
行った。

予算
決算

27,070
23,569

資源の再利用の促進、ごみ減量及びごみ問題に対する市民の関心を
高めるため、集団回収に対する支援を行った。また、令和３年度か
らの団体事業費補助金の減額と団体事務費補助を廃止した。
188団体　回収量2,348ｔ

予算
決算

12,442
12,397

便器の洋式化及びバリアフリー化を図るため、令和３年度は移設工
事のための設計を実施した。

予算
決算

32,362
21,114

まちの美化、路上禁煙地区内での禁煙の徹底と受動喫煙防止を推進
するため、吉祥寺駅と武蔵境駅の喫煙トレーラーハウスの利用を開
始した。また、喫煙マナーや受動喫煙の健康面での影響について周
知啓発を行った。

予算
決算

7,802
4,608

空間放射線量測定、水質検査、学校・保育園給食食材放射性物質検
査などを確実かつ継続的に実施し、測量結果についてホームページ
などで市民に情報提供を行った。

公害苦情相談の受付対応を通じて、公害発生の未然予防、市内環境
の保全を図るとともに、常時監視と随時調査による環境状況の把
握、工場や指定作業場に対する指導、その他公害要因対象者への指
導などを行った。
・苦情の受付件数694件（大気41件、騒音130件、振動24件、悪臭20
件、その他479件）

予算
決算

6,233
5,279

家庭から排出される一般廃棄物の収集運搬を委託した。なお、可不
燃ごみの収集運搬業務については、苦情対応等を行う緊急対応業務
も含めて一体的に委託した。

運営モニタリングなどで施設運営業務の状況を適宜確認しながら、
施設の安全・安定稼働を実施した。また、夜間電力の有効活用によ
りエネルギー地産地消を推進した。
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(5) 都市基盤
基本施策１ 個性あふれる魅力的な地域のまちづくり
1 用途地域の一斉点検

《土木費○一般管理経費》
［まちづくり推進課］

2 景観道路事業

《土木費○景観道路事業》
［交通企画課］

基本施策２ 将来にわたり持続性ある都市基盤づくり
3 道路新設改良事業

《土木費○道路新設改良事業》
［交通企画課］

4 道路総合管理計画更新

《土木費○道路維持管理》
［道路管理課］

5 八丁地下道補修設計・玉川人道
擁壁補修工事

《土木費○道路維持管理》
［道路管理課］

6 大型街路灯ＬＥＤ化事業

《土木費○街路灯維持管理》
［道路管理課］

7 橋りょう長寿命化事業

《土木費○橋りょう新設改良事業》
［道路管理課、交通企画課］

8 配水管網整備推進事業

《水道事業会計○配水管網整備推進
事業》
［工務課］

9 浄水場・水源施設維持更新事業

《水道事業会計○浄水場・水源施設
維持更新事業》
［工務課］

10 下水道ストックマネジメント推
進事業

《下水道事業会計○ストックマネジ
メント推進事業》
［下水道課］

11 石神井川排水区雨水幹線整備事
業

《下水道事業会計○石神井川排水区
雨水幹線整備事業》
［下水道課］

予算
決算

118,425
82,016

武蔵野市下水道ストックマネジメント計画に基づき、下水道施設の
点検・調査、修繕・改築を実施した。
点検：13,336ｍ
調査：6,805ｍ
修繕：管きょ設計（47スパン）、管きょ修繕工事（６スパン）
改築：管きょ設計（５スパン）、ポンプ更新（大野田ポンプ所）

予算
決算

647,062
633,665

老朽化した石神井川排水区の既設雨水管について、新設した雨水幹
線への切替え及び閉塞工事等を行うため、東京都都市づくり公社へ
の業務委託、支障移設工事の補償を行った。

予算
決算

152,792
171,464

「武蔵野市橋りょう長寿命化計画」の更新に向けた調査を実施する
とともに、当該計画に基づき千川橋ほか６橋の定期点検、しろがね
橋及び本村橋の補修設計を実施した。また、よろず橋架け替え工事
（令和３年から５年まで）に着手した。

予算
決算

312,597
240,591

災害時にも安全で安定した給水の確保等ができるように、配水管の
新設や老朽管の更新などを行い、管路の耐震化を図った。令和３年
度末管路耐震化率48.2％（0.5％上昇）
・工事内容
　　配水管（鋳鉄管）改良工事　２件　　 148ｍ
　　配水補助管改良工事　　　　７件　 1,350ｍ
　　受託工事　　　　　　　　　１件

予算
決算

165,176
140,899

円滑で効率的な水運用のため、経年劣化した浄水場施設及び水源施
設を「施設保全計画」に基づき維持・更新を行い、安全でおいしい
水の安定供給を図った。
・工事内容
　浄水場施設工事　２件
　水源施設工事　　５件

予算
決算

5,800
4,015

予算
決算

238,368
183,570

予算
決算

162,320
153,698

予算
決算

11,110
5,071

武蔵野市道路総合管理計画に基づき長寿命化を図るため、八丁地下
道の補修設計、玉川人道の擁壁補修工事を実施した。

予算
決算

115,000
79,211

市内約520基の大型街路灯（水銀灯）のうち、令和３年度は東部から
中央地区にかけて約260基のＬＥＤ化を完了し、市民の安全・安心の
向上、環境負荷の軽減を図った。

予算
決算

6,061
5,170

東京都の依頼によって都内で一斉に進められている区域区分及び用
途地域等の見直しについて、最新の地形図を基に境界根拠等の点検
を実施し、地形地物の変化等との整合を図ったうえで、都市計画変
更のために必要となる資料を作成した。

武蔵野市景観整備路線事業計画（第２次）に基づき、景観整備優先
路線の無電柱化の検討及び設計を行った。また、市道第16号線（か
たらいの道）の電線共同溝設置工事（整備延長355.86ｍ）等を実施
した。

武蔵野市道路総合管理計画に基づき、計画的に経年劣化した道路の
改修工事を実施した。
施工延長：574.8ｍ
舗装面積：車道2,759㎡、歩道694㎡
令和２年度に引き続き、市道第73号線道路整備工事を実施した。

計画期間（2018年から2027年まで）の中間見直しに向けた調査を実
施し、管理対象施設の精査等を行った。
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12 公共下水道建設事業

《下水道事業会計○公共下水道建設
事業》
［下水道課］

13 区部流入及び流域下水道建設・
改良負担金

《下水道事業会計○区部流入及び流
域下水道建設・改良負担金》
［下水道課］

14 下水道総合計画の見直し

《下水道事業会計○下水道総合計画
の見直し》
［下水道課］

基本施策３ 誰もが利用しやすい交通環境の整備
15 自転車のルール・マナー向上と

自転車利用環境の整備

《土木費○交通安全対策事業、○自
転車対策事業》
［交通企画課］

16 放置自転車対策業務

《土木費○自転車対策事業》
［交通企画課］

17 ムーバス運行事業

《土木費○ムーバス運行事業》
［交通企画課］

基本施策４ 安全で快適な道路ネットワークの構築
18 都市計画道路の調査・検討

《土木費○一般管理経費》
［まちづくり推進課］

持続的・安定的に質の高い下水道サービスを提供していくため、令
和４年度にかけて外部有識者等による武蔵野市下水道総合計画見直
し及び下水道事業経営の在り方等検討委員会を設置し、令和３年度
は委員会を２回開催し、武蔵野市下水道総合計画（2018）の見直し
の検討を行った。

予算
決算

16,669
14,204

安全教育の充実を図るとともに自転車走行空間整備に関する交通実
態調査を行った。
●安全教育の充実
・市内で自転車を利用される中学生以上の方を対象に自転車安全利
用講習会（武蔵野警察署共催）を28回開催し617人が受講した。
・企業などへの出張講習会を５回開催し506人が受講した。
・市内中学校３校に対し、スタント講習会を開催し876人が受講し
た。
・自転車出張点検整備を２回実施した。
・自転車安全利用啓発動画を吉祥寺大型ビジョン及びQuOLa大型ビ
ジョンで放映した。
●交通実態調査
・市道第27号線外５路線（市道第27・40・55・60・212・240号線）
及び市道第41号線外６路線（市道第41・73・107・191・225・248・
252号線）の交通実態調査を行った。
●武蔵野市自転車等駐車対策協議会
・協議会を１回開催した。

予算
決算

179,820
179,799

放置自転車等の放置防止指導・撤去・保管及び返還業務を行った。
●放置自転車対策業務実績（自転車）
　・駅前放置台数　　　72台（前年度比＋18台）※
　・撤去回数　　　　 727回（前年度比＋18回）
　・撤去台数　　　 1,703台（前年度比▲157台）
　・返還台数　　　 1,004台（前年度比▲108台）
※平日の午前・午後における、市内３駅（吉祥寺駅・三鷹駅・武蔵
境駅）周辺の自転車等停留実態を把握するため毎年実施している調
査。午前10時における自転車放置台数

98,731
62,406

東京都の道路拡幅事業や下水道管きょの損傷に伴う布設替え等の設
計・工事を行った。
設計：主要地方道７号線管きょ布設替え実施設計委託、都市計画道
路３・４・24号線管路施設実施設計業務委託
工事：都市計画道路３・４・24号線管きょ布設替え工事、中町二丁
目３番先管きょ布設替え工事、主要地方道７号線管きょ撤去工事

予算
決算

99,078
78,432

本市が排出する下水の処理を委託等している東京都の水再生セン
ター及び関連下水道幹線等の施設に係る建設及び改良に要する費用
を負担した。
森ヶ崎水再生センター建設負担金　　　52,630千円
多摩川左岸野川流域下水道建設負担金　 7,306千円
荒川右岸東京流域下水道建設負担金　　 5,694千円
流域下水道改良負担金　　　　　　　　12,802千円

予算
決算

928
298

予算
決算

153,527
110,673

ムーバスの運行、利用実態調査等を行った。
●ムーバス利用実績　　年間乗客数／１日平均乗客数
　　令和３年度       1,843,619人／5,051.0人
　　令和２年度       1,734,842人／4,753.0人
　　令和元年度       2,670,388人／7,296.1人
　※新型コロナウイルス感染症拡大防止対策等
　　・令和３年２月１日～令和４年１月31日：特別ダイヤによる全
　　日運行
●ムーパーク利用実績
　　収容台数：38台　利用台数：20,477台
　　１日平均：56.1台　（土日祝１日平均：66.4台）

予算
決算

4,010
3,003

都市計画道路３・４・27号線について、新たな都市計画マスタープ
ランで示されたまちづくりの方針等を整理するとともに、交通量調
査で把握した交通実態等を踏まえ、計画道路の方向性を検討した。

予算
決算
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19 区画道路整備事業

《土木費○区画道路整備事業》
［交通企画課］

20 都市計画道路（天文台通り）の
整備促進

《土木費○都市計画道路３・４・２
号線事業》
［交通企画課、用地課］

21 狭あい道路拡幅整備事業

《土木費○狭あい道路拡幅整備事
業》
［道路管理課］

基本施策６ 活力とにぎわいのある駅周辺のまちづくり
22 三鷹駅北口交通環境基本方針の

地域展開

《土木費○一般管理経費》
［まちづくり推進課］

23 都市計画道路３・３・14号線南
口駅前広場事業

《土木費○都市計画道路３・３・１
４号線南口駅前広場事業》
［吉祥寺まちづくり事務所］

24 吉祥寺ウエストエリアの交通環
境改善調査

《土木費○吉祥寺方式物流対策事
業》
［吉祥寺まちづくり事務所］

25 吉祥寺駅南口周辺交通体系検討

《土木費○吉祥寺駅周辺整備計画》
［吉祥寺まちづくり事務所、交通企
画課、まちづくり推進課］

(6) 行財政
基本施策１ 市民参加と連携・協働の推進
1 行政評価制度の検討

《総務費○企画調整》
［企画調整課］

2 住民投票条例（仮称）の制定に
向けた検討

《総務費○企画調整》
［企画調整課］

基本施策２ 効果的な広報・広聴の仕組みづくりとシティプロモーション
3 インターネットによる議会中継

（録画による配信等）

《議会費○議会運営》
［議会事務局］

予算
決算

2,000
1,936

吉祥寺駅南口を中心とした自動車や歩行者などの交通輻輳の解決の
ために、南口駅前広場整備後の交通課題の整理と交通環境改善に向
けた検討を行った。

予算
決算

3,000
2,981

自治基本条例に基づく市政運営の一環として、目的を歳出削減に限
定せず、説明責任や成果・効率の向上など、行政活動の質をより高
めることを主眼に置いた制度を構築するため、施策評価に評価指標
を設定する「武蔵野市行政評価制度（案）」をまとめた。

予算
決算

304
31

武蔵野市自治基本条例に基づく住民投票制度を施行するため、具体
的要件を定めた住民投票条例案を検討した。令和３年第４回市議会
定例会に上程したが否決された。

予算
決算

400,000
98,962

第三次みちづくり・まちづくりパートナー事業として東京都から受
託し、用地取得に向け、土地の調査や測量、分筆登記資料の作成を
行った。令和３年度は約118㎡の用地を取得、地権者の再建に合わせ
て仮整備工事を実施した。

83,598
86,073

安全で快適なまちづくりを推進するため、狭あい道路の拡幅整備を
行った。
　・整備延長：約1,595ｍ、整備面積：約338㎡
　・狭あい整備率：約35.6％（令和４年４月１日現在）

予算
決算

2,856
2,563

三鷹駅北口の交通環境基本方針の策定に向けた基本的な考え方につ
いて、交通事業者や地元商店会などへ説明を行うとともに、令和４
年度に行う研究会の立ち上げに向け、準備会を実施した。

予算
決算

62,000
0
道幅が狭く、バスと歩行者の接触の危険があるパークロードからバ
スの通行をなくし、歩行者優先の安全な道路を形成するため、吉祥
寺駅南口の約1,900㎡の交通広場整備を目指し、関係部署と連携して
用地折衝を継続的に進めた。

予算
決算

1,254
1,254

令和３年９月に策定されたNEXT吉祥寺2021にて位置付けたウォーカ
ブルなまちづくりの推進に向け、ウエストエリアの交通環境改善に
関する事前調査及び令和４年度以降の本調査に向けた検討を行っ
た。

予算
決算

7,856
7,716

予算
決算

区画道路整備事業の買収予定地における境界確定や分筆登記資料の
作成を行った。また、市道第79号線道路整備工事（施工延長144.7
ｍ）を実施した。

広く市民に議会審議及び審査の模様を伝えるため、インターネット
中継を行った。従来より中継を行ってきた本会議、予算・決算特別
委員会に加え、令和２年度に開始した常任委員会及び外環道路特別
委員会についても継続して行った。
・生中継アクセス数（49,952件）・録画中継アクセス数（13,164
件）

予算
決算

70,416
66,418
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4 議会だより発行

《議会費○議会だより発行》
［議会事務局］

5 公式ホームページ管理システム
の更改

《総務費○広報活動》
［秘書広報課］

6 市民と市長のふれあいトーク

《総務費○広聴活動》
［市民活動推進課］

基本施策３ 公共施設等の再構築と市有地の有効活用
7 公共施設等総合管理計画の推進

《総務費○資産活用事業》
［資産活用課］

8 公共施設劣化保全整備

《各款共通○公共施設劣化保全整
備》
［施設課］

9 公共施設改良保全整備

《各款共通○公共施設改良保全整
備》
［施設課］

基本施策４ 社会の変化に対応していく行財政運営
10 指定管理者制度の効果的な運用

の検討

《総務費○企画調整》
［企画調整課］

11 機密文書の適正保管事業

《総務費○文書管理》
［総務課］

12 仮想化基盤更改計画・住民情報
システム更改計画策定

《総務費○住民情報系システム》
［情報管理課］

13 ＲＰＡの試行導入の拡大

《総務費○住民情報系システム、○
内部統合情報システム》
［情報管理課］

14 グループウェアシステム更改

《総務費○内部統合情報システム》
［情報管理課、総務課］

市民との対話を通じて、地域の課題など、様々な意見や提案を聴
き、今後の市政運営に活かすため「市民と市長のふれあいトーク」
を開催した。
テーマ別では、市内で活動している団体や個人と特定のテーマにつ
いて意見交換を行い、地域別においてはコミュニティ協議会と共催
し、当該地域における地域課題等、参加者との対話を通じ市民ニー
ズの把握等を行った。
令和３年度は４回（テーマ別２回・地域別２回）開催

特定個人情報を扱う事務の増加に伴う文書量の増加を受けて、地下
２階の書庫に鍵付きキャビネット16台を増設した。収納場所の増に
より、機密文書の保管における安全性を引き続き確保し、適正な文
書管理につながった。

予算
決算

8,517
5,260

予算
決算

617
74

予算
決算

5,574
4,819

市議会に関する情報を広く市民に伝え、市民の議会に関する関心を
高めるため、議会だよりを年４回発行（４色刷、延24頁・354,000
部、延344,465部全戸配布）した。

令和４年度のホームページ更改にあたり、現状分析や課題整理に関
して専門事業者の支援を受けたうえで調達仕様書を整え、システム
構築事業者をプロポーザル方式により選定した。構築事業者との契
約締結を経て、一部構築作業に着手した。

予算
決算

31,558
18,216

分野横断的検討プロジェクトなどを実施して延命化に向けた具体的
な更新時期の設定や更新費用の算出を行い、武蔵野市公共施設等総
合管理計画を改定した。

予算
決算

1,448,868
1,300,014

小中学校、コミュニティセンター、市庁舎及び総合体育館などにつ
いて、劣化調査の結果に基づき設計や工事を実施し、施設の機能維
持及び長寿命化を図った。

予算
決算

365,652
332,962

社会的ニーズに対応するための改良保全として、市庁舎及び中央図
書館の特定天井改修工事を実施し、特定天井の耐震化を図った。

予算
決算

2,354
2,354

令和７年度からの次期指定管理者制度に関する基本方針や選定手続
きについて他自治体の状況も参考に検討した。

予算
決算

8,309
8,305

予算
決算

17,369
15,361

仮想化基盤及び住民情報システムの更改については、国が進めてい
る「自治体情報システムの標準化・共通化」に関して未公表の情報
があったため計画策定は行わず、クラウド利用などについて検討を
進め、報告書として取りまとめた。

予算
決算

9,468
8,106

単純・反復業務等の一部を自動化するＲＰＡ（ロボティック・プロ
セス・オートメーション）を７部署27業務にて活用した。一部の部
署では紙帳票を電子化するＡＩ－ＯＣＲと併せて活用し、処理速度
と正確性の向上等の成果があった。

予算
決算

32,091
16,752

新たなグループウェアシステムへ更改し、ビジネスチャットなど新
機能の活用を開始した。業務生産性向上や職員間のコミュニケー
ションの活性化につながった。
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基本施策５ 多様な人材の確保・育成と組織の活性化
15 障害者の会計年度任用職員任用

《総務費○職員管理・給与事務》
［人事課］

予算
決算

11,208
7,047

障害者の就労支援、雇用促進のため、障害のある会計年度任用職員
（３人）を任用した。また、障害や障害者就労に対する職員理解の
推進を図るため、障害者の庁内実習及び障害者就労の理解向上研修
を実施した。
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Ⅱ 令和３年度基金の運用状況を示す書類 

 

 

 

 

 

 

 

 地方自治法第241条第５項の規定に基づき、令和３年度の基金の運用状況を報

告します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

武 蔵 野 市 長  松 下 玲 子 
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１　令和３年度国民健康保険高額療養費貸付金運用状況

　(１)年度開始現在高 (単位：円)

計

　(２)運用状況

　　ア　現金収支の状況 (単位：円)

　　イ　利子収入の状況 (単位：円)

繰 越 現 金 貸付未収金 未　払　金 (運用金)

3,000,000 0 0 3,000,000

月　別
収　　入　　額 支　　出　　額

差 引 残 額
収　入　額 累　計 支　出　額 累　計

前 年 度
繰 越 額

3,000,000 0 3,000,000

4 0 3,000,000 0 0 3,000,000

5 0 3,000,000 0 0 3,000,000

6 0 3,000,000 0 0 3,000,000

7 0 3,000,000 0 0 3,000,000

8 0 3,000,000 0 0 3,000,000

9 0 3,000,000 54,000 54,000 2,946,000

10 54,000 3,054,000 0 54,000 3,000,000

11 0 3,054,000 0 54,000 3,000,000

12 0 3,054,000 0 54,000 3,000,000

1 0 3,054,000 0 54,000 3,000,000

2 0 3,054,000 0 54,000 3,000,000

3 0 3,054,000 0 54,000 3,000,000

計 54,000 54,000

上半期預金利子 14

下半期預金利子 14

計 28

(注)上記の利子収入は、一般会計(16財産収入、1財産運用収入、2利子及び配当金、1利子及び配当
金、14市民生活総合基金利子収入)へ納付
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　　ウ　未収金及び未払金の状況 (単位：円)

　(３)運用結果 (単位：円)

未　　収　　金 未　　払　　金 差引債権額

0 0 0

未　払　金 0

計　(運用金) 3,000,000

区  　 分 次年度繰越額

現　  　金 3,000,000

貸付未収金 0
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２　令和３年度国民健康保険出産費資金貸付金運用状況

　(１)年度開始現在高 (単位：円)

計

　(２)運用状況

　　ア　現金収支の状況 (単位：円)

　　イ　利子収入の状況 (単位：円)

繰越現金 貸付未収金 未　払　金 (運用金)

3,000,000 0 0 3,000,000

月　別
収　　入　　額 支　　出　　額

差 引 残 額
収　入　額 累　計 支　出　額 累　計

前 年 度
繰 越 額

3,000,000 0 3,000,000

4 0 3,000,000 0 0 3,000,000

5 0 3,000,000 0 0 3,000,000

6 0 3,000,000 0 0 3,000,000

7 0 3,000,000 0 0 3,000,000

8 0 3,000,000 0 0 3,000,000

9 0 3,000,000 0 0 3,000,000

10 0 3,000,000 0 0 3,000,000

11 0 3,000,000 0 0 3,000,000

12 0 3,000,000 0 0 3,000,000

1 0 3,000,000 0 0 3,000,000

2 0 3,000,000 0 0 3,000,000

3 0 3,000,000 0 0 3,000,000

計 0 0

上半期預金利子 14

下半期預金利子 14

計 28

(注)上記の利子収入は、一般会計(16財産収入、1財産運用収入、2利子及び配当金、1利子及び配当
金、14市民生活総合基金利子収入)へ納付
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　　ウ　未収金及び未払金の状況 (単位：円)

　(３)運用結果 (単位：円)

未　　収　　金 未　　払　　金 差引債権額

0 0 0

未　払　金 0

計　(運用金) 3,000,000

区  　 分 次年度繰越額

現　  　金 3,000,000

貸付未収金 0
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３　令和３年度高額介護等サービス費貸付金運用状況

　(１)年度開始現在高 (単位：円)

計

　(２)運用状況

　　ア　現金収支の状況 (単位：円)

　　イ　利子収入の状況 (単位：円)

繰越現金 貸付未収金 未　払　金 (運用金)

3,000,000 0 0 3,000,000

月　別
収　　入　　額 支　　出　　額

差 引 残 額
収　入　額 累　計 支　出　額 累　計

前 年 度
繰 越 額

3,000,000 0 3,000,000

4 0 3,000,000 0 0 3,000,000

5 0 3,000,000 0 0 3,000,000

6 0 3,000,000 0 0 3,000,000

7 0 3,000,000 0 0 3,000,000

8 0 3,000,000 0 0 3,000,000

9 0 3,000,000 0 0 3,000,000

10 0 3,000,000 0 0 3,000,000

11 0 3,000,000 0 0 3,000,000

12 0 3,000,000 0 0 3,000,000

1 0 3,000,000 0 0 3,000,000

2 0 3,000,000 0 0 3,000,000

3 0 3,000,000 0 0 3,000,000

計 0 0

上半期預金利子 14

下半期預金利子 14

計 28

(注)上記の利子収入は、一般会計(16財産収入、1財産運用収入、2利子及び配当金、1利子及び配
当金、14市民生活総合基金利子収入）へ納付
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　　ウ　未収金及び未払金の状況 (単位：円)

　(３)運用結果 (単位：円)

未　　収　　金 未　　払　　金 差引債権額

0 0 0

未　払　金 0

計　(運用金) 3,000,000

区  　 分 次年度繰越額

現　  　金 3,000,000

貸付未収金 0
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■影響額（歳出） （千円）

1.新規 2.拡充 3.継続 4.縮小 5.中止・延期 6.代替 合 計

 １．議会費 △ 5,895 △ 5,895

 ２．総務費 17,932 27,942 △ 70,950 △ 35,805 2,566 △ 58,315

 ３．民生費 2,766,897 141 161,213 △ 40,109 △ 8,523 18,823 2,898,442

 ４．衛生費 1,767,074 617 10,757 △ 26,599 △ 6,092 1,745,757

 ６．農業費 △ 2,403 △ 2,403

 ７．商工費 145,831 58,748 939,512 △ 11,848 △ 5,438 4 1,126,809

 ８．土木費 3,146 △ 3,087 △ 380 △ 321

 ９．消防費 △ 2,091 △ 3,137 △ 5,228

10．教育費 1,431 35,093 △ 328,101 △ 15,878 4,815 △ 302,640

合　　計 4,702,311 59,506 1,174,517 △ 482,785 △ 83,551 26,208 5,396,206

国民健康保険事業会計 1,029 1029

介護保険事業会計 198 △ 2,751 515 △ 2,038

水道事業会計 0

下水道事業会計 0

4,702,311 59,506 1,175,744 △ 482,785 △ 86,302 26,723 5,395,197

1.新規　…　新たに実施した項目　　　　　　 4.縮小　…　事業を縮小した項目

2.拡充　…　拡充した項目（令和３年度） 5.中止・延期　…　事業を中止又は延期した項目

3.継続　…　昨年度に引き続き実施した項目 6.代替　…　中止・延期した事業の代わりに実施した項目

■影響額（歳入） （千円）

歳入増 歳入減 合 計

 １．市税 △ 1,370,456 △ 1,370,456

12．分担金及び負担金 △ 6,572 △ 6,572

13．使用料及び手数料 △ 45,526 △ 45,526

14．国庫支出金 5,783,380 △ 18,011 5,765,369

15．都支出金 160,082 △ 23,338 136,744

18．繰入金 500,000 500,000

20．諸収入 △ 2,583 △ 2,583

合　　計 6,443,462 △ 1,466,486 4,976,976

国民健康保険事業会計 18,072 △ 26,269 △ 8,197

後期高齢者医療会計 △ 872 △ 872

介護保険事業会計 △ 1,007 △ 1,007

水道事業会計 △ 267 △ 267

下水道事業会計 △ 110 △ 110

6,461,534 △ 1,495,011 4,966,523

令和３年度決算における新型コロナウイルス感染症の影響額について（総括表）

影響額

影響額

総合計

特別
会計

款

特別
会計

総合計

款

一
般
会
計

一
般
会
計

公営
企業
会計

公営
企業
会計

※影響額の調査対象は一般会計、特別会計

及び公営企業会計。

※影響額の詳細については歳出／歳入の

内訳のとおり。

※影響額の減額は特に明記が無い限り当初

予算との比較

※軽微な影響などにより、掲載できていない

内容もあります。
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令
和
３
年
度
決
算
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
額
に
つ
い
て
（
歳
出
の
内
訳
）

■
歳
出
（
議
会
費
）

会
計

款
項

目
課

名
大

事
業

名
区

分
内

　
　

容
影

響
額

(千
円

)

一
般

1
1

1
議

会
事

務
局

〇
議

会
運

営
5
.中

止
・
延

期
コ

ロ
ナ

禍
に

よ
る

緊
急

事
態

宣
言

等
の

発
出

を
鑑

み
、

市
外

へ
の

行
政

視
察

等
を

中
止

し
た

。
△

 5
,8

9
5

■
歳
出
（
総
務
費
）

会
計

款
項

目
課

名
大

事
業

名
区

分
内

　
　

容
影

響
額

(千
円

)

一
般

2
1

1
秘

書
広

報
課

（
秘

書
担

当
）

〇
一

般
管

理
経

費
4
.縮

小
各

種
イ

ベ
ン

ト
の

中
止

等
に

伴
う

市
長

交
際

費
の

減
額

。
△

 8
6
0

一
般

2
1

1
秘

書
広

報
課

（
秘

書
担

当
）

〇
一

般
管

理
経

費
5
.中

止
・
延

期
栄

典
関

係
(春

の
叙

勲
、

東
京

都
功

労
者

表
彰

)の
都

伝
達

式
及

び
行

政
関

係
団

体
連

絡
協

議
会

懇
親

会
の

中
止

に
伴

う
食

糧
費

の
減

額
。

△
 1

4
9

一
般

2
1

1
人

事
課

〇
職

員
管

理
・
給

与
事

務
4
.縮

小
管

内
出

張
及

び
管

外
出

張
の

減
少

に
伴

う
旅

費
の

減
額

。
※

影
響

額
に

は
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

影
響

以
外

の
も

の
も

含
む

。
△

 5
,9

1
5

一
般

2
1

1
人

事
課

〇
職

員
の

福
利

厚
生

4
.縮

小
武

蔵
野

市
職

員
共

済
会

に
お

け
る

一
部

事
業

の
中

止
や

職
員

か
ら

の
補

助
申

請
の

減
少

の
た

め
△

 4
,7

8
3

一
般

2
1

1
人

事
課

〇
職

員
の

安
全

衛
生

管
理

3
.継

続
職

員
用

コ
ロ

ナ
対

策
用

品
を

購
入

し
た

。
4
5
5

一
般

2
1

1
人

事
課

〇
職

員
の

安
全

衛
生

管
理

3
.継

続
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

陽
性

者
が

出
た

場
合

の
消

毒
作

業
を

実
施

し
た

。
8
0
1

一
般

2
1

1
人

事
課

〇
職

員
の

研
修

4
.縮

小
各

種
研

修
の

規
模

を
縮

小
し

た
こ

と
に

よ
る

謝
礼

金
や

研
修

旅
費

、
消

耗
品

及
び

負
担

金
等

の
減

額
。

△
 4

,3
1
5

一
般

2
1

1
人

事
課

〇
職

員
の

研
修

5
.中

止
・
延

期
各

種
研

修
を

延
期

、
中

止
し

た
こ

と
に

よ
る

謝
礼

金
や

研
修

旅
費

、
消

耗
品

及
び

負
担

金
等

の
減

額
。

△
 1

,0
7
0

一
般

2
1

1
人

事
課

〇
職

員
の

能
力

開
発

4
.縮

小
自

主
グ

ル
ー

プ
主

催
の

研
修

等
が

縮
小

し
た

こ
と

に
よ

る
減

額
。

△
 1

0
0

一
般

2
1

3
市

民
活

動
推

進
課

〇
平

和
・
憲

法
啓

発
事

業
4
.縮

小
青

少
年

平
和

交
流

派
遣

事
業

の
う

ち
長

崎
市

へ
の

派
遣

を
中

止
し

た
こ

と
に

よ
る

減
額

。
学

習
会

を
実

施
す

る
と

と
も

に
、

青
少

年
ピ

ー
ス

フ
ォ

ー
ラ

ム
へ

オ
ン

ラ
イ

ン
で

参
加

し
た

。
△

 1
,9

8
2

一
般

2
1

6
管

財
課

〇
庁

舎
の

維
持

管
理

4
.縮

小
庁

舎
防

災
訓

練
に

つ
い

て
、

参
加

者
等

に
対

す
る

感
染

拡
大

防
止

の
た

め
規

模
を

縮
小

（
自

衛
消

防
隊

に
よ

る
初

期
消

火
訓

練
を

実
施

）
し

た
こ

と
に

よ
る

減
額

。
△

 4
4
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会
計

款
項

目
課

名
大

事
業

名
区

分
内

　
　

容
影

響
額

(千
円

)

一
般

2
1

8
企

画
調

整
課

〇
東

京
2
0
2
0
オ

リ
ン

ピ
ッ

ク
・
パ

ラ
リ

ン
ピ

ッ
ク

競
技

大
会

等
関

連
事

業
4
.縮

小
S

p
o
rt

s 
fo

r 
A

llイ
ベ

ン
ト

の
一

部
中

止
、

聖
火

リ
レ

ー
セ

レ
ブ

レ
ー

シ
ョ

ン
の

イ
ベ

ン
ト

縮
小

・無
観

客
化

等
に

伴
う

減
額

。
△

 3
1
,3

7
4

一
般

2
1

9
多

文
化

共
生

・
交

流
課

〇
ア

メ
リ

カ
・
ラ

ボ
ッ

ク
市

と
の

相
互

交
流

事
業

5
.中

止
・
延

期
米

国
テ

キ
サ

ス
州

ラ
ボ

ッ
ク

市
か

ら
の

中
学

生
受

入
れ

を
中

止
し

た
こ

と
に

よ
る

減
額

。
代

替
と

し
て

イ
ン

ス
タ

グ
ラ

ム
に

よ
る

交
流

を
図

っ
た

（
予

算
執

行
は

な
し

）
。

△
 3

,7
7
5

一
般

2
1

9
多

文
化

共
生

・
交

流
課

〇
韓

国
と

の
相

互
交

流
事

業
5
.中

止
・
延

期
大

韓
民

国
ソ

ウ
ル

特
別

市
江

東
区

か
ら

の
中

高
生

の
受

入
れ

及
び

同
区

ス
ポ

ー
ツ

交
流

団
の

受
入

れ
を

中
止

し
た

こ
と

に
よ

る
減

額
。

△
 2

,3
6
1

一
般

2
1

9
多

文
化

共
生

・
交

流
課

〇
韓

国
と

の
相

互
交

流
事

業
6
.代

替
中

止
し

た
交

流
事

業
の

代
替

と
し

て
、

本
市

の
中

高
生

と
江

東
区

の
中

高
生

に
よ

る
５

日
間

の
オ

ン
ラ

イ
ン

交
流

を
実

施
し

た
。

1
0
1

一
般

2
1

9
多

文
化

共
生

・
交

流
課

〇
友

好
都

市
交

流
事

業
4
.縮

小
国

内
友

好
都

市
へ

の
交

流
ツ

ア
ー

の
中

止
及

び
友

好
都

市
宿

泊
施

設
利

用
助

成
の

対
象

期
間

縮
小

に
伴

う
減

額
。

△
 2

,9
3
1

一
般

2
1

9
多

文
化

共
生

・
交

流
課

〇
ホ

ス
ト

タ
ウ

ン
事

業
の

推
進

4
.縮

小
東

京
20

2
0
大

会
が

無
観

客
で

の
開

催
と

な
っ

た
こ

と
に

よ
る

観
戦

ツ
ア

ー
の

中
止

、
ル

ー
マ

ニ
ア

選
手

団
と

の
交

流
を

オ
ン

ラ
イ

ン
実

施
に

縮
小

し
た

こ
と

等
に

よ
る

減
額

。
△

 4
,8

0
5

一
般

2
1

1
1

市
政

セ
ン

タ
ー

〇
市

政
セ

ン
タ

ー
の

維
持

運
営

3
.継

続
昨

年
に

引
き

続
き

、
感

染
拡

大
防

止
の

た
め

の
消

耗
品

（
ハ

ン
ド

ソ
ー

プ
、

除
菌

ウ
ェ

ッ
ト

テ
ィ

ッ
シ

ュ
、

加
湿

機
等

）を
購

入
し

た
。

1
3
5

一
般

2
1

1
4

安
全

対
策

課
〇

生
活

安
全

対
策

事
業

4
.縮

小
市

民
安

全
パ

ト
ロ

ー
ル

隊
研

修
に

つ
い

て
、

バ
ス

を
用

い
て

の
実

地
研

修
か

ら
市

庁
舎

で
の

講
義

・演
習

に
変

更
し

て
実

施
し

た
こ

と
に

よ
る

減
額

。
△

 1
5
2

一
般

2
1

1
4

安
全

対
策

課
〇

生
活

安
全

対
策

事
業

5
.中

止
・
延

期
市

民
安

全
大

会
や

特
殊

詐
欺

被
害

防
止

講
演

会
を

中
止

し
た

こ
と

に
伴

う
減

額
。

△
 4

2

一
般

2
1

1
4

安
全

対
策

課
〇

危
機

管
理

対
策

事
業

1
.新

規
自

宅
療

養
者

等
に

対
す

る
食

料
品

・
日

用
品

等
の

支
援

を
実

施
し

た
。

1
7
,9

3
2

一
般

2
1

1
4

安
全

対
策

課
〇

危
機

管
理

対
策

事
業

3
.継

続
武

蔵
野

市
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
対

策
本

部
の

本
部

員
の

う
ち

消
防

団
長

に
対

す
る

報
酬

を
支

給
し

た
。

1
8
0

一
般

2
1

1
4

安
全

対
策

課
〇

危
機

管
理

対
策

事
業

3
.継

続
手

指
消

毒
液

等
を

庁
内

窓
口

用
に

配
布

す
る

と
と

も
に

、
今

後
の

感
染

拡
大

に
備

え
て

新
た

に
備

蓄
を

行
っ

た
。

1
,2

0
8

一
般

2
1

1
4

安
全

対
策

課
〇

危
機

管
理

対
策

事
業

3
.継

続
市

民
や

来
街

者
に

対
す

る
感

染
拡

大
防

止
の

注
意

喚
起

の
た

め
、

鉄
道

３
駅

周
辺

や
商

店
街

等
に

横
断

幕
を

設
置

す
る

と
と

も
に

、
吉

祥
寺

駅
周

辺
の

商
店

街
に

て
、

外
出

自
粛

や
感

染
防

止
を

呼
び

か
け

る
放

送
を

実
施

し
た

。
7
6
1
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会
計

款
項

目
課

名
大

事
業

名
区

分
内

　
　

容
影

響
額

(千
円

)

一
般

2
1

1
4

安
全

対
策

課
〇

危
機

管
理

対
策

事
業

5
.中

止
・
延

期
不

発
弾

処
理

対
策

及
び

感
染

症
対

策
に

関
す

る
危

機
管

理
訓

練
を

中
止

し
た

こ
と

に
伴

う
減

額
。

△
 2

5
0

一
般

2
1

1
5

子
ど

も
育

成
課

〇
私

立
幼

稚
園

等
助

成
事

業
3
.継

続
私

立
幼

稚
園

に
対

し
て

、
子

ど
も

を
安

心
し

て
育

て
る

こ
と

が
で

き
る

環
境

を
整

備
す

る
こ

と
を

目
的

と
し

て
補

助
金

を
交

付
し

た
。

4
,3

9
6

一
般

2
1

1
6

児
童

青
少

年
課

〇
市

立
自

然
の

村
の

管
理

運
営

4
.縮

小
閉

村
期

間
が

あ
っ

た
こ

と
、

自
然

の
村

利
用

促
進

バ
ス

運
行

な
ど

一
部

事
業

の
中

止
、

天
体

事
業

の
縮

小
実

施
に

よ
る

管
理

運
営

委
託

料
の

減
額

。
△

 2
,1

4
0

一
般

2
1

1
6

児
童

青
少

年
課

〇
む

さ
し

の
ジ

ャ
ン

ボ
リ

ー
事

業
5
.中

止
・
延

期
む

さ
し

の
ジ

ャ
ン

ボ
リ

ー
全

地
区

中
止

に
伴

う
事

業
費

の
減

額
。

△
 2

2
,7

0
2

一
般

2
1

1
6

児
童

青
少

年
課

〇
む

さ
し

の
ジ

ャ
ン

ボ
リ

ー
事

業
6
.代

替
二

俣
尾

・
武

蔵
野

市
民

の
森

「
自

然
体

験
館

」
な

ど
を

使
用

し
て

、
一

部
地

区
で

代
替

事
業

を
実

施
し

た
。

2
,4

6
5

一
般

2
1

1
6

児
童

青
少

年
課

〇
青

少
年

問
題

協
議

会
・
地

区
活

動
事

業
4
.縮

小
地

区
委

員
会

バ
ス

研
修

の
規

模
縮

小
に

伴
う

減
額

。
△

 1
,0

0
5

一
般

2
1

1
6

児
童

青
少

年
課

〇
青

少
年

問
題

協
議

会
・
地

区
活

動
事

業
4
.縮

小
美

化
運

動
に

つ
い

て
、

事
業

を
実

施
で

き
な

か
っ

た
地

区
が

あ
る

こ
と

に
よ

る
廃

棄
物

運
搬

処
理

委
託

料
の

減
額

。
△

 4
3
5

一
般

2
1

1
6

児
童

青
少

年
課

〇
青

少
年

活
動

育
成

事
業

4
.縮

小
非

行
の

な
い

明
る

い
街

づ
く
り

武
蔵

野
連

絡
協

議
会

の
活

動
が

減
少

し
た

こ
と

に
よ

る
補

助
金

の
減

額
。

△
 1

1
7

一
般

2
1

1
6

児
童

青
少

年
課

〇
青

少
年

活
動

育
成

事
業

4
.縮

小
青

少
年

団
体

が
一

部
の

事
業

を
実

施
で

き
な

か
っ

た
こ

と
に

よ
る

バ
ス

借
上

料
補

助
金

等
の

減
額

。
△

 3
,8

8
7

一
般

2
1

1
6

児
童

青
少

年
課

〇
青

少
年

活
動

育
成

事
業

4
.縮

小
中

学
生

・
高

校
生

リ
ー

ダ
ー

養
成

講
座

の
一

部
事

業
を

中
止

・
変

更
し

て
実

施
し

た
こ

と
に

よ
る

減
額

。
△

 7
5
9

一
般

2
1

1
6

児
童

青
少

年
課

〇
青

少
年

活
動

育
成

事
業

5
.中

止
・
延

期
親

子
稲

作
体

験
事

業
、

遠
野

市
家

族
ふ

れ
あ

い
自

然
体

験
事

業
、

二
俣

尾
自

然
体

験
事

業
等

の
中

止
に

伴
う

減
額

△
 3

,0
2
4

一
般

2
3

1
市

民
課

〇
戸

籍
住

民
基

本
台

帳
事

務
5
.中

止
・
延

期
コ

ロ
ナ

禍
の

半
導

体
不

足
に

よ
り

機
器

調
達

に
遅

れ
が

生
じ

、
入

替
予

定
で

あ
っ

た
機

器
を

再
リ

ー
ス

に
変

更
し

た
こ

と
等

に
よ

る
減

額
△

 1
,7

4
1

一
般

2
4

2
選

挙
管

理
委

員
会

事
務

局
〇

明
る

い
選

挙
常

時
啓

発
事

業
5
.中

止
・
延

期
東

京
都

市
明

る
い

選
挙

推
進

協
議

会
主

催
の

総
会

・研
修

会
や

市
明

る
い

選
挙

推
進

協
議

会
が

予
定

し
て

い
た

管
内

研
修

が
中

止
と

な
っ

た
こ

と
に

よ
る

減
額

。
△

 3
4
9
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会
計

款
項

目
課

名
大

事
業

名
区

分
内

　
　

容
影

響
額

(千
円

)

一
般

2
5

2
総

務
課

〇
統

計
調

査
員

確
保

対
策

事
業

5
.中

止
・
延

期
統

計
調

査
員

研
修

の
中

止
に

伴
う

減
額

。
△

 3
4
2

一
般

2
5

2
総

務
課

〇
建

設
工

事
統

計
調

査
4
.縮

小
調

査
員

調
査

を
実

施
せ

ず
、

郵
送

に
よ

る
調

査
と

し
た

。
△

 3
2

一
般

2
5

2
総

務
課

〇
経

済
セ

ン
サ

ス
4
.縮

小
調

査
員

調
査

の
方

法
を

変
更

し
た

こ
と

に
伴

う
調

査
員

報
酬

の
減

額
。

△
 5

,3
1
4

一
般

2
6

3
市

民
活

動
推

進
課

〇
市

民
文

化
会

館
の

管
理

運
営

3
.継

続
施

設
使

用
料

の
取

消
及

び
公

演
・展

覧
会

の
開

催
の

た
め

の
施

設
使

用
料

の
減

額
制

度
（
令

和
２

年
６

月
７

日
～

）
に

伴
う

還
付

金
の

増
額

。
1
0
,0

5
2

一
般

2
6

3
市

民
活

動
推

進
課

〇
芸

能
劇

場
の

管
理

運
営

3
.継

続
施

設
使

用
料

の
取

消
及

び
公

演
・展

覧
会

の
開

催
の

た
め

の
施

設
使

用
料

の
減

額
制

度
（
令

和
２

年
６

月
７

日
～

）
に

伴
う

還
付

金
の

増
額

。
2
,5

4
7

一
般

2
6

3
市

民
活

動
推

進
課

〇
公

会
堂

の
管

理
運

営
3
.継

続
施

設
使

用
料

の
取

消
及

び
公

演
・展

覧
会

の
開

催
の

た
め

の
施

設
使

用
料

の
減

額
制

度
（
令

和
２

年
６

月
７

日
～

）
に

伴
う

還
付

金
の

増
額

。
1
,4

1
0

一
般

2
6

3
市

民
活

動
推

進
課

〇
ス

イ
ン

グ
ホ

ー
ル

の
管

理
運

営
3
.継

続
施

設
使

用
料

の
取

消
及

び
公

演
・展

覧
会

の
開

催
の

た
め

の
施

設
使

用
料

の
減

額
制

度
（
令

和
２

年
６

月
７

日
～

）
に

伴
う

還
付

金
の

増
額

。
1
,2

5
7

一
般

2
6

3
市

民
活

動
推

進
課

〇
吉

祥
寺

美
術

館
の

管
理

運
営

3
.継

続
施

設
使

用
料

の
取

消
及

び
公

演
・展

覧
会

の
開

催
の

た
め

の
施

設
使

用
料

の
減

額
制

度
（
令

和
２

年
６

月
７

日
～

）
に

伴
う

還
付

金
の

増
額

。
3
4
9

一
般

2
6

3
市

民
活

動
推

進
課

〇
吉

祥
寺

シ
ア

タ
ー

の
管

理
運

営
3
.継

続
施

設
使

用
料

の
取

消
及

び
公

演
・展

覧
会

の
開

催
の

た
め

の
施

設
使

用
料

の
減

額
制

度
（
令

和
２

年
６

月
７

日
～

）
に

伴
う

還
付

金
の

増
額

。
4
,3

4
3

一
般

2
6

3
市

民
活

動
推

進
課

〇
か

た
ら

い
の

道
　

市
民

ス
ペ

ー
ス

の
管

理
運

営
3
.継

続
施

設
使

用
料

の
取

消
及

び
公

演
・展

覧
会

の
開

催
の

た
め

の
施

設
使

用
料

の
減

額
制

度
（
令

和
２

年
６

月
７

日
～

）
に

伴
う

還
付

金
の

増
額

。
4
8

■
歳
出
（
民
生
費
）

会
計

款
項

目
課

名
大

事
業

名
区

分
内

　
　

容
影

響
額

(千
円

)

一
般

3
1

1
地

域
支

援
課

〇
一

般
管

理
経

費
4
.縮

小
保

護
司

会
及

び
武

蔵
野

赤
十

字
奉

仕
団

の
活

動
が

大
幅

に
縮

小
し

た
こ

と
に

よ
る

減
額

。
△

 2
,0

0
2

一
般

3
1

1
地

域
支

援
課

〇
一

般
管

理
経

費
5
.中

止
・
延

期
保

護
司

会
及

び
武

蔵
野

赤
十

字
奉

仕
団

管
外

研
修

の
中

止
に

伴
う

減
額

。
△

 7
2
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会
計

款
項

目
課

名
大

事
業

名
区

分
内

　
　

容
影

響
額

(千
円

)

一
般

3
1

1
地

域
支

援
課

〇
民

生
・
児

童
委

員
（
社

会
福

祉
協

力
員

）
事

業
4
.縮

小
民

生
児

童
委

員
管

外
研

修
が

中
止

と
な

っ
た

こ
と

に
よ

る
減

額
。

△
 3

,6
1
7

一
般

3
1

1
地

域
支

援
課

〇
住

民
税

非
課

税
世

帯
等

臨
時

特
別

給
付

金
事

業
1
.新

規
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

影
響

が
長

期
化

す
る

中
、

様
々

な
困

難
に

直
面

し
た

方
々

が
、

速
や

か
に

生
活

・
暮

ら
し

の
支

援
を

受
け

ら
れ

る
よ

う
、

住
民

税
非

課
税

世
帯

等
に

対
し

１
世

帯
あ

た
り

1
0
万

円
の

給
付

金
支

給
事

業
を

実
施

し
た

。
1
,2

5
4
,3

7
9

一
般

3
1

2
障

害
者

福
祉

課
〇

一
般

管
理

経
費

2
.拡

充
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
ワ

ク
チ

ン
接

種
に

関
す

る
情

報
等

を
提

供
す

る
た

め
、

広
報

誌
「
つ

な
が

り
・
こ

こ
ろ

の
つ

な
が

り
」
の

臨
時

号
を

発
行

し
た

。
1
4
1

一
般

3
1

2
障

害
者

福
祉

課
〇

一
般

管
理

経
費

3
.継

続
障

害
者

サ
ー

ビ
ス

を
実

施
す

る
事

業
所

に
対

し
て

、
P

C
R

検
査

等
費

用
を

助
成

し
た

。
3
,9

7
3

一
般

3
1

2
障

害
者

福
祉

課
〇

み
ど

り
の

こ
ど

も
館

管
理

運
営

事
業

4
.縮

小
み

ど
り

の
こ

ど
も

館
　

お
も

ち
ゃ

の
ぐ

る
り

ん
（
地

域
開

放
型

事
業

）の
一

部
イ

ベ
ン

ト
等

に
つ

い
て

開
催

を
見

合
わ

せ
た

こ
と

に
よ

る
減

額
。

△
 7

3
2

一
般

3
1

2
障

害
者

福
祉

課
〇

シ
ョ

ー
ト

ス
テ

イ
事

業
4
.縮

小
障

害
者

(児
)シ

ョ
ー

ト
ス

テ
イ

事
業

に
つ

い
て

、
　

在
宅

障
害

者
(児

)の
緊

急
一

時
入

所
、

体
験

入
所

等
及

び
レ

ス
パ

イ
ト

(介
護

者
等

の
休

養
)短

期
入

所
(シ

ョ
ー

ト
ス

テ
イ

)の
受

入
数

を
縮

小
し

た
こ

と
に

よ
る

減
額

。
△

 3
,4

2
4

一
般

3
1

2
障

害
者

福
祉

課
〇

精
神

障
害

者
援

護
事

業
3
.継

続
外

出
自

粛
等

に
よ

り
メ

ン
タ

ル
ヘ

ル
ス

の
問

題
を

抱
え

る
市

民
の

増
加

が
見

込
ま

れ
る

こ
と

か
ら

電
話

相
談

の
回

数
を

増
加

す
る

対
応

を
継

続
し

た
。

1
,0

0
0

一
般

3
1

3
高

齢
者

支
援

課
〇

敬
老

記
念

事
業

5
.中

止
・
延

期
敬

老
福

祉
の

集
い

の
中

止
に

伴
う

減
額

。
△

 5
,8

9
8

一
般

3
1

3
高

齢
者

支
援

課
〇

敬
老

記
念

事
業

6
.代

替
友

愛
訪

問
を

中
止

し
、

敬
老

祝
品

の
郵

送
を

実
施

し
た

。
1
8
,1

2
7

一
般

3
1

3
高

齢
者

支
援

課
〇

老
人

ク
ラ

ブ
関

係
事

業
4
.縮

小
シ

ル
バ

ー
ス

ポ
ー

ツ
大

会
、

芸
能

文
化

祭
（
芸

能
の

部
）
、

高
齢

者
タ

ブ
レ

ッ
ト

教
室

、
シ

ル
バ

ー
シ

テ
ィ

プ
ラ

ン
推

進
事

業
の

一
部

を
中

止
し

た
こ

と
に

よ
る

減
額

。
△

 1
,7

2
7

一
般

3
1

3
高

齢
者

支
援

課
〇

老
人

ク
ラ

ブ
関

係
事

業
4
.縮

小
各

単
位

老
人

ク
ラ

ブ
が

事
業

の
一

部
を

中
止

又
は

延
期

し
た

こ
と

に
よ

る
減

額
。

△
 9

,0
2
9

一
般

3
1

3
高

齢
者

支
援

課
〇

社
会

参
加

促
進

事
業

3
.継

続
令

和
２

年
度

に
引

き
続

き
、

い
き

い
き

サ
ロ

ン
に

対
し

て
感

染
症

対
策

費
補

助
金

を
支

給
し

た
。

1
,7

9
0

一
般

3
1

3
高

齢
者

支
援

課
〇

社
会

参
加

促
進

事
業

4
.縮

小
各

い
き

い
き

サ
ロ

ン
が

活
動

を
休

止
、

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

一
部

を
中

止
し

た
こ

と
に

よ
る

減
額

。
△

 2
,2

7
4
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円

)

一
般

3
1

3
高

齢
者

支
援

課
〇

社
会

参
加

促
進

事
業

5
.中

止
・
延

期
シ

ル
バ

ー
ス

ポ
ー

ツ
大

会
の

中
止

に
伴

う
減

額
。

△
 1

,0
6
2

一
般

3
1

3
高

齢
者

支
援

課
〇

移
送

サ
ー

ビ
ス

事
業

3
.継

続
令

和
２

年
度

に
引

き
続

き
、

レ
モ

ン
キ

ャ
ブ

の
運

行
協

力
員

を
対

象
と

す
る

感
染

症
に

備
え

た
保

険
に

加
入

す
る

と
と

も
に

、
感

染
症

対
策

用
品

を
購

入
し

て
車

両
に

配
備

し
た

。
5
,5

2
4

一
般

3
1

3
高

齢
者

支
援

課
〇

テ
ン

ミ
リ

オ
ン

ハ
ウ

ス
事

業
1
.新

規
テ

ン
ミ

リ
オ

ン
ハ

ウ
ス

に
対

し
て

感
染

症
対

策
費

補
助

金
を

支
給

し
た

。
8
0
0

一
般

3
1

3
高

齢
者

支
援

課
〇

テ
ン

ミ
リ

オ
ン

ハ
ウ

ス
事

業
4
.縮

小
各

テ
ン

ミ
リ

オ
ン

ハ
ウ

ス
が

開
館

時
間

を
短

縮
、

利
用

定
員

を
制

限
、

事
業

の
一

部
を

中
止

し
た

こ
と

に
よ

る
減

額
。

△
 7

,0
1
9

一
般

3
1

3
高

齢
者

支
援

課
〇

高
齢

者
日

常
生

活
支

援
事

業
3
.継

続
介

護
者

が
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
に

感
染

し
た

こ
と

に
よ

り
介

護
者

不
在

と
な

る
場

合
、

ま
た

高
齢

者
本

人
が

感
染

し
自

宅
療

養
と

な
っ

た
場

合
に

も
対

応
で

き
る

よ
う

レ
ス

キ
ュ

ー
ヘ

ル
パ

ー
事

業
を

継
続

し
て

実
施

し
た

。
6
2
2

一
般

3
1

3
高

齢
者

支
援

課
〇

認
知

症
高

齢
者

支
援

事
業

4
.縮

小
認

知
症

相
談

事
業

に
つ

い
て

、
認

知
症

を
知

る
月

間
の

認
知

症
相

談
会

は
中

止
し

た
。

ま
た

、
認

知
症

サ
ポ

ー
タ

ー
ス

テ
ッ

プ
ア

ッ
プ

講
座

は
回

数
を

減
ら

し
て

実
施

し
た

。
施

設
介

護
サ

ポ
ー

タ
ー

事
業

は
養

成
研

修
は

実
施

せ
ず

、
受

入
事

業
は

屋
外

で
の

作
業

の
み

実
施

し
た

。
△

 2
,9

3
3

一
般

3
1

3
高

齢
者

支
援

課
〇

高
齢

者
総

合
セ

ン
タ

ー
管

理
運

営
事

業
4
.縮

小
社

会
活

動
セ

ン
タ

ー
は

受
講

募
集

人
数

を
減

ら
し

た
こ

と
、

デ
イ

サ
ー

ビ
ス

は
利

用
自

粛
等

に
よ

り
利

用
者

数
が

減
少

し
た

こ
と

に
よ

る
減

額
。

△
 2

,3
1
8

一
般

3
1

3
高

齢
者

支
援

課
〇

北
町

高
齢

者
セ

ン
タ

ー
管

理
運

営
事

業
3
.継

続
令

和
２

年
度

に
引

き
続

き
、

地
域

子
育

て
支

援
拠

点
実

施
施

設
に

対
し

、
感

染
拡

大
防

止
に

必
要

な
経

費
に

充
て

る
た

め
の

費
用

を
補

助
し

た
。

3
0
0

一
般

3
1

3
高

齢
者

支
援

課
〇

介
護

保
険

事
業

4
.縮

小
ケ

ア
リ

ン
ピ

ッ
ク

武
蔵

野
20

21
を

W
E
B

配
信

で
開

催
し

た
こ

と
に

よ
る

減
額

。
△

 1
,0

3
2

一
般

3
1

3
住

宅
対

策
課

〇
福

祉
型

民
間

ア
パ

ー
ト

借
上

事
業

5
.中

止
・
延

期
L
S

A
派

遣
業

務
等

の
う

ち
、

集
会

室
及

び
清

岳
苑

ア
ク

テ
ィ

ビ
テ

ィ
業

務
を

中
止

し
た

こ
と

に
よ

る
減

額
。

△
 8

9
6

一
般

3
2

1
子

ど
も

育
成

課
〇

認
可

外
保

育
施

設
助

成
事

業
3
.継

続
市

内
認

証
保

育
所

等
に

対
し

て
、

職
員

が
感

染
症

対
策

の
徹

底
を

図
り

な
が

ら
保

育
を

継
続

的
に

実
施

し
て

い
く
た

め
に

必
要

な
経

費
に

係
る

補
助

金
を

支
給

し
た

。
8
,4

4
4

一
般

3
2

1
子

ど
も

育
成

課
〇

認
可

外
保

育
施

設
助

成
事

業
3
.継

続
市

の
要

請
や

同
意

を
受

け
て

臨
時

休
園

し
た

場
合

、
ま

た
は

児
童

が
登

園
自

粛
し

た
日

数
に

応
じ

て
、

保
育

料
を

軽
減

し
た

認
証

保
育

所
に

対
し

て
補

助
金

を
交

付
し

た
。

4
,6

0
9

一
般

3
2

1
子

ど
も

育
成

課
〇

認
可

外
保

育
施

設
助

成
事

業
3
.継

続
保

育
所

等
の

臨
時

休
園

等
に

伴
う

ベ
ビ

ー
シ

ッ
タ

ー
利

用
支

援
事

業
（
都

事
業

）の
利

用
者

に
つ

い
て

、
ベ

ビ
ー

シ
ッ

タ
ー

が
利

用
者

宅
ま

で
通

う
た

め
の

交
通

費
に

つ
い

て
補

助
を

行
っ

た
。

2
1
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一
般

3
2

1
子

ど
も

子
育

て
支

援
課

〇
子

ど
も

・
子

育
て

支
援

事
業

1
.新

規
市

民
社

協
の

委
託

事
業

に
お

い
て

行
う

子
ど

も
・コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
食

堂
へ

の
運

営
費

助
成

に
つ

い
て

、
東

京
都

に
よ

る
取

組
み

加
算

の
追

加
に

伴
い

、
配

食
・
宅

食
実

施
に

対
し

て
も

助
成

し
た

。
※

子
ど

も
の

支
援

に
係

る
地

域
連

携
強

化
事

業
委

託
（
東

京
都

子
供

食
堂

推
進

事
業

）
9
,7

7
4

一
般

3
2

1
子

ど
も

子
育

て
支

援
課

〇
子

ど
も

・
子

育
て

支
援

事
業

3
.継

続
小

学
校

の
臨

時
休

業
等

に
よ

り
子

育
て

支
援

事
業

を
利

用
し

た
場

合
に

利
用

料
相

当
額

を
助

成
し

た
。

※
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
対

策
臨

時
休

業
時

利
用

補
助

金
1
9
4

一
般

3
2

1
子

ど
も

子
育

て
支

援
課

〇
子

ど
も

・
子

育
て

支
援

事
業

4
.縮

小
ベ

ビ
ー

カ
ー

貸
出

し
サ

ー
ビ

ス
に

つ
い

て
、

一
部

窓
口

で
の

貸
出

し
を

中
止

す
る

な
ど

、
事

業
内

容
を

一
部

縮
小

し
て

実
施

し
た

。
△

 3
,9

7
9

一
般

3
2

1
子

ど
も

子
育

て
支

援
課

〇
子

ど
も

・
子

育
て

支
援

事
業

5
.中

止
・
延

期
子

育
て

フ
ェ

ス
テ

ィ
バ

ル
に

つ
い

て
、

現
地

で
の

開
催

を
中

止
し

た
。

△
 3

1
5

一
般

3
2

1
子

ど
も

子
育

て
支

援
課

〇
子

ど
も

・
子

育
て

支
援

事
業

6
.代

替
子

育
て

フ
ェ

ス
テ

ィ
バ

ル
に

つ
い

て
、

現
地

開
催

の
代

替
と

し
て

、
ゆ

り
か

ご
・
む

さ
し

の
フ

ェ
ス

テ
ィ

バ
ル

と
合

同
で

、
特

設
サ

イ
ト

を
構

築
し

、
オ

ン
ラ

イ
ン

形
式

で
実

施
し

た
。

5
8
6

一
般

3
2

1
子

ど
も

子
育

て
支

援
課

〇
０

１
２

３
施

設
の

管
理

運
営

3
.継

続
令

和
２

年
度

に
引

き
続

き
、

地
域

子
育

て
支

援
拠

点
実

施
施

設
に

対
し

、
感

染
拡

大
防

止
に

必
要

な
経

費
に

充
て

る
た

め
の

費
用

を
補

助
し

た
。

△
 6

,3
1
8

一
般

3
2

1
子

ど
も

子
育

て
支

援
課

〇
す

く
す

く
施

設
事

業
3
.継

続
令

和
２

年
度

に
引

き
続

き
、

地
域

子
育

て
支

援
拠

点
実

施
施

設
に

対
し

、
感

染
拡

大
防

止
に

必
要

な
経

費
に

充
て

る
た

め
の

費
用

を
補

助
し

た
。

△
 4

8
9

一
般

3
2

1
子

ど
も

子
育

て
支

援
課

〇
民

間
子

育
て

支
援

施
設

事
業

3
.継

続
令

和
２

年
度

に
引

き
続

き
、

地
域

子
育

て
支

援
拠

点
実

施
施

設
に

対
し

、
感

染
拡

大
防

止
に

必
要

な
経

費
に

充
て

る
た

め
の

費
用

を
補

助
し

た
。

△
 3

,8
5
4

一
般

3
2

1
子

ど
も

子
育

て
支

援
課

〇
子

育
て

世
帯

生
活

支
援

特
別

給
付

金
事

業
1
.新

規
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

影
響

を
踏

ま
え

、
1
8歳

ま
で

の
児

童
（
障

害
児

の
場

合
は

2
0
歳

未
満

）
を

養
育

す
る

低
所

得
の

ひ
と

り
親

世
帯

（
児

童
扶

養
手

当
受

給
者

等
）
及

び
ひ

と
り

親
世

帯
以

外
の

低
所

得
の

子
育

て
世

帯
（
市

民
税

均
等

割
が

非
課

税
等

）
に

対
し

、
対

象
児

童
一

人
あ

た
り

５
万

円
の

子
育

て
世

帯
生

活
支

援
特

別
給

付
金

を
支

給
し

た
。

9
8
,6

1
7

一
般

3
2

1
子

ど
も

子
育

て
支

援
課

〇
子

ど
も

子
育

て
支

援
特

別
給

付
金

事
業

1
.新

規
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

影
響

を
踏

ま
え

、
令

和
２

年
度

に
実

施
し

た
国

の
特

別
定

額
給

付
金

事
業

及
び

都
の

出
産

応
援

事
業

の
い

ず
れ

に
も

対
象

と
な

ら
な

か
っ

た
児

童
を

養
育

す
る

世
帯

に
対

し
、

対
象

児
童

一
人

あ
た

り
1
0
万

円
の

子
ど

も
子

育
て

支
援

特
別

給
付

金
を

市
独

自
で

支
給

し
た

。
7
7
,0

3
1

一
般

3
2

1
子

ど
も

子
育

て
支

援
課

〇
子

育
て

世
帯

等
臨

時
特

別
支

援
事

業
1
.新

規
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

影
響

等
を

踏
ま

え
、

所
得

が
児

童
手

当
（
本

則
給

付
）相

当
の

1
8歳

ま
で

の
児

童
を

養
育

す
る

子
育

て
世

帯
に

対
し

、
対

象
児

童
一

人
あ

た
り

1
0
万

円
の

子
育

て
世

帯
へ

の
臨

時
特

別
給

付
金

を
支

給
し

た
。

1
,2

7
0
,0

0
8

一
般

3
2

2
子

ど
も

育
成

課
〇

保
育

所
等

運
営

委
託

・
給

付
事

業
3
.継

続
市

内
認

可
保

育
施

設
に

対
し

て
、

職
員

が
感

染
症

対
策

の
徹

底
を

図
り

な
が

ら
保

育
を

継
続

的
に

実
施

し
て

い
く
た

め
に

必
要

な
経

費
に

係
る

補
助

金
を

支
給

し
た

。
1
9
,6

1
9

一
般

3
2

4
子

ど
も

育
成

課
〇

市
立

保
育

園
運

営
事

業
3
.継

続
市

立
保

育
園

に
対

し
て

、
職

員
が

感
染

症
対

策
の

徹
底

を
図

り
な

が
ら

保
育

を
継

続
的

に
実

施
し

て
い

く
た

め
に

必
要

な
消

耗
品

を
購

入
し

た
。

2
,3

9
6
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会
計

款
項

目
課

名
大

事
業

名
区

分
内

　
　

容
影

響
額

(千
円

)

一
般

3
2

6
児

童
青

少
年

課
〇

児
童

館
の

管
理

運
営

4
.縮

小
乳

幼
児

対
象

事
業

の
う

ち
、

業
務

委
託

に
よ

り
実

施
し

て
い

る
「
ち

び
っ

こ
ラ

ン
ド

ニ
ャ

ン
・
３

・
シ

ー
」
及

び
「
お

は
な

し
ひ

ろ
ば

」
を

各
１

回
ず

つ
縮

小
し

た
。

△
 2

3

一
般

3
2

6
児

童
青

少
年

課
〇

児
童

館
の

管
理

運
営

5
.中

止
・
延

期
来

館
者

対
象

事
業

で
あ

る
「ワ

ー
イ

！
こ

ど
も

の
日

」
、

「
じ

ど
う

か
ん

ま
つ

り
」、

「
夏

期
行

事
」
を

中
止

し
た

こ
と

に
よ

る
減

額
。

△
 2

8
0

一
般

3
2

6
児

童
青

少
年

課
〇

児
童

館
の

管
理

運
営

6
.代

替
来

館
者

対
象

事
業

で
あ

る
「ワ

ー
イ

！
こ

ど
も

の
日

」
を

中
止

し
し

た
が

、
５

月
５

日
（祝

）
は

開
館

し
、

特
別

な
あ

そ
び

や
工

作
を

行
っ

た
。

ま
た

、
「
じ

ど
う

か
ん

ま
つ

り
」
の

代
替

事
業

と
し

て
、

来
館

者
を

対
象

に
「
ゲ

ー
ム

の
日

」
を

実
施

し
た

。
1
1
0

一
般

3
3

1
生

活
福

祉
課

〇
生

活
困

窮
者

自
立

支
援

事
業

3
.継

続
自

立
相

談
支

援
機

関
の

強
化

体
制

を
継

続
す

る
と

と
も

に
、

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

な
ど

に
よ

る
生

活
困

窮
者

へ
の

市
独

自
の

支
援

策
と

し
て

、
生

活
困

窮
者

住
居

契
約

更
新

料
給

付
金

、
生

活
困

窮
者

特
別

就
職

支
援

金
の

支
給

を
行

っ
た

。
1
2
3
,3

8
2

一
般

3
3

1
生

活
福

祉
課

〇
生

活
困

窮
者

自
立

支
援

金
支

給
事

業
1
.新

規

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

に
よ

る
影

響
が

長
期

化
す

る
中

で
、

特
例

貸
付

を
利

用
で

き
な

い
世

帯
に

対
し

、
就

労
に

よ
る

自
立

を
図

る
た

め
、

ま
た

そ
れ

が
困

難
な

場
合

に
円

滑
に

生
活

保
護

の
受

給
へ

つ
な

げ
る

た
め

、
令

和
３

年
７

月
か

ら
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
生

活
困

窮
者

自
立

支
援

金
の

支
給

を
開

始
し

、
公

共
職

業
安

定
所

の
求

職
申

込
等

を
通

じ
て

常
用

就
職

を
目

指
す

活
動

を
支

援
し

た
。

5
6
,2

8
8

■
歳
出
（
衛
生
費
）

会
計

款
項

目
課

名
大

事
業

名
区

分
内

　
　

容
影

響
額

(千
円

)

一
般

4
1

1
健

康
課

〇
一

般
管

理
経

費
3
.継

続
武

蔵
野

市
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
対

策
専

門
家

会
議

を
開

催
し

た
。

1
5
2

一
般

4
1

1
健

康
課

〇
母

子
保

健
事

業
3
.継

続
乳

幼
児

健
康

診
査

（３
～

４
か

月
児

、
１

歳
６

か
月

児
、

３
歳

児
健

康
診

査
）
の

回
数

増
（
１

回
当

た
り

の
呼

び
出

し
人

数
の

縮
小

の
た

め
）

1
,0

8
1

一
般

4
1

1
健

康
課

〇
母

子
保

健
事

業
4
.縮

小
ゆ

り
か

ご
む

さ
し

の
フ

ェ
ス

テ
ィ

バ
ル

を
、

子
ど

も
子

育
て

支
援

課
と

合
同

で
、

子
育

て
・
ゆ

り
か

ご
フ

ェ
ス

テ
ィ

バ
ル

と
し

て
オ

ン
ラ

イ
ン

で
開

催
し

た
。

△
 1

,0
3
7

一
般

4
1

1
健

康
課

〇
母

子
保

健
事

業
4
.縮

小
こ

う
の

と
り

学
級

の
平

日
ク

ラ
ス

を
中

止
し

、
同

学
級

の
内

容
の

動
画

コ
ン

テ
ン

ツ
を

作
成

し
て

土
曜

日
ク

ラ
ス

申
込

者
に

事
前

視
聴

動
画

と
し

て
配

信
し

た
。

△
 7

3
3

一
般

4
1

1
健

康
課

〇
休

日
診

療
2
.拡

充
休

日
診

療
に

つ
い

て
、

年
末

年
始

に
お

け
る

医
療

体
制

を
拡

充
し

た
。

6
1
7

一
般

4
1

2
健

康
課

〇
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

ワ
ク

チ
ン

接
種

事
業

1
.新

規
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

拡
大

を
防

止
し

、
市

民
の

生
命

及
び

健
康

を
守

る
た

め
に

ワ
ク

チ
ン

の
接

種
を

行
っ

た
。

1
,7

6
4
,7

9
5

一
般

4
1

2
健

康
課

〇
感

染
症

予
防

対
策

事
業

1
.新

規
自

宅
療

養
者

医
療

支
援

体
制

の
整

備
（パ

ル
ス

オ
キ

シ
メ

ー
タ

ー
、

酸
素

濃
縮

器
等

）
2
,2

7
9

一
般

4
1

2
健

康
課

〇
感

染
症

予
防

対
策

事
業

3
.継

続
感

染
症

予
防

対
策

衛
生

用
品

の
整

備
（医

療
機

関
等

）
9
,5

2
4
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会
計

款
項

目
課

名
大

事
業

名
区

分
内

　
　

容
影

響
額

(千
円

)

一
般

4
1

2
健

康
課

〇
歯

科
衛

生
事

業
5
.中

止
・
延

期
よ

い
歯

の
つ

ど
い

、
無

料
の

口
腔

健
康

診
査

を
中

止
し

た
こ

と
に

よ
る

減
額

。
△

 2
,8

4
4

一
般

4
1

3
下

水
道

課
〇

水
環

境
等

対
策

推
進

事
業

4
.縮

小
臭

気
抑

制
対

策
助

成
金

に
つ

い
て

、
地

域
活

動
等

が
自

粛
さ

れ
た

こ
と

に
伴

う
減

額
。

△
 1

,5
0
0

一
般

4
1

3
下

水
道

課
〇

水
環

境
等

対
策

推
進

事
業

4
.縮

小
雨

水
浸

透
施

設
助

成
金

に
つ

い
て

、
戸

別
訪

問
P

R
活

動
を

自
粛

し
た

こ
と

に
伴

う
減

額
。

△
 1

8
,1

8
4

一
般

4
1

3
環

境
政

策
課

〇
環

境
啓

発
施

設
事

業
4
.縮

小
ワ

ク
チ

ン
接

種
会

場
開

設
等

に
よ

る
各

種
施

設
周

知
イ

ベ
ン

ト
、

体
験

事
業

も
の

づ
く
り

工
房

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
等

の
縮

小
、

並
び

に
環

境
の

学
校

フ
ィ

ー
ル

ド
ワ

ー
ク

及
び

小
学

生
施

設
見

学
バ

ス
借

上
げ

を
中

止
し

た
こ

と
等

に
よ

る
減

額
△

 3
,9

2
0

一
般

4
1

3
環

境
政

策
課

〇
害

虫
等

駆
除

対
策

事
業

5
.中

止
・
延

期
ね

ず
み

侵
入

防
止

対
策

講
習

会
の

中
止

に
伴

う
減

額
。

△
 2

0

一
般

4
2

1
ご

み
総

合
対

策
課

〇
一

般
管

理
経

費
5
.中

止
・
延

期
三

多
摩

は
一

つ
な

り
交

流
事

業
・
容

リ
法

中
間

処
理

施
設

ベ
ー

ル
品

質
調

査
を

中
止

し
た

こ
と

に
よ

る
減

額
。

△
 8

7
6

一
般

4
2

2
ご

み
総

合
対

策
課

〇
ご

み
減

量
と

資
源

化
推

進
事

業
4
.縮

小
ク

リ
ー

ン
む

さ
し

の
を

推
進

す
る

会
補

助
金

に
つ

い
て

、
活

動
の

縮
小

に
よ

る
補

助
金

の
減

額
.。

△
 5

0
0

一
般

4
2

2
ご

み
総

合
対

策
課

〇
ご

み
減

量
と

資
源

化
推

進
事

業
4
.縮

小
む

さ
し

の
青

空
市

中
止

等
に

伴
い

、
ク

リ
ー

ン
む

さ
し

の
を

推
進

す
る

会
へ

の
委

託
事

業
を

縮
小

し
た

こ
と

に
よ

る
減

額
。

△
 2

8
3

一
般

4
2

2
ご

み
総

合
対

策
課

〇
ご

み
減

量
と

資
源

化
推

進
事

業
5
.中

止
・
延

期
ご

み
ゼ

ロ
デ

ー
及

び
一

斉
清

掃
の

中
止

に
伴

う
減

額
。

△
 7

3
0

一
般

4
2

2
ご

み
総

合
対

策
課

〇
ご

み
減

量
と

資
源

化
推

進
事

業
5
.中

止
・
延

期
３

R
環

境
講

座
及

び
夏

休
み

ご
み

探
検

隊
を

中
止

し
た

こ
と

に
よ

る
減

額
。

△
 9

6
0

一
般

4
2

4
ご

み
総

合
対

策
課

〇
一

般
管

理
経

費
4
.縮

小
環

境
健

康
診

断
の

検
査

項
目

の
一

部
実

施
を

取
り

止
め

た
こ

と
に

よ
る

減
額

。
△

 4
4
2

一
般

4
2

4
ご

み
総

合
対

策
課

〇
一

般
管

理
経

費
5
.中

止
・
延

期
武

蔵
野

ク
リ

ー
ン

セ
ン

タ
ー

運
営

協
議

会
で

実
施

し
て

い
る

委
員

研
修

及
び

バ
ス

研
修

を
中

止
し

た
こ

と
に

よ
る

減
額

。
△

 6
6
2
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■
歳
出
（
農
業
費
）

会
計

款
項

目
課

名
大

事
業

名
区

分
内

　
　

容
影

響
額

(千
円

)

一
般

6
1

1
産

業
振

興
課

〇
農

業
委

員
会

の
運

営
5
.中

止
・
延

期
農

産
物

品
評

会
の

中
止

に
伴

う
減

額
。

△
 1

4

一
般

6
1

1
産

業
振

興
課

〇
農

業
委

員
会

の
運

営
5
.中

止
・
延

期
農

業
会

議
会

長
視

察
研

修
の

中
止

に
伴

う
減

額
。

（
リ

モ
ー

ト
会

議
で

実
施

）
△

 1
0
2

一
般

6
1

1
産

業
振

興
課

〇
農

業
委

員
会

の
運

営
5
.中

止
・
延

期
北

多
摩

地
区

農
業

委
員

会
会

長
研

修
の

中
止

に
伴

う
減

額
。

△
 4

5

一
般

6
1

3
産

業
振

興
課

〇
農

業
振

興
事

業
5
.中

止
・
延

期
農

産
物

品
評

会
・う

ど
品

評
会

の
中

止
に

伴
う

減
額

。
△

 1
,5

4
6

一
般

6
1

3
産

業
振

興
課

〇
農

業
振

興
事

業
5
.中

止
・
延

期
農

業
関

係
団

体
に

よ
る

事
業

の
中

止
及

び
縮

小
に

伴
う

補
助

金
等

の
減

額
。

△
 5

4
6

一
般

6
1

3
産

業
振

興
課

〇
農

業
振

興
事

業
5
.中

止
・
延

期
農

業
交

流
活

性
化

支
援

事
業

の
中

止
に

伴
う

減
額

。
△

 1
5
0

■
歳
出
（
商
工
費
）

会
計

款
項

目
課

名
大

事
業

名
区

分
内

　
　

容
影

響
額

(千
円

)

一
般

7
1

2
産

業
振

興
課

〇
商

工
振

興
事

業
2
.拡

充
商

店
街

チ
ャ

レ
ン

ジ
戦

略
支

援
事

業
費

補
助

金
に

つ
い

て
、

Ｒ
３

よ
り

新
た

に
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
感

染
拡

大
防

止
の

た
め

「
商

店
街

地
域

力
向

上
事

業
」
が

拡
充

し
、

1
9
商

店
会

が
申

請
し

た
こ

と
に

よ
る

増
額

。
8
,1

3
8

一
般

7
1

2
産

業
振

興
課

〇
商

工
振

興
事

業
4
.縮

小
チ

ャ
レ

ン
ジ

戦
略

支
援

事
業

費
補

助
金

に
つ

い
て

、
当

初
予

定
し

て
い

た
イ

ベ
ン

ト
1
7
事

業
の

う
ち

、
４

事
業

を
中

止
し

、
１

事
業

を
縮

小
し

て
実

施
し

た
。

△
 8

,6
4
2

一
般

7
1

2
産

業
振

興
課

〇
商

工
振

興
事

業
4
.縮

小
企

画
提

案
型

商
業

活
性

化
事

業
に

つ
い

て
、

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の
影

響
に

よ
り

、
申

請
が

例
年

よ
り

少
な

か
っ

た
こ

と
に

よ
る

減
額

。
△

 3
,2

0
6

一
般

7
1

2
産

業
振

興
課

〇
商

工
振

興
事

業
5
.中

止
・
延

期
武

蔵
野

市
商

店
会

連
合

会
補

助
金

の
う

ち
イ

ベ
ン

ト
助

成
に

つ
い

て
は

、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

影
響

に
よ

り
申

請
が

無
か

っ
た

こ
と

に
よ

る
減

額
。

△
 4

0
0

一
般

7
1

2
産

業
振

興
課

〇
利

子
補

給
等

事
業

2
.拡

充
令

和
３

年
度

中
の

事
業

資
金

特
別

融
資

又
は

小
口

零
細

事
業

資
金

特
別

融
資

の
申

請
に

つ
い

て
、

売
上

減
少

の
比

較
期

間
を

「
前

年
同

期
」
か

ら
「
１

年
前

か
ら

３
年

前
の

い
ず

れ
か

の
同

期
」
と

し
た

。
※

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の
影

響
以

外
も

含
む

5
0
,6

1
0
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会
計

款
項

目
課

名
大

事
業

名
区

分
内

　
　

容
影

響
額

(千
円

)

一
般

7
1

2
産

業
振

興
課

〇
中

小
企

業
者

等
追

加
経

済
対

策
事

業
3
.継

続

令
和

２
年

度
に

実
施

し
た

緊
急

経
済

対
策

に
つ

い
て

、
そ

の
効

果
を

検
証

す
る

と
と

も
に

、
得

ら
れ

た
知

見
を

、
市

の
産

業
振

興
施

策
に

引
き

続
き

活
用

し
、

コ
ロ

ナ
禍

に
お

け
る

新
た

な
経

済
対

策
の

検
討

に
資

す
る

こ
と

を
目

的
と

し
て

調
査

を
実

施
し

た
。

さ
ら

に
、

令
和

２
年

度
に

引
き

続
き

、
商

店
会

活
性

出
店

支
援

金
事

業
を

継
続

し
た

。

8
5
,6

2
9

一
般

7
1

2
産

業
振

興
課

〇
く
ら

し
地

域
応

援
券

事
業

3
.継

続
緊

急
経

済
対

策
と

し
て

、
市

民
へ

の
生

活
支

援
と

市
内

事
業

者
支

援
を

目
的

に
、

5
,5

0
0
円

分
の

割
引

券
を

在
住

市
民

全
員

に
配

付
す

る
く
ら

し
地

域
応

援
券

事
業

を
実

施
し

た
。

8
5
3
,8

8
3

一
般

7
1

2
産

業
振

興
課

〇
中

小
企

業
者

等
特

別
支

援
金

事
業

1
.新

規
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

影
響

に
よ

り
、

事
業

収
入

等
が

減
少

し
て

い
る

事
業

者
に

対
し

て
特

別
支

援
金

を
給

付
し

た
。

5
6
,8

8
2

一
般

7
1

2
産

業
振

興
課

〇
キ

ャ
ッ

シ
ュ

レ
ス

決
済

に
よ

る
ポ

イ
ン

ト
還

元
事

業
1
.新

規
緊

急
経

済
対

策
と

し
て

、
期

間
中

市
内

対
象

店
舗

で
d
払

い
と

au
P

A
Y

で
買

い
物

を
す

る
と

最
大

2
0
％

の
ポ

イ
ン

ト
を

還
元

す
る

事
業

を
実

施
し

た
。

8
8
,9

4
9

一
般

7
1

3
産

業
振

興
課

〇
消

費
生

活
セ

ン
タ

ー
の

運
営

事
業

5
.中

止
・
延

期
悪

質
商

法
被

害
防

止
街

頭
キ

ャ
ン

ペ
ー

ン
や

消
費

生
活

講
座

バ
ス

見
学

会
等

の
中

止
に

よ
る

減
額

。
△

 5
7
2

一
般

7
1

3
産

業
振

興
課

〇
消

費
生

活
セ

ン
タ

ー
の

運
営

事
業

6
.代

替
悪

質
商

法
被

害
防

止
街

頭
キ

ャ
ン

ペ
ー

ン
の

中
止

に
伴

う
代

替
事

業
と

し
て

、
消

費
生

活
講

座
の

中
で

映
画

を
上

映
し

た
こ

と
に

よ
る

増
額

。
4

一
般

7
1

3
産

業
振

興
課

〇
青

空
市

事
業

5
.中

止
・
延

期
む

さ
し

の
青

空
市

を
中

止
に

し
た

こ
と

に
よ

る
減

額
。

△
 4

,4
6
6

■
歳
出
（
土
木
費
）

会
計

款
項

目
課

名
大

事
業

名
区

分
内

　
　

容
影

響
額

(千
円

)

一
般

8
1

2
交

通
企

画
課

〇
交

通
安

全
対

策
事

業
4
.縮

小
自

転
車

街
頭

点
検

整
備

等
業

務
お

よ
び

児
童

自
転

車
点

検
整

備
業

務
の

一
部

を
中

止
し

た
こ

と
に

伴
う

減
額

。
△

 2
8
6

一
般

8
1

2
交

通
企

画
課

〇
交

通
安

全
対

策
事

業
5
.中

止
・
延

期
バ

ス
借

上
料

に
つ

い
て

、
交

通
安

全
協

会
や

地
域

交
通

安
全

活
動

推
進

委
員

の
バ

ス
研

修
が

中
止

と
な

っ
た

こ
と

に
よ

る
減

額
。

△
 3

5
0

一
般

8
1

2
交

通
企

画
課

〇
自

転
車

対
策

事
業

4
.縮

小
自

転
車

安
全

利
用

講
習

会
に

つ
い

て
、

例
年

学
校

等
で

実
施

し
て

い
た

出
張

講
習

を
実

施
し

な
か

っ
た

こ
と

に
よ

る
回

数
減

に
伴

う
減

額
。

△
 1

,2
7
3

一
般

8
3

1
ま

ち
づ

く
り

推
進

課
〇

一
般

管
理

経
費

1
.新

規
都

市
計

画
マ

ス
タ

ー
プ

ラ
ン

の
改

定
時

期
を

、
当

初
予

定
し

て
い

た
令

和
２

年
度

末
か

ら
令

和
３

年
度

に
延

期
し

た
こ

と
に

よ
る

増
額

。
3
,1

4
6

一
般

8
5

1
緑

の
ま

ち
推

進
課

〇
緑

化
推

進
事

業
4
.縮

小
森

の
市

民
講

座
な

ど
一

部
の

事
業

を
中

止
し

た
こ

と
に

伴
う

減
額

。
△

 5
8
2
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会
計

款
項

目
課

名
大

事
業

名
区

分
内

　
　

容
影

響
額

(千
円

)

一
般

8
5

1
緑

の
ま

ち
推

進
課

〇
緑

化
推

進
事

業
4
.縮

小
森

林
整

備
啓

発
事

業
（
二

俣
尾

・
武

蔵
野

市
民

の
森

活
用

）
の

一
部

事
業

中
止

に
伴

う
減

額
。

△
 3

1
2

一
般

8
5

1
緑

の
ま

ち
推

進
課

〇
緑

化
推

進
事

業
4
.縮

小
緑

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

団
体

イ
ベ

ン
ト

縮
小

・
中

止
に

伴
う

助
成

金
の

減
額

。
△

 6
3
4

一
般

8
5

1
緑

の
ま

ち
推

進
課

〇
緑

化
推

進
事

業
5
.中

止
・
延

期
関

前
公

園
か

い
ぼ

り
中

止
に

伴
う

緑
化

啓
発

イ
ベ

ン
ト

企
画

・
運

営
委

託
費

の
減

額
。

△
 3

0

■
歳
出
（
消
防
費
）

会
計

款
項

目
課

名
大

事
業

名
区

分
内

　
　

容
影

響
額

(千
円

)

一
般

9
1

2
防

災
課

〇
一

般
管

理
経

費
5
.中

止
・
延

期
消

防
団

幹
部

研
修

、
酒

田
市

消
防

団
春

期
消

防
演

習
視

察
、

酒
田

市
消

防
団

出
初

式
視

察
の

中
止

に
伴

う
減

額
。

△
 1

,6
1
4

一
般

9
1

2
防

災
課

〇
出

初
式

等
開

催
事

業
4
.縮

小
消

防
団

出
初

式
の

会
場

を
武

蔵
野

陸
上

競
技

場
に

変
更

し
、

縮
小

開
催

と
し

た
。

△
 8

9
4

一
般

9
1

4
防

災
課

〇
防

災
訓

練
事

業
4
.縮

小
水

防
訓

練
を

中
止

し
、

関
係

機
関

の
個

別
訓

練
と

し
た

こ
と

に
よ

る
減

額
。

△
 5

9
0

一
般

9
1

4
防

災
課

〇
防

災
訓

練
事

業
4
.縮

小
吉

祥
寺

駅
周

辺
帰

宅
困

難
者

対
策

訓
練

に
つ

い
て

、
規

模
を

縮
小

し
て

実
施

し
た

こ
と

に
よ

る
減

額
。

△
 3

7
5

一
般

9
1

4
防

災
課

〇
防

災
訓

練
事

業
4
.縮

小
総

合
防

災
訓

練
を

、
規

模
を

縮
小

し
て

実
施

し
た

こ
と

に
よ

る
減

額
。

△
 2

3
2

一
般

9
1

4
防

災
課

〇
防

災
訓

練
事

業
5
.中

止
・
延

期
は

ら
っ

ぱ
防

災
フ

ェ
ス

タ
む

さ
し

の
を

中
止

し
た

こ
と

に
よ

る
減

額
。

△
 1

,5
2
3

■
歳
出
（
教
育
費
）

会
計

款
項

目
課

名
大

事
業

名
区

分
内

　
　

容
影

響
額

(千
円

)

一
般

1
0

1
3

指
導

課
〇

教
職

員
研

修
・
研

究
4
.縮

小
講

師
を

招
聘

す
る

研
修

会
・
研

究
会

の
減

少
に

よ
り

、
報

償
費

や
補

助
金

の
執

行
が

減
っ

た
こ

と
に

よ
る

減
額

。
△

 4
,3

7
6

一
般

1
0

1
3

指
導

課
〇

児
童

生
徒

指
導

4
.縮

小
部

活
動

の
中

止
や

制
限

に
よ

る
指

導
時

間
の

減
、

水
泳

指
導

時
数

の
減

な
ど

に
よ

る
減

額
。

△
 2

9
,3

8
3

一
般

1
0

1
3

指
導

課
〇

児
童

生
徒

指
導

5
.中

止
・
延

期
児

童
・生

徒
に

よ
る

オ
リ

ン
ピ

ッ
ク

・
パ

ラ
リ

ン
ピ

ッ
ク

観
戦

を
中

止
し

た
こ

と
に

よ
る

減
額

。
△

 2
,9

9
0
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会
計

款
項

目
課

名
大

事
業

名
区

分
内

　
　

容
影

響
額

(千
円

)

一
般

1
0

1
3

指
導

課
〇

一
般

教
育

指
導

5
.中

止
・
延

期
友

好
都

市
（
富

山
県

南
砺

市
利

賀
村

）
と

児
童

の
交

流
事

業
（
訪

問
・来

訪
）
を

中
止

し
た

こ
と

に
よ

る
減

額
。

△
 1

,8
7
6

一
般

1
0

1
3

指
導

課
〇

情
報

教
育

指
導

1
.新

規
オ

ン
ラ

イ
ン

授
業

の
増

加
に

よ
る

教
員

向
け

学
習

者
用

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

の
バ

ッ
テ

リ
ー

消
耗

に
対

応
す

る
た

め
、

充
電

用
ア

ダ
プ

タ
ー

を
追

加
購

入
し

た
。

1
,1

8
0

一
般

1
0

1
3

指
導

課
〇

セ
カ

ン
ド

ス
ク

ー
ル

4
.縮

小
事

業
の

中
止

・
延

期
実

施
、

泊
数

を
減

ら
し

て
の

短
縮

実
施

、
実

施
地

を
変

更
し

た
代

替
学

習
を

行
っ

た
。

全
3
0
回

の
う

ち
、

当
初

予
定

ど
お

り
実

施
０

回
、

延
期

実
施

２
回

、
延

期
短

縮
実

施
1
7
回

、
短

縮
実

施
１

回
、

代
替

学
習

７
回

、
中

止
３

回
。

△
 9

9
,1

9
3

一
般

1
0

1
3

指
導

課
〇

特
色

あ
る

教
育

活
動

の
奨

励
事

業
4
.縮

小
講

師
招

聘
を

行
う

教
育

活
動

や
給

食
を

用
い

た
交

流
会

の
減

少
に

よ
り

、
謝

礼
金

と
食

糧
費

の
執

行
が

減
っ

た
こ

と
に

よ
る

減
額

。
△

 2
,0

0
2

一
般

1
0

2
1

教
育

企
画

課
〇

校
舎

等
施

設
維

持
管

理
（
小

学
校

）
3
.継

続
令

和
２

年
度

に
引

き
続

き
、

感
染

拡
大

の
防

止
及

び
教

職
員

に
よ

る
消

毒
作

業
の

負
担

を
軽

減
す

る
た

め
、

放
課

後
の

消
毒

業
務

を
（公

社
）
シ

ル
バ

ー
人

材
セ

ン
タ

ー
に

委
託

し
た

。
1
5
,5

5
6

一
般

1
0

2
2

指
導

課
〇

移
動

教
室

4
.縮

小
全

日
程

を
延

期
し

、
泊

数
を

２
泊

か
ら

１
泊

に
縮

小
し

て
実

施
し

た
こ

と
に

よ
る

減
額

。
△

 2
,0

1
4

一
般

1
0

2
2

指
導

課
〇

一
般

教
育

振
興

事
業

（
小

学
校

）
5
.中

止
・
延

期
小

学
校

演
劇

鑑
賞

教
室

、
ジ

ュ
ニ

ア
バ

ン
ド

ジ
ョ

イ
ン

ト
コ

ン
サ

ー
ト

、
青

少
年

コ
ー

ラ
ス

ジ
ョ

イ
ン

ト
コ

ン
サ

ー
ト

を
中

止
し

た
こ

と
に

よ
る

減
額

。
△

 3
,1

6
8

一
般

1
0

2
3

教
育

支
援

課
〇

一
般

管
理

経
費

（
小

学
校

）
3
.継

続
感

染
リ

ス
ク

を
最

小
限

に
し

な
が

ら
円

滑
に

教
育

活
動

を
継

続
す

る
た

め
、

必
要

な
物

品
を

購
入

し
た

。
6
,8

2
2

一
般

1
0

3
1

教
育

企
画

課
〇

校
舎

等
施

設
維

持
管

理
（
中

学
校

）
3
.継

続
令

和
２

年
度

に
引

き
続

き
、

感
染

拡
大

の
防

止
及

び
教

職
員

に
よ

る
消

毒
作

業
の

負
担

を
軽

減
す

る
た

め
、

放
課

後
の

消
毒

業
務

を
（公

社
）
シ

ル
バ

ー
人

材
セ

ン
タ

ー
に

委
託

し
た

。
1
0
,4

5
6

一
般

1
0

3
2

指
導

課
〇

修
学

旅
行

6
.代

替
全

日
程

を
中

止
し

、
保

護
者

が
旅

行
会

社
へ

支
払

う
キ

ャ
ン

セ
ル

料
を

市
が

負
担

し
た

。
4
,8

1
5

一
般

1
0

3
2

指
導

課
〇

一
般

教
育

振
興

事
業

（
中

学
校

）
5
.中

止
・
延

期
中

学
校

連
合

音
楽

会
、

市
内

中
学

校
陸

上
競

技
大

会
を

中
止

し
た

こ
と

に
よ

る
減

額
。

△
 1

,2
5
0

一
般

1
0

3
3

教
育

支
援

課
〇

一
般

管
理

経
費

（
中

学
校

）
3
.継

続
感

染
リ

ス
ク

を
最

小
限

に
し

な
が

ら
円

滑
に

教
育

活
動

を
継

続
す

る
た

め
、

必
要

な
物

品
を

購
入

し
た

。
1
,7

6
5

一
般

1
0

4
1

教
育

支
援

課
〇

特
別

支
援

教
育

推
進

5
.中

止
・
延

期
就

学
相

談
に

関
す

る
説

明
会

の
中

止
に

よ
り

、
託

児
委

託
を

実
施

し
な

か
っ

た
た

め
。

△
 3

6
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会
計

款
項

目
課

名
大

事
業

名
区

分
内

　
　

容
影

響
額

(千
円

)

一
般

1
0

4
2

教
育

支
援

課
〇

知
的

障
害

学
級

運
営

5
.中

止
・
延

期
オ

リ
ン

ピ
ッ

ク
・パ

ラ
リ

ン
ピ

ッ
ク

観
戦

を
中

止
し

た
こ

と
に

よ
る

減
額

。
△

 3
9
4

一
般

1
0

5
1

生
涯

学
習

ス
ポ

ー
ツ

課
〇

学
級

・
講

座
開

催
事

業
5
.中

止
・
延

期
親

子
de

サ
イ

エ
ン

ス
（
高

学
年

）等
の

中
止

に
よ

る
減

額
お

よ
び

生
涯

学
習

事
業

費
補

助
金

の
応

募
数

減
に

よ
り

、
交

付
事

業
が

２
件

だ
け

と
な

っ
た

こ
と

に
よ

る
減

額
。

△
 6

,1
5
2

一
般

1
0

5
1

生
涯

学
習

ス
ポ

ー
ツ

課
〇

市
民

文
化

祭
事

業
4
.縮

小
一

部
イ

ベ
ン

ト
を

中
止

し
た

こ
と

に
よ

る
減

額
。

△
 3

,1
5
9

一
般

1
0

5
1

生
涯

学
習

ス
ポ

ー
ツ

課
〇

未
来

を
ひ

ら
く
は

た
ち

の
つ

ど
い

4
.縮

小
「
未

来
を

ひ
ら

く
は

た
ち

の
つ

ど
い

」
を

参
加

者
入

替
制

の
２

回
開

催
と

し
た

上
で

、
事

業
を

縮
小

し
て

開
催

し
た

こ
と

に
よ

る
減

額
。

※
な

お
、

前
年

度
会

場
開

催
中

止
と

な
っ

た
対

象
者

向
け

の
代

替
事

業
分

を
含

む
△

 1
,6

7
5

一
般

1
0

5
1

生
涯

学
習

ス
ポ

ー
ツ

課
〇

文
化

財
保

護
普

及
事

業
4
.縮

小
む

さ
し

の
ば

や
し

チ
ビ

ッ
コ

教
室

を
一

部
中

止
し

た
こ

と
に

よ
る

減
額

。
△

 4
6
9

一
般

1
0

5
1

生
涯

学
習

ス
ポ

ー
ツ

課
〇

武
蔵

野
ふ

る
さ

と
歴

史
館

の
管

理
運

営
1
.新

規
講

演
会

の
W

E
B

開
催

・歴
史

館
大

学
の

一
部

W
E
B

開
催

の
た

め
の

配
信

準
備

を
行

っ
た

た
め

の
増

額
。

2
5
1

一
般

1
0

5
1

生
涯

学
習

ス
ポ

ー
ツ

課
〇

社
会

教
育

関
係

団
体

等
育

成
援

助
事

業
4
.縮

小
講

師
謝

礼
及

び
バ

ス
借

上
料

補
助

金
の

申
請

が
減

少
し

た
こ

と
に

よ
る

減
額

。
△

 5
,3

2
8

一
般

1
0

5
1

生
涯

学
習

ス
ポ

ー
ツ

課
〇

市
民

芸
術

文
化

協
会

育
成

事
業

4
.縮

小
芸

術
文

化
講

座
の

中
止

、
自

主
イ

ベ
ン

ト
の

一
部

中
止

に
よ

る
減

額
。

△
 1

,4
0
0

一
般

1
0

5
1

生
涯

学
習

ス
ポ

ー
ツ

課
〇

学
校

開
放

事
業

4
.縮

小
国

・
都

の
措

置
に

応
じ

て
開

放
中

止
や

開
放

条
件

の
制

限
を

設
け

て
実

施
し

た
こ

と
に

よ
る

減
額

。
△

 2
,6

3
6

一
般

1
0

5
1

生
涯

学
習

ス
ポ

ー
ツ

課
〇

武
蔵

野
地

域
学

長
懇

談
会

事
業

4
.縮

小
五

大
学

寄
付

講
座

の
一

部
中

止
、

五
大

学
正

規
科

目
聴

講
料

補
助

金
の

申
請

減
及

び
学

長
懇

談
会

の
中

止
に

よ
る

減
額

。
△

 5
,1

0
9

一
般

1
0

5
1

生
涯

学
習

ス
ポ

ー
ツ

課
〇

土
曜

学
校

事
業

4
.縮

小
サ

イ
エ

ン
ス

ク
ラ

ブ
や

ピ
タ

ゴ
ラ

ス
ク

ラ
ブ

等
の

応
募

人
数

・
回

数
を

縮
小

し
、

開
催

し
た

こ
と

に
よ

る
減

額
。

△
 9

7
6

一
般

1
0

5
1

生
涯

学
習

ス
ポ

ー
ツ

課
〇

子
ど

も
文

化
・
ス

ポ
ー

ツ
・
体

験
活

動
団

体
支

援
事

業
4
.縮

小
子

ど
も

文
化

・
ス

ポ
ー

ツ
・
体

験
活

動
団

体
支

援
事

業
費

補
助

金
応

募
数

減
に

よ
る

減
額

。
△

 2
,7

7
5

一
般

1
0

5
2

図
書

館
〇

一
般

管
理

経
費

3
.継

続
手

指
消

毒
用

ア
ル

コ
ー

ル
等

の
消

耗
品

を
購

入
し

た
。

4
9
4

一
般

1
0

5
2

図
書

館
〇

一
般

管
理

経
費

5
.中

止
・
延

期
図

書
館

運
営

委
員

会
委

員
の

視
察

の
中

止
に

よ
る

減
額

。
△

 1
2
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会
計

款
項

目
課

名
大

事
業

名
区

分
内

　
　

容
影

響
額

(千
円

)

一
般

1
0

5
3

生
涯

学
習

ス
ポ

ー
ツ

課
〇

市
民

会
館

自
主

事
業

4
.縮

小
「
親

と
子

の
教

室
」
の

回
数

を
減

ら
し

て
実

施
し

た
こ

と
に

よ
る

減
額

。
△

 3
0
4

一
般

1
0

5
4

生
涯

学
習

ス
ポ

ー
ツ

課
〇

一
般

管
理

経
費

（
武

蔵
野

プ
レ

イ
ス

）
4
.縮

小
一

部
の

事
業

を
中

止
、

ま
た

は
日

程
・
定

員
等

を
変

更
し

て
実

施
し

た
こ

と
に

よ
る

指
定

管
理

委
託

料
の

減
額

。
△

 2
9
,4

7
8

一
般

1
0

6
1

生
涯

学
習

ス
ポ

ー
ツ

課
〇

市
民

体
育

大
会

事
業

4
.縮

小
春

の
市

民
体

育
大

会
、

秋
の

市
民

体
育

祭
に

つ
い

て
、

一
部

の
競

技
を

中
止

し
た

こ
と

に
よ

る
減

額
。

△
 3

,0
9
6

一
般

1
0

6
1

生
涯

学
習

ス
ポ

ー
ツ

課
〇

各
種

体
育

事
業

4
.縮

小
フ

ァ
ミ

リ
ー

ス
ポ

ー
ツ

フ
ェ

ア
、

市
民

ス
ポ

ー
ツ

フ
ェ

ス
テ

ィ
バ

ル
、

各
種

大
会

選
手

派
遣

事
業

等
が

中
止

と
な

っ
た

こ
と

に
よ

る
減

額
。

△
 4

,7
1
0

一
般

1
0

6
2

生
涯

学
習

ス
ポ

ー
ツ

課
〇

体
育

施
設

一
般

管
理

経
費

4
.縮

小
体

育
施

設
の

休
場

、
開

場
時

間
短

縮
等

に
伴

う
ス

ポ
ー

ツ
教

室
事

業
、

イ
ベ

ン
ト

な
ど

の
中

止
に

よ
る

指
定

管
理

料
の

減
額

。
△

 1
2
4
,0

6
6

一
般

1
0

6
3

生
涯

学
習

ス
ポ

ー
ツ

課
〇

市
民

ス
ポ

ー
ツ

デ
ー

事
業

4
.縮

小
５

、
９

、
10

、
２

月
の

実
施

中
止

に
よ

る
減

額
。

△
 8

7
5

一
般

1
0

6
3

生
涯

学
習

ス
ポ

ー
ツ

課
〇

四
中

温
水

プ
ー

ル
開

放
事

業
4
.縮

小
学

校
施

設
開

放
（団

体
開

放
）
は

1
1
月

の
み

実
施

（
通

常
は

４
～

1
1
月

）
し

、
夏

季
の

個
人

開
放

を
中

止
と

し
た

こ
と

に
よ

る
減

額
。

△
 5

,0
7
7

■
歳
出
（
国
民
健
康
保
険
事
業
会
計
）

会
計

款
項

目
課

名
大

事
業

名
区

分
内

　
　

容
影

響
額

(千
円

)

国
保

2
7

1
保

険
年

金
課

〇
傷

病
手

当
金

3
.継

続
コ

ロ
ナ

感
染

に
よ

り
給

与
所

得
が

減
少

し
た

国
保

加
入

者
の

傷
病

手
当

金
の

支
給

（
令

和
２

年
度

か
ら

の
継

続
実

施
）

1
,0

2
9

■
歳
出
（
介
護
保
険
事
業
会
計
）

会
計

款
項

目
課

名
大

事
業

名
区

分
内

　
　

容
影

響
額

(千
円

)

介
護

3
1

1
高

齢
者

支
援

課
〇

一
般

介
護

予
防

事
業

費
3
.継

続
介

護
普

及
啓

発
事

業
で

従
来

の
リ

ー
フ

レ
ッ

ト
の

作
成

に
加

え
、

令
和

２
年

度
に

作
成

し
た

在
宅

で
で

き
る

フ
レ

イ
ル

予
防

動
画

の
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
へ

の
掲

載
を

継
続

し
た

。
1
9
8

介
護

3
1

1
高

齢
者

支
援

課
〇

一
般

介
護

予
防

事
業

費
5
.中

止
・
延

期
高

齢
者

食
事

学
事

業
の

料
理

講
習

会
等

を
休

止
し

た
こ

と
に

よ
る

減
額

。
△

 1
,9

2
8

介
護

3
1

1
高

齢
者

支
援

課
〇

一
般

介
護

予
防

事
業

費
6
.代

替
高

齢
者

食
事

学
事

業
の

料
理

講
習

会
等

の
休

止
の

代
替

と
し

て
、

高
齢

者
向

け
の

レ
シ

ピ
と

栄
養

に
関

す
る

知
識

を
掲

載
し

た
チ

ラ
シ

の
発

行
や

、
高

齢
者

向
け

レ
シ

ピ
動

画
の

配
信

を
実

施
し

た
。

5
1
5

介
護

3
1

1
高

齢
者

支
援

課
〇

包
括

的
支

援
事

業
・
任

意
事

業
費

5
.中

止
・
延

期
家

族
介

護
支

援
事

業
に

つ
い

て
、

緊
急

事
態

宣
言

期
間

中
は

原
則

休
止

し
た

こ
と

に
加

え
、

一
部

の
事

業
所

で
事

業
を

中
止

し
た

こ
と

に
よ

る
減

額
。

△
 8

2
3
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令
和
３
年
度
決
算
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
額
に
つ
い
て
（
歳
入
の
内
訳
）

■
歳
入
（
一
般
会
計
）

会
計

款
歳

入
科

目
名

称
（
細

節
）

課
名

内
　

　
容

影
響

額
(千

円
)

一
般

1
都

市
計

画
税

（現
年

課
税

分
）

市
民

税
課

税
率

を
１

/２
に

す
る

減
税

措
置

等
（
令

和
３

年
度

に
限

る
）
。

△
 1

,3
6
0
,5

3
8

一
般

1
市

民
税

（
個

人
）

納
税

課
徴

収
猶

予
に

よ
る

収
入

未
済

（猶
予

中
）
。

△
 7

,8
1
1

一
般

1
市

民
税

（
法

人
）

納
税

課
徴

収
猶

予
に

よ
る

収
入

未
済

（猶
予

中
）
。

△
 3

9
2

一
般

1
固

定
資

産
税

（土
地

家
屋

）
納

税
課

徴
収

猶
予

に
よ

る
収

入
未

済
（猶

予
中

）
。

△
 1

,4
3
9

一
般

1
固

定
資

産
税

（償
却

資
産

）
納

税
課

徴
収

猶
予

に
よ

る
収

入
未

済
（猶

予
中

）
。

△
 9

6

一
般

1
都

市
計

画
税

納
税

課
徴

収
猶

予
に

よ
る

収
入

未
済

（猶
予

中
）
。

△
 1

8
0

一
般

12
民

間
保

育
所

等
利

用
者

負
担

（保
育

料
）
徴

収
金

　
現

年
度

分
子

ど
も

育
成

課
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

影
響

に
よ

り
欠

席
し

た
日

数
に

応
じ

、
保

育
料

を
減

額
。

△
 6

,5
7
2

一
般

13
自

然
の

村
使

用
料

児
童

青
少

年
課

開
村

期
間

の
調

整
短

縮
に

よ
る

利
用

料
の

減
収

。
△

 1
,2

0
6

一
般

13
市

民
文

化
会

館
使

用
料

市
民

活
動

推
進

課
施

設
使

用
の

取
消

及
び

公
演

・展
覧

会
の

開
催

の
た

め
の

施
設

使
用

料
の

減
額

制
度

（令
和

２
年

６
月

７
日

～
）に

よ
る

使
用

料
収

入
額

の
減

。
△

 7
,9

0
5

一
般

13
芸

能
劇

場
使

用
料

市
民

活
動

推
進

課
施

設
使

用
の

取
消

及
び

公
演

・展
覧

会
の

開
催

の
た

め
の

施
設

使
用

料
の

減
額

制
度

（令
和

２
年

６
月

７
日

～
）に

よ
る

使
用

料
収

入
額

の
減

。
△

 1
,2

0
8

一
般

13
公

会
堂

使
用

料
市

民
活

動
推

進
課

施
設

使
用

の
取

消
及

び
公

演
・展

覧
会

の
開

催
の

た
め

の
施

設
使

用
料

の
減

額
制

度
（令

和
２

年
６

月
７

日
～

）に
よ

る
使

用
料

収
入

額
の

減
。

△
 1

,0
5
3

一
般

13
ス

イ
ン

グ
ホ

ー
ル

使
用

料
市

民
活

動
推

進
課

施
設

使
用

の
取

消
及

び
公

演
・展

覧
会

の
開

催
の

た
め

の
施

設
使

用
料

の
減

額
制

度
（令

和
２

年
６

月
７

日
～

）に
よ

る
使

用
料

収
入

額
の

減
。

△
 1

,0
9
8

一
般

13
吉

祥
寺

美
術

館
観

覧
料

市
民

活
動

推
進

課
施

設
閉

館
（
令

和
３

年
４

月
25

日
か

ら
５

月
3
1日

ま
で

）
等

に
よ

る
観

覧
料

収
入

の
減

額
。

△
 1

8
3

一
般

13
吉

祥
寺

美
術

館
使

用
料

市
民

活
動

推
進

課
施

設
使

用
の

取
消

及
び

公
演

・展
覧

会
の

開
催

の
た

め
の

施
設

使
用

料
の

減
額

制
度

（令
和

２
年

６
月

７
日

～
）に

よ
る

使
用

料
収

入
額

の
減

。
△

 2
5
8
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会
計

款
歳

入
科

目
名

称
（
細

節
）

課
名

内
　

　
容

影
響

額
(千

円
)

一
般

13
商

工
会

館
施

設
使

用
料

産
業

振
興

課
緊

急
事

態
宣

言
等

に
よ

る
貸

会
議

室
利

用
の

減
少

及
び

使
用

料
の

全
額

還
付

に
よ

る
減

額
。

△
 2

,3
9
7

一
般

13
松

露
庵

使
用

料
市

民
活

動
推

進
課

緊
急

事
態

宣
言

等
に

よ
る

施
設

使
用

の
減

少
に

よ
る

使
用

料
収

入
の

減
額

。
△

 4
8
9

一
般

13
吉

祥
寺

シ
ア

タ
ー

使
用

料
市

民
活

動
推

進
課

施
設

使
用

の
取

消
及

び
公

演
・展

覧
会

の
開

催
の

た
め

の
施

設
使

用
料

の
減

額
制

度
（令

和
２

年
６

月
７

日
～

）に
よ

る
使

用
料

収
入

額
の

減
。

△
 1

,4
4
4

一
般

13
か

た
ら

い
の

道
　

市
民

ス
ペ

ー
ス

使
用

料
市

民
活

動
推

進
課

施
設

使
用

の
取

消
及

び
公

演
・展

覧
会

の
開

催
の

た
め

の
施

設
使

用
料

の
減

額
制

度
（令

和
２

年
６

月
７

日
～

）に
よ

る
使

用
料

収
入

額
の

減
。

△
 1

0
3

一
般

13
男

女
平

等
推

進
セ

ン
タ

ー
会

議
室

使
用

料
市

民
活

動
推

進
課

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
防

止
を

事
由

と
し

た
会

議
室

予
約

取
消

に
対

す
る

使
用

料
を

還
付

し
た

。
△

 2

一
般

13
公

立
保

育
所

利
用

者
負

担
（保

育
料

）徴
収

金
　

現
年

度
分

子
ど

も
育

成
課

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の
影

響
に

よ
り

欠
席

し
た

日
数

に
応

じ
、

保
育

料
を

減
額

。
△

 7
0
3

一
般

13
市

民
会

館
使

用
料

生
涯

学
習

ス
ポ

ー
ツ

課
開

館
時

間
短

縮
の

た
め

の
利

用
自

粛
に

よ
る

施
設

使
用

料
の

減
収

。
△

 2
1
5

一
般

13
ひ

と
・ま

ち
・情

報
創

造
館

　
武

蔵
野

プ
レ

イ
ス

使
用

料
生

涯
学

習
ス

ポ
ー

ツ
課

武
蔵

野
プ

レ
イ

ス
の

開
館

時
間

短
縮

・
貸

出
施

設
定

員
制

限
に

よ
る

施
設

使
用

料
の

減
額

。
※

影
響

額
の

算
出

が
難

し
く
、

減
額

を
見

込
ん

だ
上

で
令

和
３

年
度

予
算

を
策

定
し

て
い

た
た

め
、

影
響

額
と

し
て

は
令

和
２

年
度

と
令

和
３

年
度

の
予

算
額

の
差

額
を

表
示

し
て

い
る

。
△

 1
1
,9

9
9

一
般

13
保

健
体

育
施

設
使

用
料

生
涯

学
習

ス
ポ

ー
ツ

課
市

立
体

育
施

設
の

休
場

、
開

場
時

間
短

縮
、

人
数

制
限

に
よ

る
減

収
。

△
 1

5
,2

6
3

一
般

14
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

ワ
ク

チ
ン

接
種

対
策

費
負

担
金

健
康

課
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

ワ
ク

チ
ン

接
種

事
業

に
対

す
る

国
の

負
担

金
。

1
,0

1
5,

0
7
0

一
般

14
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
対

応
地

方
創

生
臨

時
交

付
金

企
画

調
整

課
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
に

対
す

る
地

方
公

共
団

体
の

取
組

み
を

支
援

す
る

た
め

の
補

助
金

。
4
7
5
,2

6
4

一
般

14
保

育
対

策
総

合
支

援
事

業
費

補
助

金
子

ど
も

育
成

課
市

内
認

可
保

育
施

設
等

に
対

し
て

、
職

員
が

感
染

症
対

策
の

徹
底

を
図

り
な

が
ら

保
育

を
継

続
的

に
実

施
し

て
い

く
た

め
に

必
要

な
経

費
に

か
か

る
補

助
金

の
増

額
。

1
5
,0

1
1

一
般

14
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
セ

ー
フ

テ
ィ

ネ
ッ

ト
強

化
交

付
金

（児
童

福
祉

費
）

子
ど

も
子

育
て

支
援

課
子

育
て

世
帯

生
活

支
援

特
別

給
付

金
事

業
に

伴
う

事
業

費
に

関
す

る
国

庫
補

助
金

の
増

額
。

1
3
6
,5

5
7

一
般

14
子

育
て

世
帯

等
臨

時
特

別
支

援
事

業
費

補
助

金
子

ど
も

子
育

て
支

援
課

子
育

て
世

帯
等

臨
時

特
別

支
援

事
業

に
伴

う
事

業
費

に
関

す
る

国
庫

補
助

金
の

増
額

。
1
,4

1
7,

3
8
3

一
般

14
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
セ

ー
フ

テ
ィ

ネ
ッ

ト
強

化
交

付
金

（生
活

保
護

費
）

生
活

福
祉

課
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
生

活
困

窮
者

自
立

支
援

金
の

支
給

に
か

か
る

交
付

金
。

7
5
,7

0
8
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会
計

款
歳

入
科

目
名

称
（
細

節
）

課
名

内
　

　
容

影
響

額
(千

円
)

一
般

14
住

民
税

非
課

税
世

帯
等

臨
時

特
別

給
付

金
地

域
支

援
課

住
民

税
非

課
税

世
帯

等
臨

時
特

別
給

付
金

事
業

に
係

る
事

務
費

に
対

す
る

補
助

金
の

増
額

。
5
5
,6

9
5

一
般

14
住

民
税

非
課

税
世

帯
等

臨
時

特
別

給
付

金
地

域
支

援
課

住
民

税
非

課
税

世
帯

等
臨

時
特

別
給

付
金

事
業

に
係

る
事

業
費

に
対

す
る

補
助

金
の

増
額

。
1
,2

1
5,

0
0
0

一
般

14
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

ワ
ク

チ
ン

接
種

体
制

確
保

事
業

費
補

助
金

健
康

課
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

ワ
ク

チ
ン

接
種

体
制

を
確

保
す

る
た

め
の

経
費

に
対

す
る

補
助

金
。

1
,3

6
5,

5
9
7

一
般

14
学

校
・
家

庭
・地

域
連

携
協

力
推

進
事

業
費

補
助

金
指

導
課

セ
カ

ン
ド

ス
ク

ー
ル

に
つ

い
て

、
中

止
・延

期
実

施
、

泊
数

を
減

ら
し

て
の

短
縮

実
施

、
実

施
地

を
変

更
し

た
代

替
学

習
が

行
わ

れ
た

結
果

、
補

助
対

象
経

費
が

減
少

し
た

。
△

 1
8
,0

1
1

一
般

14
学

校
保

健
特

別
対

策
事

業
費

補
助

金
教

育
支

援
課

各
学

校
が

感
染

症
対

策
を

徹
底

し
な

が
ら

、
児

童
生

徒
の

学
習

保
障

を
す

る
た

め
の

取
組

み
を

実
施

す
る

に
当

た
り

、
学

校
教

育
活

動
の

円
滑

な
運

営
を

支
援

す
る

経
費

の
補

助
。

1
2
,0

4
1

一
般

14
文

化
芸

術
振

興
費

補
助

金
生

涯
学

習
ス

ポ
ー

ツ
課

文
化

施
設

の
感

染
拡

大
予

防
・活

動
支

援
環

境
整

備
の

た
め

の
消

耗
品

・
備

品
等

の
購

入
費

に
関

す
る

補
助

金
。

5
4

一
般

15
東

京
2
02

0大
会

開
催

関
連

事
業

費
補

助
金

企
画

調
整

課
事

業
縮

小
・
中

止
な

ど
に

よ
る

減
額

。
△

 9
,3

7
4

一
般

15
私

立
幼

稚
園

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

対
策

事
業

費
補

助
金

子
ど

も
育

成
課

私
立

幼
稚

園
に

対
し

て
、

子
供

を
安

心
し

て
育

て
る

こ
と

が
で

き
る

環
境

を
整

備
す

る
こ

と
を

目
的

と
し

て
補

助
金

を
交

付
す

る
た

め
増

額
。

2
,1

9
8

一
般

15
区

市
町

村
と

の
共

同
に

よ
る

感
染

拡
大

防
止

対
策

推
進

事
業

費
補

助
金

安
全

対
策

課
自

宅
療

養
者

等
に

対
す

る
食

料
品

・日
用

品
等

の
支

援
及

び
来

街
者

や
市

民
に

対
す

る
感

染
拡

大
防

止
の

た
め

の
啓

発
に

関
す

る
補

助
金

の
増

額
。

1
7
,7

7
8

一
般

15
区

市
町

村
と

の
共

同
に

よ
る

感
染

拡
大

防
止

対
策

推
進

事
業

費
補

助
金

高
齢

者
支

援
課

Ｐ
Ｃ

Ｒ
検

査
等

の
感

染
拡

大
防

止
対

策
事

業
に

か
か

る
補

助
金

。
2
2
,1

6
6

一
般

15
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
に

対
応

し
た

自
殺

防
止

対
策

事
業

補
助

金
健

康
課

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

に
対

応
す

る
た

め
に

拡
充

し
た

自
殺

防
止

対
策

事
業

に
対

す
る

補
助

金
。

2
,0

4
6

一
般

15
在

宅
要

介
護

者
の

受
入

体
制

整
備

事
業

補
助

金
高

齢
者

支
援

課
感

染
症

対
応

レ
ス

キ
ュ

ー
ヘ

ル
パ

ー
に

か
か

る
補

助
金

。
6
2
2

一
般

15
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
に

よ
る

保
育

施
設

等
の

臨
時

休
園

等
に

対
す

る
支

援
事

業
補

助
金

子
ど

も
育

成
課

認
証

保
育

所
に

対
し

て
、

市
の

要
請

や
同

意
を

受
け

て
臨

時
休

園
し

た
場

合
や

児
童

が
登

園
自

粛
し

た
日

数
に

応
じ

て
保

育
料

を
軽

減
し

た
場

合
の

経
費

に
か

か
る

都
補

助
金

。
2
,0

0
0

一
般

15
保

育
所

等
の

臨
時

休
園

等
に

伴
う

ベ
ビ

ー
シ

ッ
タ

ー
利

用
支

援
事

業
交

通
費

補
助

金
子

ど
も

育
成

課
保

育
所

等
の

臨
時

休
園

等
に

伴
う

ベ
ビ

ー
シ

ッ
タ

ー
利

用
支

援
事

業
（都

事
業

）の
利

用
者

に
つ

い
て

、
ベ

ビ
ー

シ
ッ

タ
ー

が
利

用
者

宅
ま

で
通

う
た

め
の

交
通

費
補

助
に

か
か

る
都

補
助

金
。

9
5

一
般

15
生

活
困

窮
者

自
立

支
援

機
能

強
化

事
業

補
助

金
生

活
福

祉
課

自
立

相
談

支
援

機
関

の
強

化
及

び
市

独
自

事
業

の
事

務
費

に
か

か
る

補
助

金
。

4
,9

8
4
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会
計

款
歳

入
科

目
名

称
（
細

節
）

課
名

内
　

　
容

影
響

額
(千

円
)

一
般

15
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
区

市
町

村
緊

急
包

括
支

援
補

助
金

（医
療

分
）

健
康

課
時

間
外

・
休

日
の

ワ
ク

チ
ン

接
種

会
場

へ
の

医
療

従
事

者
派

遣
事

業
へ

の
補

助
金

。
5
3
,4

0
9

一
般

15
雨

水
流

出
抑

制
補

助
金

下
水

道
課

雨
水

浸
透

施
設

助
成

金
の

執
行

が
減

少
し

た
こ

と
に

よ
る

減
額

。
△

 4
,6

4
5

一
般

15
生

活
応

援
事

業
事

務
費

補
助

金
産

業
振

興
課

東
京

都
の

生
活

応
援

事
業

の
事

務
費

に
対

す
る

補
助

金
。

3
,0

6
7

一
般

15
生

活
応

援
事

業
事

業
費

補
助

金
産

業
振

興
課

東
京

都
の

生
活

応
援

事
業

の
事

業
費

に
対

す
る

補
助

金
。

5
1
,7

1
7

一
般

15
中

学
校

部
活

動
指

導
員

配
置

事
業

補
助

金
指

導
課

部
活

動
の

中
止

や
活

動
内

容
の

制
限

に
よ

り
、

指
導

時
数

が
減

少
し

た
こ

と
に

よ
る

減
額

。
△

 1
,9

8
1

一
般

15
統

計
調

査
員

確
保

対
策

事
業

事
務

委
託

金
総

務
課

研
修

を
中

止
し

た
こ

と
に

伴
う

委
託

金
の

減
額

。
△

 6
8

一
般

15
建

設
工

事
統

計
調

査
事

務
委

託
金

総
務

課
調

査
員

調
査

を
実

施
せ

ず
、

郵
送

に
よ

る
調

査
と

し
た

こ
と

に
伴

う
委

託
金

の
減

額
。

△
 4

0

一
般

15
経

済
セ

ン
サ

ス
事

務
委

託
金

総
務

課
調

査
員

報
酬

単
価

減
額

等
に

伴
う

委
託

金
の

減
額

。
△

 5
,5

6
7

一
般

15
東

京
都

教
育

委
員

会
研

究
指

定
事

業
委

託
金

指
導

課
講

師
を

招
聘

す
る

研
修

会
・研

究
会

が
減

少
し

た
こ

と
に

よ
る

委
託

金
の

減
額

。
△

 1
,6

6
3

一
般

18
財

政
調

整
基

金
繰

入
金

財
政

課
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
対

策
の

財
源

と
し

て
財

政
調

整
基

金
を

取
り

崩
し

た
。

5
0
0
,0

0
0

一
般

20
東

京
2
02

0オ
リ

ン
ピ

ッ
ク

・パ
ラ

リ
ン

ピ
ッ

ク
競

技
大

会
機

運
醸

成
等

事
業

助
成

金
企

画
調

整
課

事
業

縮
小

・
中

止
な

ど
に

よ
る

減
額

。
△

 2
,0

0
0

一
般

20
行

事
参

加
者

負
担

金
児

童
青

少
年

課
行

事
参

加
者

負
担

金
（夏

期
行

事
@

1
00

円
×

15
名

×
２

回
×

３
日

）
。

△
 9

一
般

20
三

多
摩

は
一

つ
な

り
交

流
事

業
補

助
金

ご
み

総
合

対
策

課
三

多
摩

は
一

つ
な

り
交

流
事

業
の

中
止

に
伴

う
補

助
金

の
減

額
。

△
 5

0
0

一
般

20
自

然
の

村
利

用
促

進
バ

ス
参

加
費

児
童

青
少

年
課

自
然

の
村

利
用

促
進

バ
ス

運
行

を
一

部
中

止
し

た
こ

と
に

よ
る

減
額

。
△

 7
4
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■
歳
入
（
国
民
健
康
保
険
事
業
会
計
）

会
計

款
歳

入
科

目
名

称
（
細

節
）

課
名

内
　

　
容

影
響

額
(千

円
)

国
保

1
医

療
給

付
費

現
年

課
税

分
、

後
期

高
齢

者
支

援
金

分
現

年
課

税
分

、
介

護
納

付
金

課
税

分
、

医
療

給
付

費
滞

納
繰

越
分

、
後

期
高

齢
者

支
援

金
分

滞
納

繰
越

分
、

介
護

納
付

金
分

滞
納

繰
越

分
保

険
年

金
課

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の
影

響
に

よ
る

保
険

税
の

減
免

。
△

 1
6
,1

3
1

国
保

1
国

民
健

康
保

険
税

納
税

課
徴

収
猶

予
に

よ
る

収
入

未
済

（猶
予

中
）
。

△
 1

0
,1

3
8

国
保

2
災

害
臨

時
特

例
補

助
金

保
険

年
金

課
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

影
響

に
よ

る
保

険
税

の
減

免
へ

の
６

／
1
0補

助
（災

害
臨

時
特

例
補

助
金

の
う

ち
、

当
該

減
免

へ
の

充
当

額
分

）
。

1
0
,1

4
1

国
保

3
特

別
調

整
交

付
金

保
険

年
金

課
傷

病
手

当
金

の
支

出
実

績
へ

の
10

／
1
0交

付
金

（
特

別
調

整
交

付
金

の
う

ち
、

傷
病

手
当

金
へ

の
充

当
分

）。
9
2
3

国
保

3
特

別
調

整
交

付
金

保
険

年
金

課
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

影
響

に
よ

る
保

険
税

の
減

免
の

支
出

実
績

へ
の

４
/
1
0交

付
（
特

別
調

整
交

付
金

の
う

ち
、

当
該

減
免

へ
の

充
当

額
分

、
過

年
度

相
当

分
を

含
む

）
。

7
,0

0
8

■
歳
入
（
後
期
高
齢
者
医
療
会
計
）

会
計

款
歳

入
科

目
名

称
（
細

節
）

課
名

内
　

　
容

影
響

額
(千

円
)

後
期

1
現

年
度

分
特

別
徴

収
保

険
料

、
現

年
度

分
普

通
徴

収
保

険
料

保
険

年
金

課
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

影
響

に
よ

る
保

険
料

の
減

免
。

△
 8

7
2

■
歳
入
（
介
護
保
険
事
業
会
計
）

会
計

款
歳

入
科

目
名

称
（
細

節
）

課
名

内
　

　
容

影
響

額
(千

円
)

介
護

3
地

域
支

援
事

業
交

付
金

（介
護

予
防

・日
常

生
活

支
援

総
合

事
業

）
高

齢
者

支
援

課
高

齢
者

食
事

学
事

業
の

料
理

講
習

会
等

を
休

止
し

た
こ

と
に

伴
う

補
助

金
(国

)の
減

額
。

△
 3

5
4

介
護

3
地

域
支

援
事

業
交

付
金

（包
括

的
支

援
事

業
・任

意
事

業
）

高
齢

者
支

援
課

家
族

介
護

支
援

事
業

の
実

施
事

業
所

減
等

に
伴

う
補

助
金

（国
）の

減
額

。
△

 3
1
7

介
護

5
地

域
支

援
事

業
交

付
金

（介
護

予
防

・日
常

生
活

支
援

総
合

事
業

）
高

齢
者

支
援

課
高

齢
者

食
事

学
事

業
の

料
理

講
習

会
等

を
休

止
し

た
こ

と
に

伴
う

補
助

金
（
都

）の
減

額
。

△
 1

7
7

介
護

5
地

域
支

援
事

業
交

付
金

（包
括

的
支

援
事

業
・任

意
事

業
）

高
齢

者
支

援
課

家
族

介
護

支
援

事
業

の
実

施
事

業
所

減
等

に
伴

う
補

助
金

（都
）の

減
額

。
△

 1
5
9
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■
歳
入
（
水
道
事
業
会
計
）

会
計

款
歳

入
科

目
名

称
（
細

節
）

課
名

内
　

　
容

影
響

額
(千

円
)

水
道

事
業

会
計

-
水

道
料

金
水

道
部

一
時

的
に

支
払

い
が

困
難

と
な

っ
た

方
を

対
象

に
最

長
４

か
月

の
支

払
い

猶
予

。
3
/3

1
現

在
　

5
7件

　
上

水
26

6,
60

0
円

△
 2

6
7

■
歳
入
（
下
水
道
事
業
会
計
）

会
計

款
歳

入
科

目
名

称
（
細

節
）

課
名

内
　

　
容

影
響

額
(千

円
)

下
水

道
事

業
会

計
-

下
水

道
使

用
料

下
水

道
課

一
時

的
に

支
払

い
が

困
難

と
な

っ
た

方
を

対
象

に
最

長
４

か
月

の
支

払
い

猶
予

。
3
/3

1
現

在
　

5
7件

　
下

水
11

0,
19

2
円

△
 1

1
0
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